

































おれと一乃のゲーム同好会活動日誌 その7




結末へ至る恋の病








葉村哲





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次









日誌　一　ブルマ乃さん、三度あらわる！

日誌　二　妹が新妻だが兄は別に困らない

日誌　三　幼女と追いかけっこ

日誌　四　ゲーム同好会、集合

日誌　五　突然ですが、路線を変更します

日誌　六　眠るように静かな水底で

日誌　七　偽りの星空

日誌　八　遊園地に行こう

日誌　九　二人の夕暮れ

日誌　十　『無限の世界と一人の道化』──結末へ至る恋の病

日誌　十一　二人の夜






日誌　一　ブルマ乃さん、三度あらわる！






「手札は揃そろった。ゲームは終わりだ」

　夜の部室、冴さえた月光の下、白髪の青年は寂せきとして告げる。

「『煉獄カサルテイリオ』、罪を焼く炎、異能なる者、森もり塚つか一いち乃の──おまえが選べ」

　荒あら谷や学園、第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室。

「おれは、その選択を受け入れる」

　立ち尽くす少女は夜より深い黒の髪、星よりも白き肌、炎よりも赤いその瞳ひとみ。

　名前を、森塚一乃という。

「……宗そう司じ」

　彼女は眼前に立つそれの名前を呼び、震える声は暗くら闇やみに溶けるように沈んで消えた。




　それより、十数時間後の同じ場所。

　月光の代わりに陽光が降り注ぐ日中。

　部室中央には古びたテーブル、閉じた窓が一月の冷たい風にカタカタと揺れる。

　新学期初日の今日は授業もなく、式典と連絡事項だけで昼には解散だ。

　学園に残っているのは部活等に参加するものだけであり、第三旧校舎にあるのはゲーム同好会部室だけ。

　そしてそこにいるのも、一人だけ。

「屈辱だわ」

　森もり塚つか一いち乃のが部室に立ち、呟つぶやいた。

「雰囲気に吞のまれてしまったとはいえ、この私が宗そう司じの如ごとき虫けらに言われたい放題」

　静かながらも苛いら立だちが滲にじむ声、表情の消えた顔に閉じられた赤い瞳ひとみ。

「改めて、どちらがご主人さまか、あの男に知らしめる必要があるわね」

　カッ！　強く、閉じた瞳を見開き、長い黒髪をかき上げる。

　淡い花の香り漂う黒髪が揺れ、彼女はその薄い胸を張る。

「そう──この、ブルマで！」

　白い木綿もめんのシャツに、むき出しの太もも、魅惑の紺色ブルマ。

「そして当然、黒のニーソックスも追加よ！」

　自身の細い指先が、軽くニーソックスと太ももの境を撫なでる。

　柔らかい太ももに指がむにりと沈み、押し返す。












「これならば宗そう司じを殺しきれる！」

　一いち乃のは赤い唇を僅わずかに吊つり上あげ、自信に満ちた笑みを浮かべると自分自身の姿を確認するように見下ろした。

　長い黒髪が映える木綿もめんのシャツはシンプルかつ清潔に薄い体を包み込み、腰まで下りればきゅっと締めるような美しい三角形を紺色ブルマが描く。

　細い脚、眩まぶしいほどに白い太もも、思わず膝ひざ枕まくらを頼みたくなるそれを黒のニーソックスが強調し、妖あやしい黒と無む垢くな白のコントラスト。

　完璧だった。どんな男が、今の彼女に勝てようか。

「問題は、今日、宗司が休んでいるということね！」

　実にうっかりさんだ。

「あーもう、私は何をしてるのよ」

　頭を抱えて、一乃はしゃがみ込む。正面から今の彼女を覗のぞき込んだら太ももと太ももの間に挟まれた紺色の小さな三角が見えたかもしれない。

「いちの」

　ぽん、呼びかける声に一乃は顔を上げ、絶句した。

「……え？」

　フェル──一乃の異能『煉獄カサルテイリオ』の一部が化身した少女。腰まである長い赤毛にぴょこんと生えたネコミミ、硝子がらす球だまの瞳ひとみと抑よく揚ようのない声。

　摑つかみどころがなく謎めいた彼女は何な故ぜか、ブルマ姿だった。

　幼さの残る顔立ちに小さな体たい軀く、それらに不釣合いなほど大きな胸は木綿のシャツを大きく押し上げ胸元の名札を歪ゆがませる。

　下半身は小さなブルマに包まれ、その色は髪に合わせたような燃えるような赤。

　巨乳で、小柄で、ブルマ。そのアンバランスさは危険な香りさえ漂わせ。

「こまったときは、おどろうぜ」

　おもむろに、ぱちんと指を鳴らした。

「……はい？」一乃は発言の意味が理解できないでいる。

「かもーん」

　かぽりと部室の床が開き赤い獣けものが──フェルと同じく『煉獄カサルテイリオ』の化身が姿を見せた。

　赤い子犬、ひよこ、アンゴラウサギ、ミニ象、金ダライに浸つかったマンボウ。

「ワンッ」「ピヨー」「ウサー」「ぞう」「マンボウ」

　次々と穴から登ってくる獣たち、そして最後に大型ラジカセを抱えサングラスをかけた赤いペンギンが華麗に登場した。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　だが獣たちは待たず、一乃の横に後ろに四対三で整列し、フェルが合図を出した。

「みゅーじっく、すたーと」

「ペーン！」

　ぽちり、ペンギンがラジカセのスイッチを入れる。

　シャンシャンと鳴る無数の鈴の音、ジャランジャランと震え響く弦げんの音、タタタンタタタン軽妙な太たい鼓このリズム。洪水のように流れるエキゾチックな激しい音楽。

　せき立てるように速度を上げるその音に、思わず体が動きだす。

「れっつ、だーんす」

「え？　え？　え？」

「ワオ──────ンッ！」

　ひたすらに戸惑う一いち乃のを他よ所そに、獣けものたちは遠とお吠ぼえと共に踊りだす。音楽に合わせリズムに乗って、一糸乱れぬ動きで体を揺らし、腕を振るって脚を上げる。

　シャンシャンシャン、鈴に合わせ右に左に。

　ジャランジャランジャラン、上下左右に腕を伸ばし。

　タンタンタタンタンタタタン、板の床で足を鳴らす。

　気づけば一乃も、流れに乗って獣たちと共に踊りだす。

「ああもうっ、なんでもいいわ！」

「いえーい」

　森もり塚つか一乃ｗｉｔｈ『煉獄カサルテイリオ』ダンサーズ初舞台。

　観客などいなくて構わない、音楽と一つになり、心の赴おもむくまま踊れば悩みなんて──

「悪い悪い、めっちゃ遅刻したぜ。って来たら全部終わってたんだけどな」

　ガラリとドアが開き、宗そう司じが顔を出し、ダンサーズがぴたりと止まった。

　丁度、大きく左足を左方へ上げて、左手でその足首を摑つかんでいた。

　ぱちくり、お互いがお互いを見る。

　ブルマ姿で踊る一乃と、髪が黒白まだらでひどいことになっている宗司。

「……」

　そっ、と宗司はドアを閉め、そのまま走り去る。

　ペンギンがラジカセのスイッチを切る。

　一乃が床に両手を突いて、崩れ落ちた。

「私、泣いても良いわよね」

「えーと……」

「ワオン……」「ピ、ピヨー」「ウサ……」「ぞーう」「マンボウ」

　誰も慰なぐさめの言葉を持てず、一乃の顔はどんよりと曇くもり出す。

「……ああ、天井から先が輪になったロープとか降ってこないかしら」

「ペーン！」

「い、いちの、しっかりして、だいじょうぶ、ぶるまだんすぐらい、いつものちじょきゃらより、ましだから」

「誰か、ロープを頂ちよう戴だい、今すぐに！」

「うなっ！　どうして」

「ペペーン！」

「う、うなー、むしろ、とどめに、なっていた、だってー？」

　そこに再び響く足音、部室の外の廊下を誰かが全速力で駆けて来る。

　ガラリッ！　力強くドアを開け、姿を見せたのは、

「待たせたな、一いち乃の！」

　白黒まだらの髪、シルクハットにタキシード、赤い蝶ちようネクタイをしめ片手にステッキを持ったジェントルマン白しろ崎さき宗そう司じだ。

「さあ、踊ろうかお嬢さん」

　キラリンと白い歯を輝かせた、とっておきのハニースマイルに女の子はメロメロだ。

　実際、一乃とフェルの頰ほおがぽっと赤くなったぞ。獣けものの一部も照れている。

「ああ、なぜかしら。宗司が普段の三割増し素敵に見えるわ」

「うなー、だいてー」

「ハハッ、ありがとう素敵なお嬢さんたち」

　一乃の曇くもった顔すら照らしたその笑みは、まさにサンシャイン！

「……ペーン」

　頭痛をこらえるように顔をしかめた赤いペンギンはハニースマイルを浮かべる宗司のズボンの裾すそを摑つかんで引っ張り、ぺったりぺったり部室の外に連れ出す。

　自分も一緒に廊下に出て、ぱたんとドアを閉めた。

　宗司とペンギンが部室から消えても一乃とフェルはうっとりとして動かず、残りの獣たちはどうしたものかと顔を見合す。

　廊下からは宗司と赤いペンギンの声が、

「あなた馬ば鹿かですのね！　それも救いようのない大馬鹿ですのね！　妬ねたむことさえ忘れそうな勢いで馬鹿ですわよ！」

「むう、何な故ぜだ。鈍感の汚名を払ふつ拭しよくするために気を利かせて衣装を借りてきたのに」

「気を遣うところを明らかに間違えてますわよ。妬ましいを通り越して愚かしいですわ」

「そうか、タキシードはいまいちだったか」

「衣装の問題ではありませんわよ、この愚ぐ物ぶつ、間抜け、とんま！」

「すげえ、とんまなんて罵ば倒とう久しぶりに聞いた」

「妙なところに感心しないでくださいまし……でも、主あるじを元気付けてくれたことだけには感謝しますわ」

「え？　まさかのツンデレ？」

「誰がツンデレですのよ、失礼な」

　宗そう司じと、何な故ぜか聞こえるお嬢っぽい声。赤いペンギンはどこに行ったのだろうか、不思議なことだ。




　八分、宗司が廊下から戻り、一いち乃のは正気に戻り、そして気分転換用の紅茶を淹いれるのにかかった時間だ。

　部室中央のテーブルに宗司とフェルが着き、一乃が淹れたての紅茶を運ぶ。

「あ、宗司……その、紅茶を、淹れてあげたわ」

　照れたように頰ほおを赤く染めたブルマ一乃が、ポットをテーブルの中央に、宗司の前に淹れたての紅茶を置く。

「ありがとう一乃、うん、今日は特別に良い香りだ」

　こちらも未いまだにタキシードな宗司が目を閉じて香りを堪たん能のうする。

　そんな何気ない仕草にすら、一乃の薄い胸は木綿もめんのシャツの下で高鳴ってしまう。

「ふ、普通のティーバッグよ、特別なことはしてないわ」

「そんなことはないさ」

　柔らかく微笑ほほえみ、そっと、宗司は一乃の手を取った。

「ブルマのキミが淹れてくれた、それが特別なのさ」

「……も、もう、馬ば鹿かなこと言わないで頂ちよう戴だい」

　満更でもない一乃だが、冷静に考えると宗司の台詞せりふは相当アレな感じである。

「一杯の紅茶とブルマのためなら、ボクは世界を敵に回したって良い。そうだ、今日この瞬間にボクたちが存在する奇跡を記念して、この紅茶をブルマンと名付けよう」

「嬉うれしい……」

　どこに喜ぶべき要素があったのかは不明。

「う、うな……これ、フェルが、つっこみしないと、だめなのかなー？」

　宗司と一乃が無差別テロの勢いで振りまく甘ったるい空気を全身に浴びながら、同じテーブルのフェルがぼやく。

　彼女の小さな手はカップを包むように持ち、ふーふーと息で冷ましている。

　赤毛の上のネコミミは迷うように左右に揺れて困惑を示すが、周りが見えていない馬鹿二名は加速を続けるだけだった。

「いーちの」

「なーに」

「呼んでみただけだぜ」

「もう、バァカ」

「ハハハッ」

　やたらと爽さわやかに笑う宗そう司じと、いやんいやん照れているブルマ姿の一いち乃の。

「……うなー」

　急に口の中に砂糖を山盛り突っ込まれたような甘さを感じ、フェルはストレートの渋い紅茶をぐびぐびと飲む。

「そーじ」

「なんだい、一乃」

「ふふっ、呼んでみただけよ」

「一乃はお茶ちや目めさんだな、でも、そんなところが可愛かわいいよ」

「いやんいやん、宗司ってば」

　ただいま、部室内に糖分が散さん布ぷされております。

「う、うなぁ」

　弱く呻うめき、フェルは渋い紅茶で甘さを打ち消そうとする。小さな手が小さな唇にカップを運ぶ、空だ、とうに飲み干していた、お代わりはない、あっても熱くて飲めない。

「いーちの」

「そーじ」

　空気中の糖分濃度は現在も上昇傾向にあり、フェルの体からは変な汗が出てきた。

「うううううなあああああああああ！」

　ずだんっ！　絶叫と共にフェルが椅い子すを蹴けり跳んだ。

「な、なんだ？」

　突然の叫びに驚いた糖分散布装置、もとい、宗司と一乃がフェルへ視線を向ける。

「ひっさつ、フェル、きーっく！」

　なびく赤毛、天を貫かん勢いで屹きつ立りつしたネコミミ、天井近くまで高々と跳躍したフェルは重力を受け──流星の如ごとき跳び蹴りを放つ。

　落下地点の宗司は動かず、あるいは動けず、ぴんと伸びた脚とその奥に見える赤いブルマから視線を外さない。

「赤色も、有りだな」

　ごすっ！　阿あ呆ほなことを呟つぶやいた宗司の顔面に、フェルの靴底が突き刺さった。

　そのまま、宗司が後ろへ倒れ、フェルはその上に座り込むようにして着地する。

「ぐえっ」

　どすんっ。フェルに潰つぶされさすがの宗司も蛙かえるのような呻き声を上げた。

　丁度、床の上に大の字で倒れた宗司の胸の上にブルマ着用フェルがちょこんと座っている格好だ。同じくブルマの一乃は突然の蛮ばん行こうにぽかんとしている。

「ふぅ、あぶないところだった」

　文字通り尻しりに敷いた宗そう司じの上で、フェルは長い赤毛を揺らして満足そうに頷うなずく。ついでに木綿もめんのシャツの向こうでぽよんと胸が揺れた。

「何が危ないのかわからんが、どいてくれ。このタキシード借り物だから汚すと困る」

「うなー、よかろう、どいてやるぜー」

　素直にひょっこりとフェルがどき、宗司は立ち上がってタキシードを手ではたく。

「……つまり、何だったの、これは？」

　不思議そうに問う一いち乃の、さり気なく長い黒髪をかき上げブルマの裾すそを直している。

「あまりの、あまいくうきに、フェルのぼうえいほんのうが、はたらいてしまった」

「……甘い、空気？　おまえはたまに意味のわからないことを言うな」

「うなー、むしろ、きょうのそうじが、いみふめい」

　硝子がらす球だまの瞳ひとみに不満気な色を浮かべフェルが睨にらむ。

　赤毛の上のネコミミは怒ったようにぴょんこぴょんこ跳ねていた。

「失礼な、おれのどこが意味不明なんだ。見ろよ、このジェントルマンっぷりを」

「それがおかしい」

「言われてみれば、今日のあなた、少し変ね……余裕があると言うのかしら」

「おおー、いちのがやっと、りせいてきしこうを、とりもどしたー」

「そうか違和感があるか。だが聞いてくれ、それは仕方がないことなんだ」

　まだら髪のタキシード宗司は真しん摯しな瞳で、ブルマな一乃とフェルを見詰めた。

　心の天てん秤びんが乙女に傾いている一乃がドキッとし、フェルはうっかりトキメキそうになるのを唇を嚙かんで自制する。

　ジェントルマン宗司は、彼女たちを見詰めたまま重々しく口を開く。

「色々こそこそ企たくらんでたり誘導したり、まあそんな気苦労も終わりで、全部洗いざらい喋しやべったし、後はぶっちゃけ結果待ち？　けどまあどんな結果になっても構わないし？　すっげえ気楽な気分なんだ！」

　物もの凄すごい良い笑顔で、実に最低な発言をする宗司。

「ああ、心が軽い、素直な自分でいられるって素晴らしい！」

　両手を広げ、天を（天井が広がってるだけだが）仰ぎ、歓喜の声を上げる。

「うなー、だめだ、こいつー」

　珍しく、フェルの硝子球の瞳には呆あきれの色が宿っており、長い赤毛の上のネコミミは疲れ果てたようにぐったりと萎しおれていた。

「どんかんはともかく、ずれてるのは、もともと、だったのかー」

「さっきの一乃じゃねえが、踊りたい気分だぜ──むっ、殺気！」

　白黒まだら髪でタキシードの宗司が振り返る。

「ふふっ、何というか笑い話ね」

　案の定か、殺気の主ぬしは一いち乃のだ。

　紺色ブルマも眩まぶしい仁王立ち、赤い瞳ひとみに冷たい輝きを宿し、ぞくぞくするような残酷さを薄い三日月の唇に浮かべていた。

　宗そう司じは怯おびえるでもなく、静かに一乃へ微笑ほほえみかける。

「笑顔も良いけど、そういう表情も良いな」

「ありがとう、全く、ムカムカするわ」

「それは困った」

「訂正するわ、むしろムラムラする」

「ハハッ、それは更に困ったな」

　おどけて肩をすくめる宗司に、一乃は片かた眉まゆをぴくんと跳ね上げた。

「随分と余裕ね」

「おかげさまで」

　部室の温度が下がったように感じたのは、気のせいか。

「あなた、ブルマは好き？」

「愛している」

「よろしい、ならちょっと床に正座なさい」

「……床に？」

「良いから、早く」

「あ、ああ、わかった」

　有無を言わさぬ口調に押され、宗司は冬の冷たい床の上に正座した。

　続いて一乃は宗司の後ろに回り椅い子すに腰掛ける。

「なあ、一体何を──ッ！」

　宗司が振り返るより早く、一乃は両足を宗司の両肩に乗せた。

「えいっ」

　右足と左足、太ももと太ももできゅっ。

　枕まくらにしたくなるような硬い柔らかさと、淡い花の香りが宗司の顔を挟む。

　そんなことをされて身動き取れるはずもなく、余裕は吹っ飛び、みるみる赤くなる。

　左右の太ももに挟まれ圧迫感を、後頭部には強い威圧感を──ブルマがあります──覚え全身が硬くなり動けない。

「いいいいいい、一乃、こ、これは、何のつもりだ」

「あなた、ブルマが好きなんでしょう」

「え、え？」

「だから──」

　宗司からは見えなかったが、告げる一乃の顔はネズミをいじめる猫そのままの、悪戯いたずらっぽさと少しの残酷で輝いていた。

「ブルマで殺してあげる」

　きゅっ、から、ぎゅっ。

　一いち乃のが太ももと太ももに力をこめ、宗そう司じの胸の前で足と足を絡めて組んだ。

「ぬがあああああ、ちょ、待て、これはさすがに！」

　太ももの圧迫感が増し花の香りは強くなる。

　逃れようと身を捩よじるも組まれた足が檻おりとなって阻み、後頭部が布地に擦こすれた感触が精神の鎖となって宗司を縛る。

　削られる理性、熱いのは己おのれの顔か、一乃の足か、それすら判断がつかなくなる。

「ふふふ、どんな気分かしら。苦しいの？　それとも、気持ちよいのかしら？」

　蕩とろけるような愉ゆ悦えつを浮かべて頰ほおを染め、一乃は苦しむ──否いや、苦しみと喜びの混ざった複雑な顔の宗司を見下ろしている。

「う、うなぁ、いちの、すごい……」

　無む慈じ悲ひな女王と呼ぶに相応ふさわしいその姿に傍そばで見ていたフェルすら戦せん慄りつを覚えてしまう。硝子がらす球だまの瞳ひとみは見開かれ、赤毛の上のネコミミはぺたりと恐れ慄おののきひれ伏していた。

「ふふっ、このまま絞め殺してあげる。きっと素敵な最期だと思わない」

「いや、素敵っていうか凄すごく変態チックな死にざまぁぁ──！」

「宗司の分際で生意気を言うものではないわよ」ぎゅぎゅっ。

「ごめん、ごめんって！　おれが悪かった、調子に乗った。だからやめて！　あああ、太ももがああああ！　何これ幸せなのに苦しくて死にそう！」

「聞こえないわね」

　無慈悲な女王は耳を貸さず白黒まだらになった宗司の髪に手を伸ばす。

　くすぐるようにその髪を撫なで、一ひと房ふさ指に絡めてくるくると巻きつける。

「ねえ、この髪の毛はどういうことなの？　お洒落しやれにしては外れていてよ」

「あー、それは」

　ちょっと言いい辛づらそうに、視線を逸そらす。

「答えなさい」ぎゅぎゅっぎゅぅう。

「わ、わかった。答えるからやめて！」

　たまりかねて、宗司は叫んだ。

「白髪染め！　白髪染め使おうとして失敗してこんなんなったんだよ！」

「……想像を絶する間抜けな理由ね」

「ぷげらー、しらがぞめしっぱいとか、そうじ、まぬけー」

「やかましい、初めて使うんだから仕方ねえだろ……」

　不ふ貞て腐くされたように、宗司が唇を尖とがらせた。

「ふふっ、そういうところは可愛かわいいままなのね」

「何の話だ？」

「大したことではないわ。全すべてが噓うそではないと理解できただけ」

　宗そう司じは理解できなかった様子で眉まゆ根ねを寄せる。

「まあ、なかなか面白かったから今日は許してあげましょうか」

「え、マジで？」

　明るくなる宗司の顔、更にぎゅっと一いち乃のは太ももに力を入れる。

「ただし、条件があるわ」

「何だ？」

　どんな無理難題を押し付けられるのか、ごくりと宗司が唾つばを飲む。

「ケーキ奢おごりなさい。三つよ」

「……あれ、それだけ」

「じゃあフェルにも三つ奢りなさい」

「わーい、けーきだ、けーきだー」

「まあ、ケーキぐらいでいいなら」

　拍子抜けするぐらい普通の内容に宗司が頷うなずくと、一乃は肩の上から足を外して椅い子すから立ち上がった。

　宗司も同じく立ち上がり、くるりと振り返って一乃を見る。

「なにかしら」

　夜を溶かしたような長い黒髪、炎に似た赤い瞳ひとみ、アラバスターの如ごとく白い肌。

　すらりと細く、どこか超然と冷たい彼女に白い木綿もめんのシャツと紺色のブルマ。

「おまえ……変な奴やつだよな」

　何が面白かったのか、一乃がくすりと笑った。

　小さいが、珍しく、一乃が笑った。

「あなたに言われたくないわ」

　見み蕩とれてしまいそうな、小さな花のような笑顔に宗司は息を吞のむ。

「このバァカ」

　こつん、一乃が宗司の額を軽く叩たたいた。




　それから少し後、『眠る羊』という喫茶店にて。

「ねえ、そういえば今日はキリカとリリスも休みなのね」

　抑えた照明とクラシック音楽が流れる店内で、一乃は宗司奢りのケーキ（レアチーズ）を食べながら何気なく言った。

「うなうなー、めずらしいことも、あるもんだー」

　むぐむぐとこちらもケーキ（こっちは苺いちごショート）を食べながら、フェルはじっと硝子がらす球だまの瞳ひとみを宗そう司じに向ける。

　含みのある視線を向けられて、気にもせず宗司は紅茶を飲んでいた。

　因ちなみに、席順は宗司とフェルが隣同士で正面に一いち乃のが座っている。

「そうだな、まあ、明日には来るだろうさ」

「しってるくせに」

　小さな呟つぶやき。宗司には聞こえる程度の小声、宗司は眉まゆ一つ動かさずフェルの瞳を見詰め返す。硝子球の瞳は鏡のように落ち着き払った宗司の顔を映していた。

「フェル、口のところにクリーム、ついてるぞ」

「うな？」

　ごしごし、猫が顔を洗うように口元を拭ぬぐうが不器用にもクリーム部分を外している。

　宗司は苦笑して手を伸ばす、フェルの小さな唇の端っこ、人差し指で生クリームをなぞると実に自然にその指を舐なめた。

「取れたぞ」

「ううううううなああ……」

　フェルは顔を真っ赤にして俯うつむいた。今は引っ込めているが、もしネコミミが出ていたら恥ずかしげに揺れていたことだろう。

「……」

　スプーンを口に咥くわえた一乃は二人のやり取りをじっと見詰め、おもむろにレアチーズケーキを唇の端に塗り付けた。

「宗司」

「ん？　ああ、動くなよ一乃」

　呼ばれてそちらを向き、一乃の赤い唇についたレアチーズケーキに気付く。

　そして手ではなく、テーブルの上に身を乗り出して顔を寄せた。

「あ、あら？　ちょ、ちょっと待ちなさい」

　戸惑う一乃の声、宗司は止まらず互いの吐息がわかるほどの近くへ──

「冗談だよ」

　すいと、指先で一乃の唇をなぞった。

「くうう……宗司のくせにぃ」

　熟した林りん檎ごのような顔で、一乃は悔しげにスプーンを嚙かむ。

「残念だったなお姫さま、いつまでも、やられっぱなしじゃあないぜ」

　気き障ざったらしく、宗司が肩をすくめた。

　まあ、さっき思いっきりブルマ乃さんにやられてましたが。






日誌　二　妹が新妻だが兄は別に困らない






「ただいまー」

　夕方、ケーキを奢おごって軽くなった懐ふところに寒さを覚えながら白黒まだらの宗そう司じが帰宅する。

　家のドアを開ければ、美お味いしそうな夕食──バターと肉の焼ける匂においがしていた。

「おかえりなさいませ兄さま」

　小さな軽い足音と一緒に聞こえた声、妹のリリスが出迎えてくれる。

　……多分、妹のはずだ。

　背中で揺れる長いポニーテイル、背は宗司と同じぐらい高く、手足はすらりと長い。

　元々整っていた顔立ちから幼さは消え驚くほど大人びた美び貌ぼうを得ながらも──神秘的な虹にじ色いろの瞳ひとみに少女だった頃ころの悪戯いたずらっぽさを残して成長していた。

　艶あでやかな蝶ちようのようで、一輪の小さな花のようで、そのどちらでもなく。

　少女と女の境目、奇跡のような瞬間を切り取ったよう。

「ただいま、マイスイートシスター！」

　きらり、歯を輝かせて宗司は何一つ戸惑いなく爽さわやかに挨あい拶さつを返した。

　妹がどう見ても十七か八で、二人いたはずなのに一人に減ってるとか気にしてない。

　あまつさえ玄関先に現れたリリスが裸の上に純白のエプロン一枚、所謂いわゆる、裸エプロンであることも気にしてない。

「素敵な裸エプロンだね、新妻風かな？」

　むしろ普通に褒ほめた。さすがは一いち乃ののブルマに（途中まで）平然としていた男だ。

　なお、非常に残念ながら、リリスさん胸はあんまり成長してない。

　物もの凄すごく美人だけど、胸はあんまり成長してない！　物凄く美人だけど！

「はい、兄さま今日のリリスは新妻風味です。エプロンの下に水着を着ているので倫理規定的にもオーケイです」

　美しく成長したリリスが、その容よう貌ぼうに相応ふさわしく艶やかな微笑を浮かべる。

「ああ、そんな気遣いまで出来るなんて、リリスはなんて素敵な妹なんだ」

「いやん、兄さまってば、そんなに褒めても夕食ぐらいしか出ませんよ」

「ハハハ、リリスの夕食が食べられるなんてボクは幸せものだな」

「いやんいやん、もう兄さまってば、そんな調子の良いことばかり言うんですから」

　宗司は無意味に爽やかなスマイルを浮かべ、リリスは満更でもなさそうに両手を頰ほおに当ててくねくねと照れ喜ぶ。

　彼女の長く伸びたポニーテイルは文字通り尻尾しつぽのように揺れ、白いエプロンの下につけている水着がちらちらと覗のぞいていた。

「ああ、いけません。リリスってばうっかりしていました」

　と、リリスはくねくね照れ喜ぶのを中断し宗そう司じに向き直り。

「兄さま、お風ふ呂ろにしますか、お食事にしますか、それとも、リ、リ、ス？」

　お玉を口元に当てて新妻が夫をからかうように問うた。

「迷うところだな。風呂に入りたいし、夕食も楽しみだし、リリスも捨て難い」

「兄さまは優柔不断ですね、それなら改めて」

　どこか誘うように、リリスは腰を白いエプロンを左右に揺らし。

「おかえりなさいませ兄さま」

　お玉に、軽い口付けを一つ。

「リリスにしますか、リリスにしますか、それとも、リ、リ、ス」

「迷うところだけれど、ここはリリスで決まりだね！」

「ふふふ、兄さま。しかしただのリリスだと思うのは早そう計けいというもの」

「オゥゴッド！　何てことだ！　まだサプライズがあるのかい？」

　リリスがお玉を口に咥くわえて悪戯いたずらっぽく微笑ほほえめば、宗司はわざとらしく驚いて見せる。

　二人とも明らかに、このやり取りを楽しんでいた。












「ではでは兄さま」

　するり、リリスはエプロンの肩かた紐ひもを緩くずらし艶なまめかしい仕草で真っ白な肌を晒さらす。

「リリスは、お姉ちゃんリリスにしますか、それとも妹リリスにしますか？」

「ワオッ、リリスは妹だったのにお姉ちゃんにもなれるのか」

「はい、成長したリリスは妹と姉が合わさって最強なのです。しかし、生なま半はん可かな輩やからが手を出しては頭がおかしくなって死にます」

「ああリリス、そんな恐ろしい力をいつのまに手に入れたんだ」

「全すべては、兄さまのために……」

「リリス……」

　後ろに花とか点描とか舞い散りそうな勢いで見詰め合う二人。

「じゃあ、お姉ちゃんリリスと妹リリス、両方もらおうかな」

「素敵、抱きしめて兄さま！」

「良いとも、おいでマイシスター！」

　がばりと宗そう司じが両手を広げ、リリスが虹にじ色いろの瞳ひとみをきらきらと輝かせその胸に飛び込む。

「ハハハ！」

「ウフフフ」

　そのまま青春映画のように光を撒まき散ちらしながら、ぐるぐると回りだす。

　……一応、ここ、一般家庭の玄関先です。

　しかも、ドア開けっ放しです。ご近所の目がなくてよかったと思うべきでしょう。

「ハハハ！」

「ウフフフ──ッ！」

　ぴくり、リリスは眉まゆ根ねを寄せると回転の勢いを殺し足をついた。

「ど、どうした？」

　答えず、リリスは宗司の肩に手を置くとくんくん匂においを嗅かぎ始めた。

「甘い、クリーム、チーズクリーム？　ケーキの香りがします」

「ああ、それは帰りに喫茶店──痛っ！」

　ぎりぎりと、リリスの指が宗司の肩に食い込んだ。

　万まん力りきのような圧力、そのまま鎖骨を砕きそうなほどに強い指の力。

「リリスではない、女の匂いがします」

　虹色の瞳から、光が消えていた。

　底なしの虚うろのように、じっ、と表情もなく宗司を見上げる。

　宗司は自分がいつのまにか呼吸を忘れていたことに気付き、ごくりと息を飲み込む。

「あ、あの、リリス、さん？」

「兄さまのために育ったのに、兄さまはまだ他ほかの女が必要なのですか」

　淡々と、声にも顔にも感情がないのが逆に恐ろしい。

「兄さま、どうなのですか、答えてください兄さま、ねえ兄さま、リリスだけで十分ですよね兄さま、兄さま？　兄さま？　兄さま？」

　じわじわと顔が近づいてくるのが、更に恐ろしい。

　でも美人なので色んな意味でドキドキする。

　キスの直前のように近くにあって、吐息からは甘い香りがした。

「ハハ、ハハハ、落ち着いてリリス、一いち乃のとフェルだから、一緒にいたの」

「そうでしたか」

　すっ、とリリスは体を引き宗そう司じの肩から手を離す。

「ちょっと、殺してきます」

　声に一ミリの冗談も混ざっていなかった。

「リ、リリス、ちょっと待った。実はお土産があるんだ」

　離れようとしたリリスの手を、宗司の手が包み込むように握る。

「お土産ですか？」

「そう──」

　宗司はキラキラと輝く爽さわやかハニースマイルを浮かべてリリスを見詰め、開いた手の指をぱちんと鳴らす。

「キミの美しさには敵かなわないけれど、これを、キミに」

　手品のように、その手に一輪の薔ば薇らが握られていた。

「兄さま……リリス、嬉うれしいです」

　ぽっと頰ほおを赤く染めて、リリスは一輪の薔薇をそっと手に取る。

「綺き麗れいだよリリス、薔薇よりも星よりも──ところで、お兄ちゃんお腹なかすいたから夕食を食べたいな」

「はい兄さま！」

　くるりと身を翻ひるがえし、リリスがリビングダイニングキッチンへと歩き出す。

「…………よし誤ご魔ま化かせた」

　宗司は小さく呟つぶやき。開けっ放していたドアを今更閉めてリリスに続く。

　眼前を歩くリリス、白いエプロン、水着の真っ白な背中、左右に揺れるポニーテイル。

　吸い寄せられるように宗司は手を伸ばし、そっと、その柔らかな髪を手で握る。

「兄さま？　どうかしましたか」

「リリス。そのポニーテイル、引っ張って良いかい？」

「……どうぞ兄さま、優しくしてくださいね」

「ああ、もちろんだよ」

　優しく告げ、宗司はポニーテイルを引っ張った。

「……」くいーっ。

「やぁーん」

　掌てのひらをくすぐるポニーテイルの感触、それを引っ張る楽しさ、リリスの可愛かわいらしい声、宗そう司じの心は瞬く間に囚とらわれて──くいくいっと引っ張り続けずにはいられない。

「……ふう、素晴らしかったよリリス」

「んっ、ああっ、はぁ、兄さまが喜んでくれるなら、リリスは、喜んで……」

　満足そうに宗司が言うと、リリスは頰ほおを染めて熱っぽい吐息を漏らした。

　いや、頰だけではなく白いエプロンと水着で申し訳程度隠されたリリスの全身が薄く桃色に染まっていた。

「ああ、リリスは蕩とろけてしまいそうです」

　何も言わず宗司はリリスを抱き寄せ、その溶けるほどに熱い肌を……

「いけません！　リリスうっかりしていました。ハンバーグを火にかけたままです」

「なんだって！　それはいけない、リリスのハンバーグが食べられないなんてことになったらお兄ちゃん、八つ当たりで世界停止かましちゃいたくなる」

　夕食のことを思い出した二人は慌ててリビングへ駆け込み、続きのキッチンへ──

「ペーン」

　行くまでもなく、食卓に夕食がばっちり用意されていた。

「あれは間違いなくリリス特製ハンバーグです」

「それどころか、パンにスープ、サラダ、つけ合わせまであるぜ……」

「ペンッ！」

　自慢気に、メイド服（妙に似合っている）を着た赤いペンギンが胸を張る。

「凄すごいぞペンギン！　ありがとうペンギン！　いつのまに家に入り込んだのかとか色々聞きたいことはあるけどペンギン！」

　君たちが玄関先でいちゃいちゃしてる間に横を通って侵入していただけの話だ。

「ペーンペンッ、ペ───ンッ！」

　褒ほめられたペンギンはさらにふんぞり帰って胸を張り……そのまま後ろにすっ転ころんだ。

「ペーンッ、ペンッ！　ペンッ！」

　ぱたぱたぺたぺた、短い手足（羽足）を振り回してもがき、腹筋の要領で何度も立ち上がろうとするが立てない。

「ハハハ、まったく、ペンギンはドジだなあ」

　倒れたペンギンを抱え起こし、

「でも、そんなところが可愛いよ」

　爽さわやかスマイルを浮かべてこつんと、ペンギンのおでこを叩たたいた。

「ペ、ペェン……」

　つぶらな瞳ひとみを潤うるませペンギンは顔を赤く……元々赤いけど、まあ赤くなったのだ。

「ごめんごめん、恥ずかしがらせちゃったねぇええええええ！」

「あーにーさーまー」

　ぎりぎりぎりぎり、後ろから宗そう司じの首に小さな手が添えられる。

　骨が軋きしみ、首を捻ひねりもがんばかりの握力、刺すような強烈な視線。

　リリスの顔から表情は消え、虹にじの瞳は暗く沈む。

「リリスは突然に鳥のから揚げを食べたくなりました」

　淡々と、空恐ろしくその声は響く。

「そう、鳥を」

　じろり、宗司の肩越しに、赤いペンギンを見た。

「ペッペペペペペペペペ、ペーン！」

　がたがたと恐怖に震えながら、ペンギンは全力で逃げ出した。

　ペンギンの姿が完全に見えなくなり、リリスはやっと宗司の首から手を離した。

「それでは兄さま。夕食にしましょうか」

　リリスが何事もなかったかのように美しく微笑ほほえみ、宗司は引きつった顔で頷うなずく。

「う、うん、そうだね、リリス」

「ペンギンのおかげで、ハンバーグを駄目にしないですみました。感謝ですね」

「……え、感謝してあれなんだ」

「やだ兄さまったら、感謝してなければ即──」

　にこりと、リリスの顔が、笑みらしきものを象かたどった。

「ね？」

「あ、うん、お兄ちゃん。深く考えないことにした」

　ようやく、二人はテーブルに着き夕食を始める。

「はい、兄さま。あーんしてください」

「あ、あーん」

　リリスが小さく切ったハンバーグを口元に運び、宗司は口を開け食べさせてもらう。

「あ、美う味まい」

　丁度良く焼けたハンバーグの表面には焦げ目がつき、内側は柔らかく嚙かみ締しめると肉汁が染み出し口いっぱいに広がる。

　また、かかっているソースが格別だ。トマトの酸味と野菜の旨うまみ、さらに宗司にはわからないもう一味がハンバーグの味を引き立てる。

「うん、デミグラスソースか、これ？　ちょっと変わった味だな？」

「はい、兄さまへの愛情をたっぷりと込めています」

　何な故ぜか宗司はその言葉に不穏なものを感じずにはいられない。

「……まあ、美お味いしいから良いんだけど」

「では兄さま、改めてあーんです」

「いやその前にリリス、さすがに食べ辛づらいんで離してくれないか」

　現状の二人の体勢。並んで座り、リリスが宗そう司じの右腕に自分の左腕を絡めべったりとくっついたまま食事中。

　おまけに、リリスは水着エプロン姿のままだ。一枚のエプロン越しにリリスの（成長してもあんまり成長しなかった）胸の膨らみが当たっている。

「まだ大丈夫だ。まだおれは耐えられる」

　頑張れ宗司。しかし、リリスは離れてくれと言われて離れるわけもなく。

「嫌です、リリスが最後まで兄さまに食べさせてあげます」

　耳元で囁ささやき、リリスは更に強く身を寄せる。

「ええー、それ物もの凄すごく時間かからない？」

「はい、ですがそれに何の問題があるのでしょう？」

「何の問題って、それは」

　宗司は少し唸うなり考える。問題点と言えば……

「ないな、別に！」

「ですよね兄さま！」

「うん、何一つ問題点が思いつかなかった──否いや、問題点がある！」

　キリリと表情を引き締め宗司が叫んだ。

「そんな、リリスの完璧なロジックに問題があるのですか」

　まずどこに完璧な論理があったのかを教えて欲しい。

「リリスが夕食を食べられないじゃないか。自分だけが満腹で大事な大事なリリスがお腹なかを空すかせたままだなんて兄として許せない！」

　すちゃり、宗司は箸はしを手に取る。

「リリス、あーんだ！」

「あにさまぁ、リリス、あーんします」

　瞳ひとみをハートマークにする勢いで蕩とろけさせ、リリスは甘えるように口を開ける。

　宗司にあーんで食べさせてもらえば自然と幸せな溜ため息いきが零こぼれてしまう。

「はうう、兄さまの愛を感じます」

「ハハハ、それはとっても素敵だね」

「ではリリスもお返しに、兄さまあーん」

「美味しいよリリス！」

　こうして、

「リリスあーん」

「兄さまあーん」

　普段の倍以上の時間をかけて夕食は終わった。

　そして食事が終われば、次は。

「兄さま、お風ふ呂ろが沸きましたのでお先にどうぞ」

「良いのか？　ありがとうリリス」

「お任せください、ただでさえ素敵な妹のリリスですが、本日はさらに素敵な新妻リリスでもあります」

「ハハハ、頼もしいな」

　と、いうことで宗そう司じは入浴することにした。

「……ああ、良い気分だ」

　入浴剤で乳白色に染まったお湯で満ちた湯船に浸つかり宗司は体を伸ばす。

　熱い湯で肌が少しぴりぴりとする感じがまた心地良い。

　しばらくそのままくつろぎ、頭と体を洗おうと湯船から出る。

　湯椅い子すに座り、白黒まだらになった頭を洗おうと、したところで浴室のドアが開いた。

「失礼します兄さま、新妻風妹キャラのリリスが兄さまを隅々まで洗いに参上です」

「え、ちょ、さすがにそれは待とうよ！」

　これには驚いた宗司、怖くて振り向くことも出来ない。

「ご安心ください兄さま、水着は着用済みです」

「あ、そうなんだ」

「水着エプロンで通していたのは、このための伏線だったのです」

「なん……だと……いや、恐ろしく意味のない伏線だなそれ」

　恐る恐る振り返ってみると、確かに水着を着ていた。

「新妻ですから」

　えっへんと育っても薄い胸を張るリリス、表情の無い顔も心なしか自慢気に見える。

　白いエプロンの下に隠れていたのはシンプルな白いビキニ、上部分が三角で下のサイドが紐ひもとなかなか大胆な水着だが、すらりとして大人びたリリスには良く似合っていた。

　改めて、宗司は成長したリリスの美しさを実感する。

「そ、そうか」

　顔が僅わずかに赤くなっているのは、湯船に浸かっていたせいだけでもなかろう。

「兄さま、リリスが頭を洗ってあげますね」

　返事を待たずにリリスは浴室に入り込み宗司の背後でぺたりと膝ひざを突いた。

「まあ、良いか。お願い」

「では失礼します」

　白黒まだらになった宗司の頭、リリスは細い指先にシャンプーの泡を絡ませて撫なでるような手つきで洗い始める。

　しゃわしゃわと泡の音、柔やわい指の感触、宗そう司じは心地良さそうに目を閉じる。

「かゆいところはありませんか」

「いや、大丈夫だよ」

「はい、兄さま」

　洗いながら、リリスは徐々に宗司に体を寄せていく。宗司が気付く頃ころにはリリスはぴったりと背中に体をくっつけ、顎あごを肩の上に乗せ、耳に吐息がかかるほど傍そばにいた。

「あ、あの、リリスさん？」

「どうしました、兄さま」

「はうっ」

「動かないでくださいね兄さま」

「あっ、んっ、ぐううう」

　リリスはわざと耳に息を吹き込むように喋しやべり、宗司がくすぐったそうな声を漏らす。

「兄さま、可愛かわいいです」

　紅こう潮ちようしていくリリスの頰ほお、蕩とろける瞳ひとみ、吐息にもまた熱情が混ざって行く。

　もう十分に頭は洗えていて、後はシャワーで流すだけなのにリリスの手は止まらない。

「ああ、リリス、何だか興奮してきました」

　すりすりと猫が甘えるように体を擦こすり付ける。

　宗司はもう全身がちがちになって動けず、だらだらと汗をかいている。

　なまじリリスが成長してしまっているだけに困る。成長しても妹のままだから困る。

「兄さまぁ、かみかみして良いですか」

「か、かみかみ？　何だその新感覚な単語」

「あーむっ」

　ぱくり、宗司の耳をリリスが唇で挟み、甘く歯を当てて嚙かむ。

「ほれふぁ、はみはみふぇふ」これがかみかみです、と言っているようだ。

「うおおおお、何だか背筋にぞくぞくっと来たぁあああああ！」

「ふぁらに、ふぁめふぁめ」

「あああああ、み、耳を、舐なめるのは」

　熱い舌は耳をなぞるように舐め這はいずり、飴あめ玉だまをしゃぶるように耳たぶへ。

「んー、にゅ、ちゅー」

「もう、マジで、あああああ！」

　叫び、宗司は近くにあった蛇口を一気に捻ひねった。

　壁にかけられていたシャワーから勢い良く冷水が噴出し、宗司とリリスを水流が打つ。

「きゃっ！」

「今だ！」

　驚いたリリスが体を離すと同時、宗そう司じはすばやく冷水で泡を落とし浴室を飛び出る。

「じゃあお兄ちゃん上がるから、リリスはゆっくり温まるんだ！」

　体を拭ふくのももどかしく、宗司は逃げ出した。

「……もう、兄さまってば。根本的な部分がヘタレなのは変わらないのですから」

　きゅっと蛇口を締めたリリスは溜ため息いき混じりに呟つぶやき、湯船に浸つかった。

　色々吹っ切れた強化宗司、本気モードブルマ一いち乃のに続く二度目の敗北だった。




「つ、疲れた……も、もういいや、寝よう」

　自室に逃げ帰った宗司はばたりと布団に身を投げ出し、目を閉じた。

　リリスが干してくれたのだろうお日様の匂においがする布団に包まれて、宗司は程なく静かな寝息を立て始める。死んだように深く、死人のように穏やかな眠りに落ちる。

　そして静かに、部屋のドアが開いた。

「ふふふ、兄さまは眠ったようです。まさにリリスの計算通り」

　言うまでもなく、成長して素敵な美人になった（タガが外れ気味の）妹である。

　パジャマは下だけ、上には透けるように薄いキャミソール。ポニーテイルにしていた長い髪は解ほどき、薄い胸元に枕まくらを抱えていた。

　足音を忍ばせ、宗司の枕元に膝ひざを突き死者のように深く眠る宗司に顔を近づける。

「兄さま、眠っていますね」

　当たり前だが返事はなく、枕を胸元に抱いたままリリスは耳元へ唇を寄せた。

「リリスは宗司のお嫁さん、リリスは宗司のお嫁さん、リリスは宗司のお嫁さん、リリスは宗司のお嫁さん、リリスは宗司のお嫁さん、リリスは宗司のお嫁さん──」

「ん、むぅ、リリスはおれの……」

　眠る宗司がうなされるように呟くと、リリスは胸元に抱いた枕に顔を埋うずめ薄く微笑ほほえむ。

「そうですよ兄さま、リリスはお嫁さんです」

　最後に、頰ほおに軽く口づけをして立ち上がる。

「これぞリリスの『全すべての道はお嫁さんに通ず、兄さまサブリミナル洗脳計画』。さらに平行して兄さまの逃げ場は一つ一つ潰つぶして、リリスの傍そばにいるしかない状況にして追い込めば、いかにヘタレな兄さまでも……ふふふ」

　恐ろしいことを企たくらむ妹は心なし上機嫌に──だが囁ささやく以上は何もせず再び足音を忍ばせ部屋を出る。

　そっとドアを閉め、すぐ隣の己おのれの部屋へ戻ろうと。

「こんばんは、とわたくしは言うべきかしら」

　廊下に、見知らぬ女が待ち構えていた。

　リリスは表情一つ変えず女を観察する。

　縦に巻いた豪ごう奢しやな金髪、高貴さを感じさせる品のある顔立ち、大きな真紅の瞳ひとみ。

　一般家庭には似合いもしない、だが彼女には良く似合う胸元を大きく開けた波打つ炎のような赤いドレスを着た姫君が如ごとき少女。

「初めまして、と言うべきではないかとリリスは思います」

　言われ、女は胸の谷間から取り出した羽はね扇おうぎで口元を隠す。

「ペーンッ、ですわ」

　くすりと笑って女が鳴き、リリスは理解する。

「ああ、から揚げの材料でしたか」

「……リ、リアと呼んで下さいませ。人型にも関わらず食材扱いとは、妬ねたましくなるほどの猟りよう奇きぶりですわ」

　羽扇で隠していても分かる程、リアの顔は引きつっていた。

「リリスにはどうでも良いことです」

　胸元に抱えていた枕まくらを足元に投げ、解ほどいた長い髪をかき上げる。

　その仕草は成長したリリスの大人びた美び貌ぼうに相応ふさわしい冷たさを放っている。

「心底から『零白夜ラスト・エレメント』のことにしか興味がないのですわね。まったく妬ましいこと」

　リアは羽扇をぱしりと閉じた。

「本来なら、わたくしではなく第一罪が来る予定でしたが、第一罪──フェルとあなたは相性がよろしくないようなので代理で参りましたわ」

「用件があるのなら、単刀直入にお願いします」

「ではそのようにいたしますわね」

　リリスの表情は冷たく、リアは閉じた羽扇を突きつける。

「『第一世界シユレデインガー』白しろ崎さきリリス、『零白夜ラスト・エレメント』白崎宗そう司じを、どうしたいのですか」

　淡々として、リリスは即答した。

「兄さまを守ります」

　虹にじ色いろの瞳はどこまでも一いち途ずに。

「リリスは兄さまの剣にして盾、兄さまに敵対する全すべてはリリスの敵、身も心も魂もリリスの全ては兄さまのもの」

　声はどこまでも静せい謐ひつに。

「たとえ、それが兄さまの望みと願いに反することであろうとも」

　どこまでも──

「リリスは兄さまのものであり続ける」

　熱情に満ち。

「『永遠』に」

　情愛に耽たん溺できする。

「……あなた、いかれてますわ」

　リアは見てしまった。虹にじ色いろの瞳ひとみの奥底を。

　そこに何があったのか、何かおぞましいものでも見てしまったように視線を逸そらし、リアは再び開いた羽はね扇おうぎで顔を隠す。

「そうですか」

　だがリリスは反論もせず、真っ白な百ゆ合りのように清らかに微笑ほほえむのだ。

「わたくし、あなただけは、妬ねためそうにありませんわね」

　揺らめく炎のように赤いドレスを翻ひるがえし、縦に巻いた金の髪をふわりと揺らし、ほとんど逃げるようにリアは去って行く。

「さて、リリスも休むとしましょう」

　足元に落とした枕まくらを拾い、もう一度胸元に抱えてすぐ隣の自室へと向かう。

「きっと素敵な兄さまの夢が見られるはずです」

　ベッドに潜り込んで、リリスは幸せそうに目を閉じた。

「おやすみなさい、リリスの愛いとしい、愛しい、兄さま」













日誌　三　幼女と追いかけっこ






「ソージらぶー、だから、まってー」

「ハッハッハッ、おれを捕まえてごらーん」

　早朝、まだホームルームすら始まっていない学園のゲーム同好会部室で宗そう司じとキリカが追いかけっこをしていた。

　開け放した窓から冬の冷たい風が吹くも走り回る二人は寒さを感じている様子もなく、朝の冷えた空気は太陽の光を浴びて輝いていた。

「ハッハッハッ、ハッハッハッ」

「むきー！　まーてー」

　宗司は爽さわやかスマイルを浮かべて軽快に走る。

　とてとてぱたぱたと、キリカが可愛かわいらしくも一生懸命にそれを追いかけているが、距離は全然縮まらない。

　そもそも、手足の長さが全然違う。今のキリカは十歳児サイズに巻き戻っていた。

　普段のキリカを七割ぐらいに圧縮した感じで背丈は宗司の胸より低い。

　幼さが増した顔、ぷにぷにと柔らかそうな頰ほおにまん丸な青い瞳ひとみ。銀色の髪はリボンで左右に結び王冠マークのヘアピンがついている。

　そして非常に重要なことだが、胸はちょっとある。ほんのちょっとだが、将来の成長を予感させるには十分な感じである。

　キリカは一応制服を着ているが明らかにサイズが合っていない。

　だぼだぼのぶかぶか、セーターを着て、ブレザーは腰に巻き、余ったシャツの袖そでから小さな指がちょこんと出て、その小さな指先は──

　ひどく大きな包丁を握っていた。

　否いや、一般家庭によくある包丁だが、小さなキリカが持つとひどく大きく、凶悪な輝きを放っているように見えるのだ。

　小さな体に似合いもしない大きな刃物。そのくせ殺気の類たぐいを放つわけでもなく、その幼い顔はいっそ無む垢くで無邪気に笑っている。

「うー、ソージのいじわる、なんでまってくれないのさっ」

　キリカが子どものように可愛らしく頰を膨らませた、体のほうに精神が引ひき摺ずられているのか口調も心なし幼く、舌足らずだ。

「だって、包丁で刺されたら痛いだろ」

　包丁を持った少女（幼女だろうか？）に追いかけられておきながらも、宗そう司じは爽さわやかな笑顔を浮かべたまま答える。

　因ちなみに、こんな早朝から宗司が部室にいるのは……リリスから逃げてきたからだ。

「ちぇー、せっかくソージを殺そうとおもったのに」

　疲れたのか、キリカがぺたんと床に腰を下ろした。勿もち論ろん、包丁は握ったまま。

「まあでも、包丁で刺されたぐらいじゃ死なないぜ、おれ？」

「ものはためしって、言うもんっ」

「試しに、で刺されるのはさすがに嫌だな」

　さすがに困ったように、宗司が肩をすくめる。

「だよねっ、キリカさんもイヤだなって思うよ──すきありぃぃいい！」

　ぴょこんと跳ね起きたキリカが包丁を構え突っ込む、だが宗司は半歩横にずれるだけであっさりとその切っ先を避よけた。

「危ないな」

「むう、まだだ、まだだよっ！」

　突進の勢いに乗ったまま独こ楽まのようにくるりと回る、リボンで結んだ銀の髪が、腰に巻いたブレザーが、スカートが翻ひるがえり、刃やいばもまた遠心力を乗せ──

「あれっ」

　勢いが良すぎて、包丁がすっぽ抜けた。

「……え？」

　ビュン！　キリカの手から離れた包丁は矢の如ごとき速度で宗司の真横を通り抜け、部室の壁に突き刺さる。

　たらり、一秒遅れて宗司のこめかみに汗が流れた。

「今のは、おしかったよっ」

「さすがに今のは怖かった。でもま、これで包丁は没収と」

　言って、壁に刺さった包丁を抜いて確保する。

「あー、かえしてっ、キリカさんの包丁」

　ぱたぱたとキリカは慌てて駆け寄って来た。

「だーめ、危ないからね」

「子どもあつかいしないでよっ、キリカさん、体が小さくなっただけなんだからっ」

　宗司が包丁を高く持ち上げる。小さなキリカはぴょんこぴょんこと必死にジャンプして取り返そうとする……が、まあ、全然届かない。

　でも可愛かわいい。二つに結んだ銀の髪が尻尾しつぽみたいに跳ねて特に可愛い。

「ああ……ちっちゃいキリカって癒いやされるなあ」

「うぬー、なんだそのへんたいチックな、ほめ言葉っ！　ぜったい、さしてやるー、ああんっ、とどかないよっ！」

　キリカは包丁を取り返そうと何度もジャンプする。

　その度にだぼだぼの制服は波打つように揺れて、ついには頑張って着た（ほとんど縛り付けていた）スカートがずるっとずれた。

「はうっ」

　あまつさえ、その裾すそを踏んで転ころんだ。

「危ない！」

　包丁を窓の外に放ほうり投げ、宗そう司じはすかさずキリカを受け止める。

　ぽすり、支えたキリカの体は見た目どおりに小さく軽くその胸に収まって、ふわふわの銀髪からは甘いミルクのような香りがした。

「あ、ありがと、ソージ」

「いや、キリカが怪け我がをしなくて何よりだよ」

　キラリン、宗司スマイルを向けられたキリカの頰ほおが赤く染まっていく。

「は、あう……」

　もじもじくねくねと照れ臭そうにキリカが身を捩よじり、宗司は更に追い討ちをかけた。

「キミに危険が迫っているなら、ボクは世界の裏側にいたってキミの元へ駆けつけるよ」

「ふ、ふにゅううう」

　キリカの小さな胸はもう破裂しそうにドキドキだ。

　どうやら宗司君、十歳児サイズにも容赦なしらしい。

「でもその前に、スカートをはいた方が良いんじゃないかな」

「はうううう、ソ、ソージのえっち、ばかっ！」

　ぽかぽか、キリカが小さな拳こぶしで宗司の胸のちょっと下、おなかの辺あたりを叩たたく。

「ハハハ、痛いよキリカ、許してくれ悪気はないんだ」

　相変わらず爽さわやかに、宗司は痛がって見せる。

　キリカはキリカで殆ほとんど甘えているようなものだ。

「ソージばかー、ばかばか、おまけにもう一つばかー、見ちゃだめだよっ！」

「勿もち論ろんですともお姫さま。この通り、わたくしめは何一つ見ておりません」

　大げさに、両の掌てのひらで宗司は目を覆う。

「ほんとーに見ちゃだめだからねっ、指のすきまとかから、見てないよねっ」

「ハハハ」

「もうっ、笑ってごまかさないでよっ」

　またも頰を膨らませてキリカが拗すねる。

「ほんとーにソージは、は、は、くちゅんっ！」

「ああほら、本当に見ないからスカートはけよ。風邪引くぞ」

「はーい」

　可愛かわいらしいくしゃみをしたキリカは、元気良く返事をして落ちたスカートを拾い上げ腰に巻き、そのままベルト代わりのブレザーでぎゅぎゅっと締めた。

「うんっ、オッケーだよっ」

　服の具合を確かめるように、くるくると両手を広げて回る。

　リボンで結んだ銀の髪、腰に巻いたブレザーにスカート、全すべてが緩い弧を描いて回る。

　踊る子猫のような姿に、宗そう司じは微笑ほほえましさを覚えて目を細めキリカの頭を撫なでた。

「キリカは可愛いな」

「む、むー、だから、子どもあつかいしないでよ」

「ごめんごめん」

　そう言う割にキリカは嬉うれしそうで、宗司は苦笑して時計を確認する。

　始業まで、まだ時間は充分にあった。

「窓を閉めて、紅茶でも淹いれようか。クッキーも持って来たし」

「わーい、クッキーだ！」

　ばんざいっと両手を挙あげて、キリカは嬉しそうにぴょこんぴょこんとジャンプする。

　銀の髪にブレザーに、さっき直したばかりのぶかぶかスカートが大きく揺れるが本人は特に気にした様子もなく。残念ながら再びずり落ちたりもしない。

「じゃあ、ちょっと待っててね」

「紅茶ぐらい、わたしがいれるよ？」

「いえいえお姫さま、ここはこのわたくしめにお任せを」

　芝居っ気たっぷりに言って宗司は紅茶を淹れ始める。さすがに今のキリカに火を扱わせるのは危険だろう。

「うむ、苦しゅうないよっ」

　キリカ自身もそれを悟ったか、お芝居に乗っかりながら宗司に任せた。

「まずは、ガスコンロでお湯を沸かしてと……」

「じーっ」

「カップにポットに、ティーバッグの用意に……」

「じーっ」

　……任せはしたが、素直に待つのは退屈なのか、キリカはまん丸な青い瞳ひとみで紅茶を淹れる宗司の姿を見ている。

「……」

「じーっ」

　膝ひざの上に乗った猫のような、全力の構ってオーラに宗司が折れた。

「なあキリカ。紅茶はもうすぐだから、おれの鞄かばんからクッキーを出してくれ」

「うんっ、キリカさんにおまかせだよっ」

　とてとて銀色の尻尾しつぽ二つを揺らし隅っこに置いていた鞄かばんのほうへとキリカが向かう。

　程なくお湯が沸き、紅茶の芳かんばしい香りが部室の中に満ちた。

　中央のテーブルにポットとカップを運び、キリカがクッキーを載せた白い皿を置く。

　準備は完了、宗そう司じとキリカは席に着いたが……

「ねえソージ、キリカさん、どうすればいいかな？」

「ん？　ああ……なるほど」

　圧倒的にキリカの背丈（この場合主に座高）が足りず、テーブルの上に顔の上半分だけが辛うじて見えている状態だった。

「うーん、よいしょっ」

　キリカは小さな手でテーブルの端を摑つかみ、顎あごを天板に乗せてちょこんと顔を出す。

「ううー、イスがちいさいよー」

　蕾つぼみのように小さな唇を尖とがらせたキリカは、すっかり拗すねたような顔だ。

　これはこれで可愛かわいらしく、宗司は思わずくすりと笑ってしまう。

「あっ、今、なにか、失礼なこと考えたでしょっ！」

「決してそんなことは。ですがご安心をお姫さま、このわたくしめに妙みよう案あんがございます」

　宗司は軽やかに受け流すと席を立ち、キリカの後ろに回り込んだ。

「みょーあん？」

「はい、では失礼して」

　宗司が軽々と小さなキリカを抱き上げる。

「え、え？　な、なに？」

　戸惑いの声に答えず、宗司は膝ひざの上にキリカを乗せて腰を下ろした。

「これで椅い子すの高さは大丈夫」

「おおー、ソージあったまいいー」

　宗司が椅子に座り、その膝の上にキリカが座る。これなら確かに問題はない。

　すっかり感心したキリカは文字通り子どものようにきゃっきゃっと喜んで、ぱしぱしと意味もなくテーブルを叩たたく。

「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく」

　仰ぎよう々ぎようしく答え、宗司は体を軽く揺すり膝の上のキリカを抱え直した。

　キリカの幼い体はぬいぐるみでも乗せているように軽く、温かい。さらさらの銀の髪からか、それとも本人からか甘いミルクの香りがした。

「それじゃ紅茶を飲むとしようか」

「わーい、クッキー」

「はいはい、取ってあげるからじっとしててね」

　膝ひざの上から身を乗り出したキリカを押さえて、宗そう司じが左手をキリカの腰に回す。

「……んぅ」

　ぴくんとキリカが震えて、妙に可愛かわいい声を出した。

「どうかしたのか？」

「な、なんでもないよっ……」

　何な故ぜか頰ほおを染めたキリカを不思議に思いながら、クッキーを載せた皿と自分のカップを近くに引き寄せた。

「ほれ、クッキーな。苺いちごジャムが載ってる奴やつで良かったか？」

「う、うん、ありがと」

　キリカが小さな手で、それこそリスのようにちびりとクッキーを齧かじった。

「あ、クッキーおいしい」

　気に入ったらしく、キリカの青い瞳ひとみがきらきらと輝いた。

　最初のクッキーを食べてしまうと、すぐに次のクッキーを欲しがり、宗司はその度にキリカのためにクッキーを取ってあげる。

「美お味いしい？」

「うんっ、おいしいよっ！」

　幸せな子猫がするように、青い瞳を細めてもぐもぐとクッキーを食べるキリカの姿。

　その微笑ほほえましさには思わず口元が緩んでしまう。

　宗司はキリカの目の前までクッキーの皿を移動させると、膝の上で嬉うれしそうにしている彼女を眺めながらストレートの紅茶を飲み始めた。

　ゆらりと白い湯気を立てる紅茶は温かく、その渋みが舌に心地良い。

「……おれに娘が出来たら、こんな感じなのか？」

　溜ため息いきに混ぜた呟つぶやき。

「んにゃ？　ソージ、何か言った？」

　ごくり、キリカが咀そ嚼しやくしていたクッキーを飲み込み上目遣いに宗司を見た。

「大したことじゃないよ、はい、あーんして」

「あーん」

　誤ご魔ま化かすように、あるいは、雛ひなに餌えさをあげるように、宗司はクッキーを一枚、キリカの小さな唇に運んだ。

　キリカは素直に口を開けて、宗司がクッキーを差し込む。

　ぱくりと閉じた唇が、宗司の指先を僅わずかに撫なでた。

　幼いキリカの唇はぷっくりとして、さくらんぼのようだった。

「ソージ、クッキーが食べられないよっ、それとくちびるがくすぐったいの」

「ん？　おおっ！　い、いやすまん」

　無意識のうちに、キリカの唇を指先で撫なでていたようだ。

　宗そう司じが慌てて指を離すと、キリカは青い瞳ひとみでじっと宗司を見上げて小首を傾かしげた。

「たのしかった？」

「うん凄すごく」

　実に良い笑顔で肯定する宗司だった。

　キリカは膝ひざの上から少し腰を浮かせてくるりと向き直る。

　そのまま両手を宗司の首に回し、顔を近付けさっきより近くで、触れ合うほどに近くで、何かを確認するように見詰めて言う。

「うれしそうだね、ソージ、とってもうれしそう。こんなにうれしそうなソージ、キリカさんはじめて見たかも」

「これが嬉うれしいのかは知らないけど気は楽だ。それに、やっと約束が果たせる」

「どのやくそく？」

「全部さ」

　間近で見詰め合う二人、互いの瞳に互いの姿が映っている。

　宗司は微笑ほほえんでいて、キリカは少しだけ悲しげで。

「……わたしとも、約束したよね」

「ああ、たくさんした」

「いちばんさいしょの約束、おぼえてるよね」

「勿もち論ろん、覚えてる」

「『必ず殺してあげるって』約束したもんね」

　優しい声で、ふんわりと柔らかく、天使のように笑って幼い彼女は言う。

　宗司は一瞬だけ迷うように目を閉じて答えた。

「そうだな」──本当は、少し違う。

「しってる？　わたし、ソージが好きなんだよ。わたしのまえのキリカも、そのまえも、ずっとまえから、好きなんだよ」

「知ってた」

「むー、なにさその余裕っぷり」

「そんなんじゃない」

「ソージが、わたしを好きなことも、ちゃーんと知ってるんだからねっ」

「ああ、それは困ったな」

「だから、弱よわ味みをにぎったキリカさんは、ソージにめいれいします」

「何なりと、お姫さま」

「ソージはわたしのきげんを、とりなさい」

「やっぱり機嫌悪いのか」

「うんっ、すっごく悪い。ぷんすかだよ」

「具体的にはどれぐらい悪い？」

「今なら、ひっさつキリカパンチで世界がとれるぐらい」

「なんてことだ。いきなり世界レベルなんて、これは心してかからないと」

「うむっ、こころするがよいぞ」

　微妙に口調が偉そうなのは、お姫さまっぽさを出すためか。

　少しふんぞり返って威張ってみる姿もお遊戯めいて可愛かわいらしい。

「ケーキおご──」

「因ちなみに、余はケーキの一つや二つでは、きげんをなおしてやらぬからな」

「……」

「ふふーん」

　言葉に詰まる宗そう司じと、その膝ひざの上で小さいくせに上から目線のキリカが胸を張る。

　ますますふんぞり返った小さな背中に宗司はさり気なく手を回し。

「じゃあ、こうしよう」

　──抱きしめて、口付けた。

「うにゃあ！」

　キリカが何な故ぜか猫のような叫びを上げる。

　ぼふんと顔が真っ赤になって、青い瞳ひとみはますます丸く、しかし左右に泳ぎ回る。

　膝の上でじたばたともがくも、その腕の中から逃れられず銀の髪が揺れるだけだ。

「にゃにゃにゃにゃにゃ、にゃん、にゃんで」

「ケーキが嫌だなんて言う、我わが侭ままなお姫さまにはお仕置きが必要だろ」

　爽さわやかに微笑ほほえみ、幼いキリカの細い顎あごに手を添え持ち上げた。

「次は、そのお喋しやべりな唇を塞ふさいでしまおうかな」

「え、えっと、えっと、えっと」

　軽いパニックを起こしているらしく、キリカの視線はさらにぐるぐる回って、体は落ち着きなく揺れている。

　落ち着かせるように宗司は背中を撫なで、顎に指を添え上を向かせた幼い顔の青い瞳を見詰めて囁ささやく。

「良いんだよキリカ、これは、お仕置きだからね」

「……そ、そっか、おしおき、だもん、ね、しかたないよね」

　頰ほおを染めたキリカは口の中で呟つぶやく、見詰め合ううちに青い瞳は潤うるみを帯びて、小さな胸の鼓動は激しく高鳴って行く。

「そう、仕方ないのさ」

「…………うん」

　こくんと小さく頷うなずいて、潤うるんだ青い瞳ひとみを閉じた。

　心臓は早鐘を打ち、ドキドキと鳴るその音が己おのれの耳に届く。

　瞳を閉じても気配は分かる。宗そう司じが、今度は頰ほおでなく、唇に近付いてくることが。

　ない交ぜになった期待と不安を覚えながら、キリカは奪われる瞬間を待つ。

　加速する鼓動に唇で感じる吐息、背に回された手にこもった力と彼の腕の中に小さな自分が包み込まれている感覚。

　一秒が一時間に思えるほどの長い間があって、やっと、それは──

　キーンコーンカーンコーン！

「ふにゃあああああああ！」

　無ぶ粋すい極まりないチャイムの音が鳴り響き、キリカは驚きのあまりびくんと跳ねる。

　宗司が急いでその体を抱えなおさなければ、跳ねた勢いで転ころがり落ちて床で体を打ってしまっていただろう。

「おっと、危ない」

　キリカを落とさずに済み、宗司は安あん堵どの息を吐く。

「ああ、びっくりしたぜ、始業時間だったのか……」

　改めて腕の中のキリカを見れば。

「……わお」

　目を回して、気絶していた。

　チャイムのタイミングが良すぎて、あるいは悪すぎたらしい。

　猫などの小動物は割合簡単にパニックを起こすが、顔を洗うことでクールダウン、脳をリセットする──そんな雑学を、何となく思い出す。

「刺激が強すぎたか」

　困ったように、宗司が呟つぶやいた。

「うなー、ようじょあいてに、やりすぎだぜー」

「だよねー、って、おまえが何な故ぜにここにいる！」

　思わず宗司が怒鳴る。いつからいたのか、部屋の隅っこにネコミミを生やした小柄な少女──フェルがいた。

　燃えるような赤毛と胸元のリボンが歪ゆがんだセーラー服。幼いキリカとさして背丈は違わないが、こちらはぽよんたゆんと不釣合いに豊かな胸をしている。

　制服のリボンがいつも歪んでいるのは不器用なだけではなく、この胸のせいなのではというのがもっぱらの予想である。

「フェルはもう、いろんないみで、みてられなかったー」

　表情に欠けるその顔は真っ赤で、硝子がらす球だまの瞳を露ろ骨こつにそむけていた。

　そのくせ、ネコミミは赤毛の上で元気にぴょんこと屹きつ立りつし宗司たちの方を向いている。

　実は興味津しん々しんだったのかもしれない。

「そのおしゃべりなくちびるを、ふさいでしまおうかな、とか、ちょうかっこいい」

「やめろ、人の台詞せりふを冷静に繰り返すな！」

「かっこよかったよ？」

「ありがとう、でも凄すごく複雑な気分になるからやめて」

「フェルにも、あんなこと、するのー？」

「しねえよ」

「ちぇー、フェル、おとなのかいだんのぼるよかんに、どきどきだったのにー」

「是非ともその階段は一人で登っていただきたい」

「うなー、フェルのなにがふまんだっていうんだー」

　ずっと逸そらされていた硝子がらす球だまの瞳ひとみがやっと、宗そう司じを正面から見た。

　言葉の内容は怒っているようだが、声に抑よく揚ようはなく本当はどう思っているのか全くわかりはしない。

「強いて言えば……何となく？」

「うなー、ならばくらうがいい、、フェルひっさつ、せくしーぽーずびーむ」

　フェルがどこぞのグラビアアイドルのように、上体を傾け二の腕で胸を挟み込むようにして谷間を強調する……無表情でそんなポーズを取られてもリアクションに困ると言うのが本音だろう。

　案の定、宗司は愛想笑いに似た微妙な顔をした。

「それ……制服でやっても微妙じゃね？　水着とかもっと薄着でやんねえと」

「まー、それは、いいや」

　自分で始めておきながらばっさり切り捨て、フェルはぴこぴこネコミミ揺らして宗司たちの近くまでやって来る。

「きりかは、フェルが、ひきうけてやるから、じゅぎょうにでたらどうだーぜ？」

「ううむ」

　腕の中で目を回しているキリカを見て、宗司は小さく頷うなずいた。

「そうだな、絶対に気まずい雰囲気になるだろうし。時間を置いたほうがお互いの為ためか」

「うなっ！　そうじ、ちょうれいせい、どんかんきゃらは、どこにいったー」

「ふっ……そんなキャラクターはとっくに死んださ！　ここにいるのは生まれ変わったニュー宗司だ！　略してニュー司と呼んだら怒るぞ」

「うん、よばない」

「呼べよ！」

「いやぷー」

「くそっ、折せつ角かく絶好のツッコミを思い付いていた時に限ってスルーしやがって。まあいいや、そろそろ行くからキリカのこと頼むな」

　椅い子すから立ち上がり、宗そう司じは腕の中にいる幼いキリカをフェルに渡した。

　体のサイズは殆ほとんど同じながら、フェルは危なげなくキリカを抱っこする。

「うなー、おまかせーだぜー」

　赤毛の上のネコミミが、キリカを抱えたフェルの代わりにぺっこり頷うなずいた。

　宗司は軽く手を振って、部室を出て行く。

　がらりとドアが閉まり、廊下を歩く足音が遠ざかり、やがて、聞こえなくなる。

「もー、たぬきねいりは、やめていいんじゃないかなー」

「ありがと、たすかったよっ」

　目を回していたはずのキリカが答えて、自分の足で部室の床に立つ。

「うむ、よに、かんしゃしてよいぞー」

「……キリカさんの真ま似ねまでしないで」

「なんで、きす、してもらわなかったのー」

　ぴっこり、ネコミミと一緒に小首を傾かしげてフェルが聞いた。

「それは、そのう」

　もじもじと、幼いキリカは薄い胸の前で指を絡めて視線を逸そらす。

　唇を照れくさそうに少し尖とがらせて、その頰ほおは仄ほのかな赤みを帯びる。

「どうせなら、ふつうに、十六さいなキリカさんで、キスしたかった、から」

「なるほどー、そのきもち、わかるぜー」

　頷くフェルの中に、今朝の宗司とキリカをこっそりと観察していたフェルの脳のう髄ずいに、一つの閃ひらめきが訪れた。

「うなっ！　いま、フェルはおそろしいかのうせいに、きがついた！」

「え、なになに？」

「それは」

　硝子がらす球だまの瞳ひとみはいつもの無表情だが、ネコミミは微動だにせず真剣そのもので──

「そうじ、ひょっとして、ろりこん？」

「なっ──！」

　雷に打たれたような衝撃が、幼いキリカの全身を貫く。

「そ、そんな、シスコンだとは思ってたけど、まさか、そんなわけないよっ！」

「でも、きりか、ひてい、できる？」

　二人の間に流れた数秒の沈黙が、何より雄弁に答えを語っていた。

「……オッケー、じゃあ、その辺を突き詰めて考えよっか！」

　白しろ崎さき宗司はロリコンか否いなか、かくて、二人の討論が始まり……結果は…………。













日誌　四　ゲーム同好会、集合






　放課後のゲーム同好会部室は、奇妙な空気に包まれていた。

　テーブルに着く三人の少女。目の前に置かれた紅茶には誰も手をつけずとっくに冷めてしまい、静まり返った部室にかたかたと窓が冬の風に揺られる音だけが響いている。

　そのうち一人は森もり塚つか一いち乃の、長い黒髪に冷たい顔立ちと赤い瞳ひとみ。スレンダーな体に魔女の衣の如ごとき黒いセーラー服を纏まとった少女だ。

　彼女は長い黒髪を一度かき上げ、残りの二人──逆ベクトルに様変わりしたキリカとリリスの姿を見る。

「アハハハ、小さくなっちゃったっ」

　沢さわ村むらキリカ。銀髪碧へき眼がんはそのままながら、顔立ちは幼く、抜群だったプロポーションは消えて十歳児サイズになってしまっている。

　セーターにぶかぶかのシャツ、ベルトの代わりにブレザーを巻きサイズの合わないスカートをはいていた。さらに、座高を合わせるため尻しりの下に分厚いクッションを敷いている。

「……」

　一いち乃のは僅わずかに眉まゆ根ねを寄せ、残りの一人に視線を向けた。

　白しろ崎さきリリス。宗そう司じの双子の妹──今は一人で、妹にも見えない。

「どうかしましたか、森もり塚つか一乃」

　十三歳相応に幼かった彼女は大人びて、街ですれ違えば振り返らずにはいられないほどの美人に育っていた。

　長く伸びた髪はポニーテイルに纏まとめ、虹にじの瞳ひとみに悪戯いたずらな輝きを僅かに残す。

　見詰められれば心を乱さずにはいられない神秘的な美女が、今のリリスだった。

　胸元に青いリボンを結んだブラウスを着て、その上にオレンジの上着とクリーム色のケープを羽織っている。どちらも、中等部の制服を成長した体に合わせて改造したのだろう、その面影が残っていた。

「リリス」

　すくりと立ち上がると、一乃はリリスの傍そばまで行ってその肩に手を載せる。

　そして、似合いもしない優しい顔で、彼女は言った。

「胸は成長しなかったのね」

「なっ──」

　ぴしり、その暴言にリリスが凍り付く。

「ふふっ」

　露ろ骨こつに勝ち誇った声。続いて、一乃は長い黒髪を揺らしてキリカに向き直った。

「な、なに」

　幼いキリカは露骨に警戒した瞳で一乃を見上げる。

　そのびくびくとした虚きよ勢せい混じりの眼まな差ざしは非常にそそるものがあり、一乃の赤い唇は杯のように薄い笑みらしきものを浮かべた。

「可愛かわいくなったのね」

「い、いちおう言っとくけど、キリカさん、『道化師の栄光バツドジヨーク』で元にもどれば──」

「なら、どうして戻らないのかしら？」

「そ、それは……」

「少なくとも、今は戻れないのでしょう？」

　キリカの反論はなかった。

「どんな事情があるのかは知らないけれど、大変ね、ロリカ」

「ロ、ロリカってなにっ！」

「ロリなキリカ、略してロリカよ。ねえロリカ」

「ひ、人にみょうなあだ名つけないでよっ！」

「因ちなみに、あっちで固まってるリリスはデカリスと呼ぶつもりよ」

「リリスをそんな微妙な呼称で呼ばないでください！」

「まあいいわ、気分が良いから許してあげましょう」

　復活したリリスの苦情を一いち乃のは平然と受け流し、優雅に長い黒髪をかき上げながら赤い瞳ひとみでキリカとリリスの薄い膨らみを見る。

「本当に、気分が良いわ」

「うわー、むかつくなー」

「全力で調子に乗っていますね」

　青と虹にじ色いろの瞳が一乃を睨にらむ。

　それを待っていたかのように赤い瞳がきらりと輝く。

　事実、一乃は待っていたのだ。

　正々堂々にして威い風ふう堂どう々どう、歓喜も顕あらわに、彼女が叫ぶ──




「何とでも言いなさい──この貧乳どもが！」




　貧乳どもが、貧乳どもが、貧乳どもが……こだまし、部室に響き渡る声。

「ふふんっ」

　一乃は薄い──が、現キリカリリスよりはある──胸を張る。

　澄ました顔は隠し切れない『言ってやった感』で溢あふれていた。

　全力で調子に乗っているのだが、その全力っぷりは……悲しいことに上滑りしていた。

「ううー、キリカさんはもっとおこるべきなのに、ぜんぜんそんなきもちになれないよっ。むしろ、なみだが出そうだよ……」

「リリスは比較的本気で不愉快なのですが……ああまで勝ち誇られると何も言えません」

　二人は、うっかり苦い薬でも飲んでしまったような顔をしていた。

「ああ、とてもいい気分だわ。この部室内で、私が一番の巨乳だなんて！」

　そんな二人の表情に気付いていないのか、一乃さんはかつてなく情けないレベルでご満悦のようだった。

　今にも鼻歌でも歌いそうなご機嫌ぶりに、キリカとリリスはますます苦い顔をした。

　心なし、苦さの中に憐れん憫びんが混ざっているような気もする。

　育っても胸が育たなかったリリスはともかく、十歳児サイズに縮んでしまったキリカに勝って嬉うれしいのだろうか？

「ああ、うん、そうだね……おめでとう」

「おめでとうございますと、一応、言わせてもらいます」

「よくわからないけど、おめでとー、いちの、ぱちぱちぱち」

　複雑極まりない気持ちで一乃を褒ほめた二人に続き、赤毛のネコミミ少女──フェルがひょっこりとテーブルの下から現れ言った。

　彼女はいつもと変わらぬ制服姿で、その胸は当然のように一いち乃のを超えるサイズだ。

「なんてことっ！　私の天下が三秒で終わってしまったわ！」

「うなー？」

　長い黒髪を搔かき毟むしるようなポーズで天を仰ぎ、一乃が嘆く。

　フェルはきょとんと首を傾かしげ、ついでにたゆんとその胸を揺らす。

「フェル、ナイスだよっ！」

「よくやりましたフェル、リリスは大変感謝しています」

　ぱああっと明るい顔をして、キリカとリリスは惜しみない拍手をフェルに贈った。

「うなー、よくわからないけど、フェル、ほめられたっぽい、やったー」

　ばんざいっと両手を挙あげて本当に何もわかっていそうにない無表情で喜んだ。

　しかし、この程度でめげる部室内巨乳ランク第二位一乃ではない。

「……待ちなさい」

　乱れた黒髪を手て櫛ぐしで直しながら、余裕を装い優雅に赤い唇をなぞる。

「まだ、私は負けてないわ！」

　堂々とした宣言だった、一乃以外は生暖かい眼まな差ざしを向けるしかなかった……

「どうかんがえてもイチノのかんぜんはいぼくだとキリカさん思うな」

「黙りなさいロリカ」

「森もり塚つか一乃、今日のあなたは驚くほどに滑こつ稽けいです」

「そちらも黙りなさい、このデカリスが！」

「うなー、いちの、かわいそう」

「同情しないで！」

　全方位から攻撃されながらも倒れず、一乃はびしりとフェルの胸を指差した。

「勝負よフェル！　負けたほうがこのゲーム同好会を出て行く。私はあなたに勝って部室内巨乳ランク第一位の座を取り戻す！」

「……そう」

「……」

「……うなー」

　可哀かわい想そう過ぎて、誰も何も言えなかった。

　その必死さが痛々しすぎて見ていられない。

　いたたまれない空気が部室内に満ちたその瞬間。

　がらり、ヒーローがドアを開けた。

「やあ、マイスイートハニーたち！　遅くなっちゃって、ご・め・ん・ね」

　きらりんと白い歯を光らせながら登場したのは白しろ崎さき宗そう司じ。相変わらず白黒まだら頭で、どこで調達したのか純白のタキシードを着て、一輪の真っ赤な薔ば薇らを持ち軽やかな足取りで部室の中へと──

「はあっ！」

「えいっ！」

「……っ！」

「うりゃー」

　ぼす、ぼす、ぼす、ごしかぁん！

　枕まくら、枕、枕、マンボウの入った金ダライ。

　最初の三つはともかく、四つ目の金ダライで宗そう司じは見事ぶっ倒れた。

「ふっ、熱烈な挨あい拶さつだぜ。愛を感じるな」

　仰あお向むけに倒れた宗司は顔面に乗った金ダライをどかし立ち上がり、純白のタキシードについた埃ほこりをパンパンと払う。

「まず、枕を投げられた理由を教えてくれ」

「私の防衛本能が勝手に動いたの」

「なんとなくかな、てへっ」

「手元に枕がありましたので」

「そして、フェルがこんなこともあろうかと、まくらを、よういしていたー」

「なるほど、完璧に納得するしかない理由だ。だがフェルよ、マンボウ入りの金ダライはさすがにどうかと思うぜ？」

「ごめんねー、そうじが、うざすぎて、がまんできなかったのさ」

「ハハハ、これは手厳しい」

　大げさに肩をすくめて爽さわやかに微笑ほほえみ、これまたわざとらしく額をぺちりと叩たたく。

　意味があるのかどうか不明だが、とりあえず胡う散さん臭くささと鬱うつ陶とうしさが増した。

「うなー、フェルもきくけど、そうじはなんで、そんなかっこうしてるの？」

「ふっ、そんなの格かつ好こういいからに決まっているじゃないか！」

　きらりと歯を輝かせて言うや、宗司は手にした一輪の薔薇を振るう。

　どんな手品か、それを合図に天井から花びらが降り注ぐ。

　目を丸くするフェル。

　宗司はその舞い散る花びらの中を華麗に、そして無意味にくるくると回転しながらテーブルへ近付き、優雅な仕草で薔薇をタキシードの胸に挿さす。

「どうだい、最高にクールだろ？」

　最後に、もう一度、白い歯を輝かせてハニースマイルを浮かべた。

「う、うなー……」

　フェルも大たい概がい好き放題やっている方だが、さすがにこの宗司はフリーダム過ぎてついていけなかったのだろう。

　普段よりさらに虚うつろな硝子がらす球だまの瞳ひとみを一いち乃のたちに向け、助けを求めようと……

「……素敵」

「はうぅ、ソージ、かっこいい……」

「ああ、兄さま、リリスはもうメロメロです」

　赤に青に虹にじ色いろに、それぞれの瞳を輝かせうっとりとしていた。

「う、うなっ！　まじで！」

　硝子球の瞳が宗そう司じと一乃たちの間で何往復もする。だが、何一つ間違えてはおらず、宗司はハニースマイルで、一乃たちはときめいている。

「フェルがおかしいのかなー？　フェルいがいのぜんぶがおかしいのかなー？」

「哲学的だな」

「そうじのせいだよ？」

「なん……だと……一乃と小さくなったキリカに大きくなったリリスの対面、きっと部室は微妙な雰囲気になってるだろうと予測して空気を和なごませるためのネタまで仕込んで登場したおれの何が間違えているというんだ」

「ぜんぶ」

　フェルは正しい、しかし、正しさは恋する乙女に通用しない。

「宗司ってば……そんなことまで考えていてくれたのね」

「キリカさん、そうとは知らずにマクラをなげちゃったよ……」

「大人の気遣いが出来る兄さまも愛しています」

「ふっ、おれはただ、やるべきことをやっただけさ」

　無意味に格好をつけた台詞せりふに一乃たちが黄色い声を上げ、フェルのネコミミはひたすらに困惑して左右に揺れる。

「うなー、フェル、あたまがおかしくなりそうだー」

「まあ、実は八割ぐらい素だけどな。っていうか楽しい、これからずっとあんなんでも良いかも知れない。ジェントル宗司と呼んでくれ」

「フェル、あたまがおかしくなったほうが、しあわせかもしれない」

　衝撃の告白である。

　だがまあ、確かに部室内の微妙な空気は吹き飛んだ。

「さてと、散らかした花びらを片付けないとな」

「私も手伝うわ」

「キリカさんも」

「当然ながらリリスもです」

「ふっ……これは、おれの役目だ」

　格好をつけて白黒まだらの髪をかき上げながら、宗そう司じは告げる。

「だから、おまえたちは紅茶を淹いれて待っていてくれ。全すべてを終わらせて、おまえたちの淹れた温かい紅茶を飲むために帰ってくるから」

「ああ、宗司……わかったわ、あなたのために心をこめて紅茶を用意して待っているわ」

「だから、はやくかえってきてね」

「リリスたち、ずっと待っています」

　何な故ぜ薔ば薇らの花びらを掃除するだけで、こんなやり取りが必要なのだろうか。

「うなー、フェル、ちえねつが、でてきたから、かえる……」

　今回、唯一理性を保っているフェルには理解できなかった。

「それは大変だ、さあ、今すぐおれが抱きかかえて保健室まで、いや病院まで連れて行こうじゃないか」

「まじで、かんべんして」

　硝子がらす球だまの瞳ひとみが、長い赤毛の上のネコミミが、世にも情けなく垂れ下がった。

　まるで、気力を根こそぎ奪われてしまったような疲れっぷりだった。




　フェルが部室を逃げ出し数分後、花びらの掃除が終わった。

　部室内には紅茶の芳かんばしい香りとカップから立ち昇る白い湯気が漂っていた。

　宗司たちは中央のテーブルを囲み席についていて温かい紅茶を飲んでいる。

「美う味まいな」

　変わらず純白タキシード姿の宗司が感想を呟つぶやく。

　紅茶はレディグレイ、柑かん橘きつ類るいに似た香りが混ざっており程よく苦く微かすかに甘い。

「淹れる人によって味は随分変わるみたいだ。自分で淹れたら苦いだけだったのに」

　ちょっとした褒ほめ言葉も、今の宗司が言うと気き障ざったらしく響くものだ。

　はにかんだ様子で一いち乃のたちはその言葉を聞いて、頰ほおを染めている。

「それで、今日は何をしようか？」

　宗司が順番に一乃たちの顔を眺めて問う。

「その前に宗司、私は是非ともあなたに聞いておかなければならないことがあるわ」

　音も立てずカップを置き、一乃はうっとりしていた顔を引き締めた。

　真剣さを帯びた赤い瞳に見詰められ、宗司もまた気を引き締めて小さく頷うなずく。

「この部室で──現在私が一番胸が大きいという事実についてどう思うかしら」

「……は？」

　十秒ほどして、宗司が首を傾かしげた。

「すまない、おれには意味を理解しがたいのだが」

「だから！」

　バンッ！　一いち乃のは苛いら立だたしげにテーブルを叩たたいて腰を浮かし、

「……失礼。だから、私が一番胸が大きいのよ、この部室で」

　すぐ我に返り、誤ご魔ま化かすように長い黒髪をかき上げて再び席に着いた。

　未いまだに質問の意味は不明だったが、宗そう司じは一乃の必死さだけは理解して言葉を捻ひねる。

「胸のサイズなんて関係なく、一乃は今のままで充分に美人だよ」

「そんなジェントルな回答は求めてないのよ！　もっとドギマギしなさいよ、血迷って襲い掛かりなさいよ！」

　残念ながら一乃はお気に召さなかったようで、宗司はすっかり困り顔だ。

「……おまえこそ、いつもの冷静さを取り戻して来いよ」

「まったく、埒らちが明かないわね。鈍感キャラクターは返上したのではないの？」

「エスパーになった覚えもねえよ！」

「ならば良いでしょう、そこで紅茶を飲みながら待っていなさい！　ポットに余りがあるからおかわりも可、ごめんなさいお茶菓子は忘れたわ！」

「気を遣ってくれてありがとう、キミの優しさでボクの心にだけは春が来る！」

「恥ずかしい台詞せりふねまったく、でも嫌いではないわ」

　くすり、赤い唇を吊つり上あげて一乃は席を立つ。

　そのまま長い黒髪を揺らして翻ひるがえし、部室隅の更衣スペースへと消えた。

　更衣スペースと言うが保健室などにある布製の仕切りがあるだけで、着替える一乃のシルエットは丸見えだ。

　宗司は礼儀正しく目線を逸そらして溜ため息いきを吐つく。

「一体、何が言いたいんだあいつは？」

　意見を求めキリカとリリスの方を向くが、二人は何やらひそひそと内緒話をしていた。

　実に珍しいこともあるものだ、半ば感心したようにその光景を眺めていると、二人は程なく顔を見合わせ頷うなずいた。

「ソージ、キリカさん帰るから、イチノのことよろしくねっ」

「リリスも失礼しますので。森もり塚つか一乃を頼みます」

「あ、ああ？　何だ、どういう風の吹き回しだ？」

　一乃と張り合うことはあっても、逃げるなど滅めつ多たにしない二人の態度を訝いぶかしむ。

　キリカはその幼い顔を困ったように伏せ、リリスもまた視線を逸らす。

「兄さまが来る前に、森塚一乃がひどい醜しゆう態たいを……」

「わたしは小さくなったし、リリスは大きくなったけど大きくなってないからっ……」

「ああ、成る程、理解した」

　話の途中で察し、宗司が苦笑を浮かべる。

「調子に乗って、上滑りして、引っ込みがつかなくなったってところか」

「うん、ソージだいせいかい」

「まさにその通りです。そして正直な話、沢さわ村むらキリカとリリスはもう一度あのような醜しゆう態たいを晒さらす森もり塚つか一いち乃のを見たくありません」

「と、いうか、きのどくすぎて、見てられないんだよっ。おねがいソージ、イチノを上う手まくなぐさめてあげてっ！」

「リリスからもお願いします。森塚一乃を慰なぐさめてあげてください」

　懸命に訴えかける二人の態度に、宗そう司じは不覚にも目頭が熱くなるのを感じた。

「事情はわかった。おまえらがそこまで言うなら、おれがどうにかしよう！」

「ありがとソージ、あとはまかせたよっ」

「では失礼します兄さま、森塚一乃の着替えが終わる前に姿を消しますので」

　宣言どおり、二人は席を立つや素早く部室を出て行った。

　宗司は二人の後ろ姿を──リボンで二つに結んだ銀髪と、長く伸ばしたさらさらのポニーテイルが遠ざかるのを見送り、ポットに余っていた紅茶を飲む。

　少し濃く苦味が増していたのは時間を置いたせいだ。正式な作法では濃くなりすぎたお茶を薄めるためのお湯があるのだが、さすがにそこまでは用意されていない。

　苦い紅茶を宗司がのんびりと啜すすっていると、やがて一乃が更衣スペースから出て来た。

「待たせたわね、宗司──いいえ、ご主人さま！」

　堂々とした宣言、なんだメイドかと見慣れたメイド服姿を想像して宗司は振り返る。

「いや、大して待ってな……ん……だと…………」

　確かにメイドはいた。いや、一応メイドだと思われる何かがいた。

　長い黒髪の上にはメイドの象徴ホワイトブリムも眩まぶしく……と、言うか正統派メイドだったのは多分ここだけだ。

　胸を強調するデザインの白いブラウスは胸のすぐ下で終わり、紺色のスカートは驚くほど短いマイクロミニ。メイド風に同じ丈のハーフエプロンが付いているが、エプロンと言うよりそういうアクセサリーにしか見えず、すらりとした足には白いストッキング──をガーターベルトで吊つっている。

　真っ白なお腹なかはむき出しで小さなへそは隠れもせず、うかつに動けばスカートの下すら見えてしまうほど過激なメイド（？）服だった。

「……」

　あんぐりと口を開けた宗司の手から空のカップが滑り落ち、幸い割れずに床の上をころころと転ころがった。

「ふ、ふふっ、この私のセクシーメイド姿に見み蕩とれて言葉もないようね。さすがにこの私も着用を躊躇ためらうほどえっちぃデザインだけあるわ」

　首筋まで真っ赤にした一乃が、挑発するように唇を吊つり上あげた。

　良く見ると全身が小刻みに震えている。冬場にこんな露出度の高い格好をしていれば当然寒いだろう、もっとも震えている理由はそれだけでもないだろうが。

「あ、あまり……じろじろ、見られても、その、困るのだけれど」

　もじり、両手で自分の体を隠すように抱いて一いち乃のが顔を背そむけた。

　羞しゆう恥ちに染まった弱々しい横顔、内うち股またになった両足、しゃらりと流れた黒髪。

　そのくせ向けられる視線を意識してしまうのか、赤い瞳ひとみは宗そう司じをちらちらと見ている。

「……ふぅん」

　真顔で、宗司は一乃のセクシーメイド姿を見ていた。

　初見の驚きよう愕がくから立ち直った宗司は無遠慮な眼まな差ざしを向けたまま、一乃に近付く。

「ちょ、ちょっと……」

　すぐ傍そばにいる宗司の視線に晒さらされて、大胆極まりないメイド服に身を包んだ一乃の体はぞくぞくとし震えていた。

　宗司の沈黙と無遠慮な視線は一乃の体内の炎を煽あおり、鼓動は否いや応おうなく高鳴って、肉体は昂たかぶりを覚えて止まらない。

　そして、それと同じだけの心細さを抱いてもいた。

「あ、あの、やっぱり、着替えようと、思うのだけれど」

　後半に行くほど細くなる声、俯うつむいたまま言う彼女の姿は震える子猫のようだった。












「似合ってるぞ、食べてしまいたいぐらい」

　少しからかうような声。

「それとも、食べて欲しかったのか？」

　彼女の横顔にかかる黒髪を掌てのひらですくうように持ち上げて、指先で優しく弄もてあそぶ。

　黒髪からは淡い花の香りが微かすかに漂い、彼女の横顔が顕あらわになった。

　羞しゆう恥ちと、不安と、期待に満ちた甘い果実のような横顔だった。

「な、なによ、宗そう司じのくせに、そ、そんな、どうせ、なにも、できないくせに」

「何かして欲しいって言ってるみたいに聞こえるぞ」

　すくい上げた黒髪を口元に運び、口付けるようにして宗司は囁ささやく。

　びくんと一いち乃のの背中が震える。

「知ってるか？　最近のおれは、逆襲に燃えてるんだ……」

「出来るものなら、やってみなさい……よ」

「冗談だよ」

　挑発するような台詞せりふに、宗司はあっさりと引き下がり弄んでいた黒髪を掌から落とす。

　はらりと落ちた黒髪が、再び一乃の横顔を覆い隠した。

「ふ、ふんっ、やっぱり、口先だけね」

「その通り、まったくおれは口先だけさ。だからまあ、風邪を引く前に着替えとけ」

「……わかったわよ」

　一乃は何やら面白くなさそうに唇を尖とがらせた、ふと部室を見渡し気付く。

「あら、キリカとリリスはいないのね？」

「帰ったよ。用事を思い出したらしい」

「そう」どこか安あん堵どしているように聞こえる声。

「あいつらには驚かされたぜ、キリカは小さいし、リリスは大きいし。なあ？」

「別に、どうだって良いわ」

「そうか」

「ロリカにデカリスと、私は呼んでやったわ」

　ひどいあだ名だと宗司が吹き出し、一乃は軽く鼻を鳴らす。

「驚かされたお返しよ」

「なんだよ、やっぱり、おまえも驚いたんじゃねえか」

「当たり前でしょう、友人があれだけ変わって驚かないわけが──」

　途中で、言葉を切り言い直す。

「見知った相手が、あれだけ変わって驚かないわけがないわ」

「だよな」宗司が頷うなずく。

「……着替えるから、待ってなさい。置いて帰ったら呪のろうわよ」

「熱い紅茶を淹いれて待ってるよ」

「とびきり苦いのが良いわ」

「かしこまりましたお姫さま、幸い、わたくしめは苦い紅茶を淹れるのが得意中の得意、きっと満足していただけるかと思います」

　芝居めかして、大おお仰ぎように宗そう司じは頭を下げる。

「……バァカ」

　制服に着替えるべく更衣スペースに入りながら一いち乃のは呟つぶやき、

「でも、ありがとう」

　誰にも聞こえないように、そう続けた。






日誌　五　突然ですが、路線を変更します






　部室内巨乳ランク一位となった翌日、一乃は放課後になるや誰とも挨あい拶さつを交わさず影のような素早さで第三旧校舎へと向かった。

　山にある学園は風が強く、その長い黒髪は激しくなびき、黒いセーラー服のスカートは激しく羽ばたくように揺れていた。

　旧校舎内へ入ると乱れた黒髪を手て櫛ぐしで直し、いつものように誰よりも早く部室のドアを開けた。

「……あら」

　僅わずかに、驚きの声を上げる。二人ほど先客がいた。

「やほーイチノ、やることなくてヒマだったから、きちゃった」

「困ったものです、この姿では授業どころか教室にすら行けません」

　キリカとリリス──あるいは、ロリカとデカリスだった。

「それはそうでしょうね」

　相あい槌づちを打ちながら、一いち乃のは変わってしまった二人を見る。

　十歳児サイズに巻き戻ってしまったキリカ、銀髪碧へき眼がんはそのままながら顔立ちは幼く、体は小さい。当たり前だが胸はちょっとしかない。オーバーサイズの制服（ブレザータイプ）を無む理り矢や理り、殆ほとんど縛り付けるようにして着ていた。

　一方でリリスは、成長した。十七か、八か、誰もが振り返るほどの美び貌ぼうに、女の余裕と少女の悪戯いたずらっぽさを同居させた虹にじ色いろの瞳ひとみ。双子だったが一人に減り、髪と背は伸びたが胸は膨らまなかった。青いリボンつきのブラウスにオレンジの上着を緩く羽織っている。

「まあ丁度良かったわ」

　赤い瞳を一瞬だけ閉じて溜ため息いきを吐つき。

「昨日は悪かったわね。我ながら酷ひどい醜しゆう態たいを晒さらしたわ、きっと、どうかしていたのよ」

　一乃はしゃらり長い髪を揺らして二人に頭を下げた。

「アハハハ、いーよ、そんなことっ」

「もう別に気にしてはいません」

　幼いキリカが華きや奢しやな肩をすくめて、成長したリリスが淡々と答えた。

「ありがとう、ロリカに、デカリス」

「ロリカはやめて」

「デカリスも止やめてください」

「それはさておき」

　苦情を軽やかにスルーして、一乃は長い黒髪をかき上げる。

「コスプレをするわよ」

「な、なんで？」

「しかもさり気なく命令形ですね」

「あなたたち、何を言っているのよ！」

　赤い瞳で二人を見詰め、一乃は叫ぶ。

「小さくなったり大きくなったりしたのよ、これはもうコスプレをするしかないじゃない！」

「うわっ、いみふめいなのに、なんだか変な説得力があるよっ！」

「はい、理屈はともかく、無意味な力強さはあります」

「当然でしょう、何な故ぜなら私は森もり塚つか一乃なのだから！」

　ますます意味不明ながら、一乃は堂々と宣言する。

「まずは来なさい、衣装係！」

　パチン、指を鳴らす。カポリ、床の一部が開く。

「うなー、いしょうがかり、さんじょー」

　まずはぴょこんとネコミミが飛び出て、次に燃えるような赤毛、硝子がらす球だまの瞳、胸元のリボンが盛大に歪ゆがんだセーラー服と大きく膨らんだ胸元、最後に一抱えもある大きなダンボール箱と一緒にフェルが姿を現した。

「さらに来なさい、カメラマン！」

　びしり、一いち乃のの指先が部室のドアを示す。

　キリカ、リリス、フェルは自然とそちらを見て、がらりと部室のドアが開……かない。

「……おかしいわね」

　何秒かの沈黙があり、一乃が怪け訝げんそうな声を漏らした。

「だれも来ないね」

「よくわかりませんが、遅刻とかでしょうか」

「うなー？」

　わかりやすく不思議そうな顔をするキリカと分かりづらく不思議そうな顔をするリリス、無表情のフェルはネコミミをぴっこり傾かしげる。

「おかしいわね」

　と、呟つぶやいた瞬間だった。

　ガラリ、ドアが──否いや、彼女たちの背後で、窓が開いた。

「ここがおれの最前線だぜ！」

　たしんっ！　開いた窓から冬の風と共に部室へと飛び込む影、無意味に格好良く片かた膝ひざをついて着地したその男は──

「……ソー、ジ？」

「ふっ、おれのことは地獄のカメラマンと呼んでくれ」

　渋い声で答えて、ゆっくりと宗そう司じは立ち上がった。

　手には無骨なカメラ、制服ではなくアニメプリントのシャツ、洗いざらしで色の落ちたジーンズ、ポスターを縦に突き刺したリュックサック。

　トドメに、白黒まだらの頭に『戦場キャメラマン』と記したバンダナを巻いている。

「カメラと言う名の弓矢で、おれは、おまえたちの心を射止めてみせる！」

　真冬の寒さを吹き飛ばす太陽のようなスマイルを浮かべて、サムズアップ。

　……盛大に間違えているように思えるのは気のせいだろうか。

「ああ、何て素敵な登場シーンなのかしら」

「ソージのダイナマイトスマイルに、キリカさんのハートはバクハツしそうだよぅ」

「今日の兄さまも輝いています、リリスはもうメロメロです……」

「うなー、フェルのこころは、もう、いとめられちゃったぜー」

　どうやら、何も間違えていなかったようだ。

　彼女たちは揃そろって頰ほおを染め、うっとりと瞳ひとみを潤うるませ宗司に酔っていた。

「──って、間違いしかありませんわよ！」

　叫びと共にガラランと激しくドアを開け、彼女が駆け込んで来る。

　豪ごう奢しやな金髪を縦に巻き、赤く波打つドレスを纏まとい、羽はね扇おうぎを持った姫君のような女──リア。

「ああもう、この部屋には馬ば鹿かしかおりませんのね！」

　スポターン！　駆け込んだ勢いを乗せて気合一いつ閃せん、リアが羽扇で宗そう司じの頭をしばいた。

「な、何をする！」

「誰一人ツッコミをしませんから、わたくしが仕方なくツッコミにやって来てあげたのですわ、感謝なさい」

「それはありがたい、是非ともお願いします！」

　素直に頭を下げて頼む宗司、リアは満足気に頷うなずきパチリと羽扇で掌てのひらを打った。

「まず、どうして窓から入ってきましたの」

「ドアに罠わなが仕掛けられていたらどうするんだ。三歩先を読み行動することが戦場での鉄則だと、おれはアフガンで学んだ」

「いつからこの部室が戦場になりましたの！」

「戦場は、どこにだってある……」

「無意味に格好良い台詞せりふですわね……もういいですわ、次、その珍妙な格好の理由を簡潔に述べてくださいまし」

「見ての通り、戦場カメラマンだが？」

　バンダナ、アニメプリントシャツ、ポスター刺しリュック男が胸を張る。

「戦場カメラマン要素ゼロですわよ」

「なん……だと……」

「驚きよう愕がくするあなたにわたくし驚愕ですわ。そもそも──」

　ビシリ、リアが羽扇を宗司の額に突きつけた。

「あなたは、ツッコミキャラクターのはずですわよね！」

「ふっ、馬鹿馬鹿しい」

　クールに、そしてシニカルに、宗司は肩をすくめる。

「キャラクターは投げ捨てるもの、設定は忘れ去るもの、伏線は後付けするものだ！」

「最低ですわこの男！」

「最悪と呼んでくれたまえジュテーム」

「突然フランス語で愛の告白などされては困りますわ……おバカさん」

　ぺしり、随分と優しくリアが羽扇で宗司の額を叩たたく。

　縦巻きの金髪が似合う高貴な顔立ちは僅わずかに赤く、それを自覚しているのか彼女は羽扇を開いて顔を隠した。

「因ちなみに、今のあなたのようなカメラマンは極めて限られた場所に生息しておりますわ……コスプレ撮影には適切な姿かもしれませんけれど」

「つまり、フランス風だと思っていたらイタリア風だった、と」

「トリカブトだと思ったら、トリカブトモドキだったという感じですわね」

「トリカブトモドキなんてあったのか」

「ありませんわ」

「おまえも真顔で大おお噓うそ吐つくタイプのキャラか！」

「主あるじが主ですもの、ふふんっ」

　切れ長の瞳ひとみを細めると、リアは顔の下半分を羽はね扇おうぎに隠したまま目元だけで微笑ほほえんだ。

「あのさー、ソージ、ちょっといいかなっ」

　呆あつ気けに取られていた女性陣の一人、キリカが小さな手をぴょこんと挙あげて聞く。

「その女の人、だれ？」

「……」沈黙し、一いち乃のはじっとリアの顔を見詰めていた。

「食材です。から揚げの材料」淡々とリリスは告げる。

「うなー」何を考えてるのかわからないが、フェルが鳴く。

「そういや、殆ほとんど初対面か」

　視線で宗そう司じが促うながし、リアが頷うなずく。

「これは失礼いたしましたわ」

　パシリと羽扇を閉じ、リアは一乃たちに向き直る。

　豪ごう奢しやな金の巻き毛を揺らし、波打つ炎のようなドレスをつまみ、姫君に相応ふさわしい優雅さで礼を──挨あい拶さつをして彼女は告げる。

「わたくしの主は森もり塚つか一乃、『煉獄カサルテイリオ』第二罪《蛇ズイリヤ》がその称号、赤き飛べない鳥の姿は既にお見知りおきかと思われます」

　ああ、と一乃が感嘆の声を上げた。

　面影があるわけでもなく、雰囲気が似ているわけでもなく、しかし不思議と納得がいったのだろう。

「この姿の際はリアとお呼びくださいませ」

　静かに頭を上げて、彼女は続けた。

「もしくは『通りすがりのツッコミ屋さん』でも構いませんわよ？」

「わかったぜ、通りすがりのツッコミ屋さん！」

「本当に呼ばないでくださいませ！」

「あら、冗談だったのね」

「本気だと思う要素がどこにありましたの」

「アハハハ、わざわざツッコミを入れるためだけにやって来たって言うし、ねえ？」

「はい、そこまでツッコミ役をやりたいのかと思ってしまいます」

「……わたくし、別にそこまでツッコミ役をやりたいわけでもありませんわよ」

　言いながら、リアは羽はね扇おうぎで口元を隠し何な故ぜかちらちらと宗そう司じを見る。

　心なし、その瞳ひとみが熱っぽいのは気のせいか。

　宗司を含め一いち乃のたちが怪け訝げんそうな顔をした。

「ここで、『煉獄カサルテイリオ』、まめちしきー」

　唐突に、フェルが口を挟んだ。

「『煉獄カサルテイリオ』は、いちのに、つよいえいきょうを、うけています」

「ちょ、ちょっとお待ちなさい第一罪！」

「だからぶっちゃけ、『煉獄カサルテイリオ』おんなきゃらくたーは、そうじが、だいすきー」

「……え、マジ？」

「あら、そうなの」

「ふーん」

「初耳です」

　さすがに驚いた様子の宗司、俄にわかに鋭くなる女性陣のリアを見る視線。

　唯一フェルだけは硝子がらす球だまの瞳に感情を宿さず、赤毛の上でネコミミを揺らしている。

　肝心のリアは、おろおろと視線を彷徨さまよわせ、

「わ、わたくし、急に用事を思い出しましたので失礼しますわ」

　ドレスの裾すそを小さざ波なみの如ごとく揺らして翻ひるがえし、優雅な足取りで部室を出て行った。

「それでは、ごきげんよう」

　ドアのところで一度振り返り、丁寧に頭を下げ、ドアを閉める。

　途端、ドアの向こうの廊下で激しい足音が響き遠ざかっていった。

「……嵐、いや竜巻のような女だったな」

　豪ごう奢しやな金の巻き毛を思い出して、宗司が呟つぶやいた。

　部室を出るところまでは、意地で優雅さを維持したのだろう。

　なかなかの根性だ。

「だが、まだ甘いな。じつはこのカメラが張りぼてで、本命はリュックに放ほうり込んであるデジカメだということには気付かなかった」

「あなた、変なところで張り合うのね」

「男には譲れないものがあるのさ」

　一乃は何かを諦あきらめたように息を吐き、気を取り直すように長い黒髪をかき上げた。

「ま、良いわ。遅くなってしまったけれど、コスプレを始めるわよ二人とも」

「え、あ、うん、オッケー？」

「はあ？　リリスは別に構いませんが」

「うなっ、いしょうのじゅんびは、おっけーだぜー」

　小こ脇わきにどけておいた衣装入りの段ボール箱を掲げ、フェルが赤毛の上のネコミミをぴっこぴっこと揺らしながら言う。

「カメラの準備も完璧だ！」

「着替えるから、あなたは出て行きなさい」

「……はーい」

　大人しく宗そう司じが出て行き、一いち乃のはダンボール箱を開けた。

「うわっ、いっぱいあるねっ」

「随分と気合を入れて持って来たものです」

「うな、かなーり、おもかったぜー」

　定番のメイド服から、ナース、ゴスロリ、巫み女こ、紐ひも水着に貝殻水着、浴衣、包帯、なんかよくわからない布までダンボールには色々と詰まっていた。

「さあて、どれにしましょうかね」

　箱いっぱいの衣装から選ぶ一乃は、妙に楽しそうだ。




　戦場カメラマン姿（バンダナ、アニメプリントシャツ、ジーンズ）の宗司が廊下でデジカメの操作を確認しながら待っていると、程なく声がかかった。

「良いわよ、入ってきなさい」

「ふっ──待ちくたびれたぜ、来たれ、我が戦場！」

　勢い良くドアを開け、カメラを構えた宗司が部室に踏み込む。

　待ち受けていたのは──

「来たわよ、せーの！」

「フレーフレー、ソージ！」

「頑張れ頑張れ兄さま！」

「ふれー、ふれー？」

　チアガールの一団だった。

　ハーフシャツ、目にも鮮やかなブルーのミニスカート、黄色いボンボン。

　背丈のある一乃とリリスが内側に、小柄なキリカとフェルは外側に。

　彼女たちは付け焼刃とは思えぬ見事なチアダンスを披露する。

　すらりとした足は半月の軌跡を描き高く掲げられ、腕が胸がボンボンがリズムに合わせて弾んで揺れる。

　眩まぶしいほどに白い足に目を奪われ、鮮やかなボンボンに目を惹ひかれざるを得ない。

「さあ、宗司！　撮影係として私たちの姿を撮影すると良いわ！」

「ああ──任せろ！　おれは必ず、ベストショットを撮影してやるぜ！」

　力強く、宗司が頷うなずく。

「その意気よ！　フレッフレッ、宗司！」

「うおおおおおおおお！」

　チアダンスに昂たかぶる心のまま、宗そう司じは獣けものの如ごとき雄お叫たけびを上げデジカメを構えた。

　前後左右、移動、確認、微調整、撮影、そして再チャレンジ──背景に燃える炎が見えそうなほどの気迫、刃やいばの如く鋭き瞳ひとみでベストポジション、ベストアングルを探し出す。

「素晴らしい、素晴らしい応援だ！　おまえたちの応援があるなら、おれはこの世の全すべてを敵に回しても戦える！」

「ああ、そんなワイルドな兄さまも素敵です」

「任せろマイスイート、ここか、それともここか、否いや、もっとだ、もっと高みを！」

　ふと、宗司が体を屈かがめてアングルを下げた。

　丁度そのタイミングで足を上げた一いち乃のは言う。

「因ちなみに、スカートの下にはスパッツをはいているわ」

「なん……だと」

　別にスカートの中を狙ねらっていたわけではないが、そこは男の本能、宗司も思わず床に崩れ落ちた。

　只ただ事ごととは思えぬリアクションに、一乃たちはチアダンスを中断し顔を見合わせる。

「あ、あら？　そこまで落ち込むようなこと、だったのかしら？」

「わかんないけど、ショックだったのかな？」

「でしたら、ここは兄さまのためにリリスがスパッツを……」

「待ちなさい！　それは抜け駆けよ」

「……そんなに、きにすること、ないとおもうぜー」

　ひそひそと相談し合う一乃たちを他よ所そに崩れ落ちた宗司を眺めていたフェルが言う。

　確かに、宗司は床に伏せたまま動かない。だがそれは、力を溜ためているのだ──

「おれよ！　スカートの下がスパッツだからと落ち込むのは正しいか！　答えは否いなだ！」

　叫びと共に立ち上がった宗司が天を仰ぎ、神に挑むが如く強い眼まな差ざしを向ける。

「スパッツも良いじゃないか──って間違えた！　そういう問題じゃない、おれの使命はあいつらの美をカメラに収めることだ！　消え失うせよ煩悩、蘇よみがえれストイシズム！　重要なのはおれではない、今ここにある一乃たちだ！」

　冷静に考えるとひどい台詞せりふだ。

　しかし、それを言う宗司の姿はある種の求ぐ道どう者しやにすら似ていないか。

「宗司……私の予想を超えて、成長したのね」

「クールだよ、クールだよソージ！」

「リリスは感動しています！」

「これが、じゃぱにーず、ぶしどー」

　情熱は伝でん播ぱする。宗司が一乃たちの心にも火をつけた。

「さあ、踊ってくれ！」

「わかったわ！」

　再開されたチアダンス。

　サバンナを駆ける獣けものの如ごとくしなやかに伸びる手足、大きく、だが鋭いその動き。

　白い肌は紅こう潮ちようし、全身にうっすらと汗が滲にじみ、揺れ動く髪から弾はじけて落ちる。

　きらきらと輝く汗の雫しずく、部室に満ちる熱気、今、みんなの心は一つになり──

「良いぞ、これなら全国大会も夢じゃない！」

「はい、コーチ！」

　全すべては盛大な横道にずれて行く。

　スタタタタタ！　ガララン！

「って、あなたたち、今更爽さわやかスポコンものに路線変更でもするつもりですの！」

　パシコーン、ペシコーン！

「そんな妬ねたましいこと、このわたくしが許しませんわよ！」

　現れたリアが律儀に羽はね扇おうぎでツッコミを入れ、再びダッシュで──何か余計なことを言われる前に──部室から逃げ出した。

「……そうだよ、単にコスプレ姿をデジカメで撮れば良いんだよ。何だ全国大会って」

「危うく、ゲーム同好会がチアリーディング部に変わるところだったわね」

「路線変更にもほどがあります、というか無理です」

「つっこみに、すくわれたね」

　口々に言うと、宗そう司じ以外はそのままぺたりと床に座り込んでしまった。

　気が抜けて、疲れを自覚したのだろう。

「……ちょっと、休憩しましょうか」

「うん、キリカさんもちょっと休みたい」

「冬に言うのも何ですが、リリスは冷たい飲み物が欲しいです」

「うなー、ちあって、たいへんなんだねー」

　彼女たちは、ごく自然に、肩を並べて座り込んでいた。

「……へぇ」

「何を変な顔をしてこっちを見ているのよ」

「失礼な、この変な顔は生まれつきだ」

「ソージ、おちついて、変な顔だってみとめちゃってるよっ」

「しまった！　おのれ、なんという巧妙な罠わなだ」

「仕掛けた覚えのない罠にはまられても困るのだけれど」

「言うな」

「兄さまの顔、リリスは好きです」

「ありがとう、でもお兄ちゃん、そのフォロー自体がちょっと悲しい」

「うなー、だいじょうぶ、そんなに、へんじゃないよーな、きがするー」

「おまえのそれはフォローになってねえぞ！」

「どうでもいいのだけれど宗そう司じ、タオルを取ってくれないかしら」

「ああ、ちょっと待ってろすぐ取ってくる。確か、部室にあったよな」

「んーと、確か、すみっこの方に置いてたはずだよっ」

「了解」

　宗司がタオルを探して動き出すと、一いち乃のたちの意識は宗司から離れた。

　さり気なく、宗司は一乃たちに向けてデジカメを構える。

「……」

　画面には、汗に濡ぬれた彼女たちの顔が──心地よい疲れと達成感を浮かべた笑顔が。

　一乃、キリカ、リリスにフェル。

　仲良く並んでいた。

　カシャリ──宗司は、その瞬間をカメラで切り取った。






日誌　六　眠るように静かな水底で






「ソージ、学校行けなくてヒマだからデートしよっ！」

　通学路でロリカさんに誘われました。

　白黒まだらの髪を黒く染め直し、制服姿で登校中だった宗司さんは当然その誘いを。

「いいね、それ！」

「イヤだって言ったら『ロリコンゆうかいま』って叫んじゃうぞっ……あれ？」

　あっさりと受け入れました。それどころか超ノリノリです。

「どこに行きたい？」

「え、ちょ、ちょっと待ってっ」

「ハリーハリーハリー！　おまえが決めないのなら、おれがとても人には言えないような倫理的にアウトな場所に連れ込むぜ？」

「えっと、えっと、じゃ、じゃあ、すいぞくかん」

「オッケー、人には言えない倫理的にアウトな場所はその後だな」

「うわああああん、このソージダメだよっぅうううううう！」

「ハッハッハッ、冗談だけどな」

「ヘンタイ、ヘンタイ、ロリコン！」

「失礼な、おれはちょっと幼くても問題ないだけだ」

「うわあああああん、ホンモノだぁああああああ」

「冗談だけどな」

「じごくに落ちろぉおおおおお！　ソージのバァカァァアアアアアアアア！」

　振り回すつもりが逆に振り回されて、冬の空にキリカの叫び声が響き渡りましたとさ。




　それから電車に乗って数駅、宗そう司じとキリカは海沿いの水族館にやって来た。

　駅を出てすぐの広場を渡ってすぐ向こう、背後に海を望むロケーションの白い建物がお目当ての水族館だった。入り口の隣に大きなイルカの看板が立っており分かりやすい。

「わーいっ、ついたー！」

「転ころぶなよ」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ」

　すっかり機嫌を直したキリカがパタパタと元気良く広場を駆けて行き、宗司は少し苦笑してその後に続いた。

　これではデートと言うより、幼い妹とその子守を押し付けられた兄の姿だ。

「って、本人に言ったら怒るだろうな」

「ソージ、ソージ、はやくはやくっ！」

　キリカはあっという間に広場を渡り切り、イルカの看板の前で手を振っている。

　はしゃいでいる子どもそのままの姿が、ひどく愛らしい。

　リボンで二つに結んだふわふわの銀髪、くりくりとした海のように青い瞳ひとみ、マシュマロよりも柔らかい頰ほお、十歳児サイズに巻き戻ってしまった幼い体に白いワンピースを着て、その上にもこもこのダウンジャケットを羽織っていた。

　見ているだけで、自然と頰が緩んでしまいそうだ。

「ソージ、どうしたの、まだー？」

　小さな体は元気いっぱいに、ぶんぶんと両手を振って宗司を呼んでいる。

「悪い悪い、すぐ行くよ」

　軽く、宗司は手を振り返す。因ちなみにこちらは制服のネクタイを外してシャツの裾すそを出して私服っぽく誤ご魔ま化かしている。平日で、授業をさぼってのデートでは仕方ない。

「もー、おそいよっ」

「まあまあ、水族館は逃げやしないだろ」

　入り口に着いた宗司は誤魔化すようにキリカの頭を、ふわふわな髪を撫なでた。

「むー、また子どもあつかいしてぇ」

　キリカは拗すねたような上目遣いで宗そう司じを見て、リスのように頰ほおを膨らませる。

　近くで見ればキリカの柔らかほっぺは寒さで少し赤く、リスと言うか林りん檎ごのようだ。

「……えいっ」

　誘惑にかられ、宗司はキリカのほっぺを突いてみた。

「わきゃっ、な、なにぃ？」

「おお……」つんつんつん。

　見た目どおりぷにっと柔らかくて気持ち良い、最高のほっぺだ。

　宗司の何かに火がつき、指の動きは加速する。

「やっべえ、超楽しい！」つんつんつんつん──

「うううう、キリカさんがぶっ！」

「んぎゃおっ！」

　調子に乗っていたら思い切り嚙かまれた。

「ちょ、おまえ、血が出たぞ」

「がるるるるるるる！」

　宗司は嚙まれた指を口に咥くわえて傷を舐なめ、キリカは歯をむき出して威い嚇かくする。

　威嚇するキリカは怒れる子猫のようで──

「抱きしめたいほどにキュート！」

　宗司は嚙まれたことをあっさり忘れ、無駄に爽さわやかな笑顔で褒ほめ称たたえた。

「うううう、ソージのバカァ」

「ふっ……ところで、そろそろ中に入らないか？　寒いし」

「……はーい」

　イルカの看板に別れを告げ、二人はドアを潜くぐって水族館の中に入った。

　入ってすぐは小さなロビーになっており、奥へ進む通路（順路というプレートが掛かっている）とチケット売り場、休憩用のソファーが置いてある。

　平日ということもあり、今現在ロビーには他ほかの客の姿は無かった。

「いらっしゃいませ、チケットはこちらでどうぞ」

　売り場のお姉さんが入って来た二人に言い、すかさず宗司が言い返す。

「じゃあ、夫婦一枚で」

「……え？」

　宗司の台詞せりふに、売り場のお姉さんは営業スマイルを浮かべたまま固まった。

　繰り返すが今のキリカは十歳児サイズであり、どう考えても犯罪だ。

「フーフだなんて……もう、ソージってばぁ…………」

　もじもじと、キリカは少し内うち股またになって照れ喜んでいる。

「ハハハ、夫婦は少し早かったかな？」

「……そんなこと、ないよっ」

「良かった、嬉うれしいよキリカ」

　キリカはうっとりと宗そう司じを見上げ、宗司は白い歯を輝かせた微笑を向ける。

　チケット売り場前で展開される二人の世界──

「ああああ、あの、夫婦用のチケットはないの、ですが」

　売り場のお姉さんは勇者の如ごとく果敢なアタックで二人の世界に踏み込んだ。

　因ちなみにその営業スマイルはもう完全にひきつって、ひどく変な顔になっている。

「じゃあ、ラブパーソンズで」

　無む理り矢や理り訳すと愛人ズ。因みに恋人同士ならラヴァーズ。

「申し訳ありませんお客さま、それもありません」

「仕方ないな、大人二枚」

「え……ああ、もう良いです。大人二枚ですね」

　売り場のお姉さんは一瞬キリカ（十歳児サイズ）を見るも、早く解放されたかったのかそれ以上は何も言わずチケットを二枚入場済みのハンコを押して渡した。

「さあ、行こうかキリカ、ボクたちの楽園へ」

「うんっ、どこまでだって一緒に行くよっ」

　水族館が楽園であるかはさておき、チケットを受け取った二人は恋人同士のように指を絡めて手を繫つなぎ、くるくると踊るような足取りでロビーを奥へ続く通路へと向かった。

　売り場のお姉さんの顔が、さらに珍妙なものになったが二人には何の関係もなかった。




　順路に従したがい二人は進む。

　この水族館は上から見ると円筒に近く、順路は螺ら旋せんを描いて下に向かい、底についたら逆の螺旋を描いて昇る、という構造になっている。

　通路は照明をやや低めにし片側一面がガラス張り。

　その向こうを泳ぐ魚たちの姿を大迫力で見られるという構造だ。因みに逆側は壁だが途中で休めるようにソファーが備え付けられている。

　隣接する特設会場では一日数回のイルカショー、食堂や売店も当然完備とその気になれば一日潰つぶせる施設だが、（ロビーもそうだったように）平日の午前とあってはお客も少ないようだ。

「わおっ！　ね、ね、ソージ、凄すごいキレイだよ、なんだかひらひらしてる」

「ああ、この辺あたりは熱帯魚の水槽らしいぞ」

　裏を返せば、ゆっくりと見物できると言うことでもある。

　海のような青い瞳ひとみを輝かせ、キリカはガラスに顔をくっつけるようにして熱心に熱帯魚たちを観察していた。

　赤やオレンジ、黄色など、色が鮮やかなのは勿もち論ろんのこと形も妙なのが多い。

　黄色い二等辺三角形のような魚から、ひらひらと赤い薄布をなびかせるものまで。

「おどってるみたいだねっ」

「しかし、あんまり美う味まそうじゃねえな」

「ソージ……いくらなんでも、その感想はないよ」

　キリカは振り返ると、呆あきれたように青い瞳ひとみを半目にして宗そう司じを睨にらんだ。

「冗談だよ、冗談……ハハハ、おっ、そろそろ熱帯魚コーナーが終わるみたいだぞ」

　本当に冗談だったのかはともかく、思い切り滑ったのを誤ご魔ま化かすように宗司はキリカの背中、白いワンピースの上に羽織ったダウンジャケットを押す。

「うー、もう、ムードがないなー」

　熱帯魚コーナーが終わって少し両側壁の通路があり、また片面がガラスに変わる。

「わぁ！」

　次のコーナーに入るや、キリカの顔はぱあっと明るくなり、感嘆の声があがった。

　ガラスの向こうにいるのは、白と黒で、よちよち歩いて、何とも愛あい嬌きようのある。

「ペンギンさんだよっ！　ペンギンさんっ！」

「……赤いのが混ざってたりしねえよな。一いち乃のにもリリスにも内緒で来てんだぞ」

　キリカとは対照的に、宗司は警戒も顕あらわに周囲を見回し身構えていた。

「もー、いるわけないのに、心配性だねソージは」

「だ、だよなあ。いるわけないか」

　苦笑し、宗司は改めてガラスの向こうのペンギンたちへ視線を向けた。

　白い南極風の足場と水場で上下に分かれており、ペンギンたちが好きなように過ごしている姿を見ることが出来た。

　何気なく、一匹のペンギンが水の中へ飛び込み、すいすいと泳ぎ出す。

　陸上でのよちよちとした歩き方とは対照的に、泳ぐ姿は鋭く弾丸のようだ。

　シャープに、そしてスマートに、あの短い足や流線型の体はより早く泳ぐためにそうなのだと実感として理解できる。

「わー、ペンギンさんって、泳ぐの早いんだ……」

　青い瞳を真ん丸くして、キリカも感心していた。

　しばらく泳ぐと、ペンギンはまたぴょこんと白い足場に戻った。

　陸上のペンギンは相変わらず、よちよちと歩いている。

「水中と外で別の生き物みたいだな……ん、あのペンギンたちは何をしてんだ？」

　ふと、宗司が白い足場の隅にいる二匹のペンギンを指差した。

　二匹のペンギンは寄り添って、きゅっきゅっと体を擦こすり合わせている。

「あっ、キリカさん知ってる。あれはペンギンのカップルだよっ！」

「なるほど、言われてみればそんな感じだな」

　人間で言えば、抱き合っているようなものなのだろう。

「歌を、作るの」

　ペンギンたちを見詰めて、キリカが呟つぶやいた。

　青い瞳ひとみは、遠いものを見ているように澄んで──透明で、少し悲しい。

「恋人同士のペンギンは二人にだけ通じる歌を作るの。はぐれて、別々になっちゃっても、その歌があれば、また会えるから」

　ぎゅっ、と、不意に小さな手が宗そう司じの大きな手を握った。

「キリカ？」

　思わず、そちらを見た。

　キリカの顔はまた、その幼さに相応ふさわしく愛らしい微笑を浮かべて宗司を見上げた。

「ダメかなっ？」

「いや、ダメじゃないさ」

　宗司が、キリカが視線をペンギンの恋人たちに戻す。

　手を繫つないで、隣に並んで、二人はペンギンの恋人たちを見詰める。

「わたしたち、コイビト同士には、見えないよね」

「見えないだろうな」

「それだけが、ちょっとざんねん」

「また来ればいいさ」

「どーだろ、あんがい、ずっとこのままかも？」

「それは困る、おれが」

「ふーん、こまるんだ……こまるんだー、えへへー」

　こつん、とキリカが宗司の腕にもたれるように頭を預けた。

　ふわふわの銀髪が当たって、少しくすぐったかった。

「何だよ」

「ないしょー」

「内緒なら仕方ないな」

　抑えた照明の下、秘密の歌を持つペンギンたちの前、二人の沈黙。

　言葉が無くとも、歌が無くとも、二人は──

　ぐー。

　間抜けな音が、沈黙をぶち壊した。

　そういえばそろそろ昼食時だ。

「……すまん」

「ソージのバーカッ」

　ぎゅううううう、キリカが小さな指でムードをぶち壊した犯人の脇わき腹ばらを抓つねる。

「いたたたたた、地味にかなり痛い、痛いよキリカ！」

「アハハハ、だっていたくしてるんだもんっ」

「だもんっ、て、カワイイなおい！」

「お昼ごはんはソージのおごりでいいよね？」

「わかった、おごる、おごるから抓るのやめて！」

　殆ほとんど悲鳴のような声で、宗そう司じが哀願した。




　そんなわけで、二人は順路を外れ食堂に移動した。

　食堂自体に特筆する箇所はない。その辺あたりのファミレスのようなものだ。

　注文は無難にカレーを選んだ。

「ううん、この安っぽいレトルト丸出しの具の入ってないカレー、悪くないな」

「ソージ、ほめてるの、それ？」

「お祭りの焼きソバみたいなもんだろ」

「あ、ちょっと納得」

「どうでもいいけど、水族館のシーフードカレーとかちょっと嫌だよな」

「サンチチョクソウにもほどがあるよっ」

　出されたカレーを食べながら、二人は他た愛あいのない話をする。

「そういや、夕方からイルカショーだっけ？　見る？」

「とうぜんだよっ！　あ、でもそれまでに、普通のところも全部ぐるって見たい」

「じゃあ、急いで食っちまうか」

「おー！」

　キリカが元気良く返事をし、二人は集中してカレーを食べた。

　食べ終えるとすぐに順路に戻り、水族館見物を再開する。

　ペンギンの後は、南米の舌を嚙かみそうな名前の魚やナマズ、ナマコにイソギンチャク、エイなど、ちょっと変わった水槽が続いた。

「世の中には、色んな生き物がいるもんだな……」

　熱帯魚やペンギンと方向性は違うが勉強になるコーナーだ。

　それも終わると、急に通路の様子が変わった。

　一面のガラス、右も左も上も透明で、その向こうに無数の魚たちが泳いでいる。

　それは、まるで──

「わあ、水の中を歩いてるみたいだよっ」

　あるいは、水の底か。

「大したもんだな」

　感心したように、宗そう司じはぐるりと見回す。

　ガラスの向こうは青空に似て、銀に輝く魚が群れを作り飛ぶように泳いでいる。

「わぁ、わぁ、わぁー！」

　感嘆の声を上げ、キリカは空泳ぐ魚を追い駆ける。

　くるくると、くるくると。

　銀の光を映す青い瞳ひとみは輝いて、青を浴びた銀の髪は雲のように踊る。

　ダウンジャケットの下でワンピースの裾すそはふわりと花弁のように膨らんで。

　くるくると、くるくると、追いかけて──つるっ。

「──あれれっ！」

「やると思ったぁああああああ！」

　足を滑らせたキリカを、すかさず宗司が抱きとめた。

「……セーフ」

「……ありがと」

　宗司の腕の中、キリカはちょこんと体を預けて言う。

「気にするなよ。体、小さくなってバランスも悪くなってんだろ」

「うん、ちょっと不便。夜は八時に眠くなっちゃうし」

「子どもだ」

「子どもだよっ、ふんっだっ」

　ぷいっとそっぽを向いて、キリカが宗司の腕の中から抜け出した。

「悪かったよ、お姫さま」

「いいもんっ、どうせ子どもだもんっ」

「拗すねるな拗ねるな。転ころびそうになったら、おれが支えてやるから」

　くすりとキリカが少し笑った。

「ソージ、そのセリフはキザすぎだよっ」

「お姫さまのためならば、この白しろ崎さき宗司、どんな無理難題でもこなしましょう」

　芝居がかって跪ひざまずき、幼いキリカと目線の高さを合わせ、大おお真面目まじめな顔をする。

　たまらず、キリカが噴き出した。

「アハハハ、ソージのバーカ」

「ひどいな、おれはこんなにも本気なのに」

　顔を見合わせて、宗司とキリカが笑い合う。

　どちらからともなく、二人並んで歩き出す。

　転ばないように手を繫つなぎ、水の底から上を向き、銀の魚たちを眺めて歩く。

「キレイだけどさ、なんていうサカナなの？」

「どうなんだろうな、その辺あたりに名前書いたプレートでも……ああ、あった」

　見つけて読んで、思わず叫ぶ。

「サバァ！」

「えっ、うそっ、これサバなの！　塩焼きの！」

「そうだ、味み噌そ煮にのサバだ！」

「……さ、さっきの食堂に、焼き魚定食、あったよ、ね？」

「あ、ああ、メニューに載ってたな」

　二人は同時に同じことを思った。

　生いけ簀す？

「水族館のくせにオチをつけてくるとは、侮あなどれねえ……」

　妙なことに感心しながら、二人はこの水中トンネルを通り過ぎた。




　再び片側が壁、片側がガラスの通路を今度は登って行く。

　ごく緩い上り坂、ガラス壁の向こうにはまた様々な水の生き物たちが泳いでいる。

　例えば、やたらと大きな亀かめや、やはり大きなマンボウ──

「赤いのはいねえよな！」

「アハハハ……ソージ、まだそれ気にしてたんだっ」

　──ジャイアントイール（大うなぎ）

「フェルゥウウウウウウ！」

「え、それ全然カンケイなくないかなっ！」

　赤いのもフェルもいません。更に進んでいくと、別にネタギレという訳でもないのだろうが、資料的な展示が混ざり始めた。

　絶滅した魚類の骨やパネル、くじらの縮しゆく尺しやく模型など、実物を展示するのは不可能な生き物たちのコーナーだ。

　控えた照明の中、展示物だけは強めのライトを浴びて並んでいる。

　その中の一つで、ふとキリカが足を止めた。

　二メートルほどある鈍い円えん錐すい（実際は先細りした円柱に近く、先端は丸い）、灰色に近い緑色という不思議な色をしていた。

「何だろ、これ、けっこう大きいけど……？」

　事実、水族館には全く関係なさそうな代しろ物ものだ。むしろ美術館などに展示されている現代美術のようで、そのくせ生々しい存在感があった。

「……本当になんだこれ？」

　隣に並んで宗そう司じも首を傾かしげる。何な故ぜか物悲しさを感じてしまう不可思議な円錐。

　キリカはまさしく子猫のように、好奇心に満ちた眼まな差ざしで眺めながら、その円錐をぺちぺちと小さな掌てのひらで叩たたいたり撫なでたりしている。

「わかった！　おっきなサカナの、キバだっ！」

「二メートルの牙きばって、それもう怪獣だろ」

「ちぇー、やっぱりちがうかっ……えいっ」

　円えん錐すいに両手を回す、丁度、キリカが一抱え出来る太さだ。

「なんだろ、このながくてふといの」

「どっかに解説のプレートが、ああ、あった」

　プレートは円錐の先端部付近に貼り付けてあった。照明の光を反射してしまっているせいで見え辛づらく、十歳児サイズのキリカではまず気付かない位置と高さだ。

「ええと、これは──」

　どうしてそんな位置に貼るのかと思いながら、プレートを読み、

『クジラの生殖器』

　絶句した。

「これは？　ねえねえソージ、これは何なの？」

　早く答えを聞きたそうに、キリカが純粋な瞳ひとみで宗そう司じを見上げる。

　その眼まな差ざしが心に痛く、わざと見え辛い位置にプレートを配置した理由を悟り、たらりと汗が流れた。

「こ、これは、そのクジラの、そう、骨だ！」

「なるほどっ！　それならこんなに長くて太いのも納得だねっ！」

　キリカは納得したように何度も何度も頷うなずいている。

　別に悪いことをしてないのに、宗司の心の痛みは加速度的に増して行く。

「そ、そうだな。よし、次行こうぜ！」

「えっ、ソ、ソージ、ひっぱらないでよぅ」

　ほとんど逃げるように、宗司はキリカの小さな手を握りその場を離れた。




　早足で次のコーナーに入り、宗司はようやく足を止める。

「よし、もう良いだろう」

「むー、へんなソージだね」

「……気にするな」

　円錐の正体を心の奥底に秘めておくと誓い、宗司は気を取り直すように周囲を見た。

　このコーナーもまた毛色が違うようだ。

　両側共に普通の壁であり、等間隔に六十センチ程度の水槽が埋め込まれている。

　遠くからなら、薄暗い通路の片側にぼんやりとした光が並んでいるようにも見えた。

　手近な水槽を一つ覗のぞいて見れば、そこには半透明のクラゲがふよふよと泳いでいる。

「クラゲがメインなのか、このコーナー」

「ソージ、ソージ」

　くいくいと、シャツを引っ張られる感触。視線を向ければキリカの小さな指がシャツの裾すそを摑つかんでいて、悲しそうな瞳ひとみがこちらを見上げていた。

「……だっこして、高すぎて、キリカさんよく見えない」

「かしこまりました、お姫さま」

　水槽は、キリカが爪つま先さき立ちでギリギリ見えるか見えないかぐらいの高さだ。

　小さく苦笑して　宗そう司じはキリカの体をだっこする。

「ありがとう、わたしのナイトさまっ」

　冗談めかしてキリカも答え、小さな両手を宗司の首筋に回した。

　丁度、宗司の顎あごのすぐ下にキリカの頭がある。

「これならよく見えるよっ！」

　嬉うれしそうに言うキリカは見た目どおりに軽く、女の子だった。

　片手は背中に、片手は太もものすぐ下に。

　熱を加えたマシュマロみたいに柔らかくてあったかく、ワタアメのようにふわふわの銀髪から甘い香りがする。

　宗司はふと、古い歌を思い出した──女の子は、何で出来ている？

「お菓子とスパイス、素敵なもの全すべてで出来ている」

　そんな歌。

「ソージ、今、何か言った？」

　クラゲを見詰めていたキリカが、宗司の方に向き直る。

　その幼い顔を、真ん丸い青い瞳を見詰めて宗司は微笑ほほえんだ。

「んー、キリカはカワイイなと思っただけだよ」

「わおっ、いまさら知ったの、おそーい」

「食べちゃいたいぐらいだぞ、ガオー」

「アハハハ、こわーい」

　宗司がライオンみたいにわざとらしく大口を開けて、キリカは宗司に抱かれたままわざとらしく驚いて見せた。

　軽いじゃれ合いを混ぜながら、二人はクラゲたちを観察して回る。

　水槽の中、水の中、ゆらりゆらり、傘を開いたり閉じたりするような動きで器用に泳ぎ回るいくつもの姿。

　赤みを帯びたクラゲ、白くぼんやりと光るクラゲ、ほぼ完全に透明で黄色い線だけが見えていたり、それこそゼリー菓子のように美しいものまで。

　個性的な姿のクラゲたちが、それぞれの水槽に棲すんでいた。

「……なんか、和なごむな」

「……なんか、和むね」

　水の中をたゆたうクラゲたちを見ていると、不思議に心がほぐれていく。

　夢の中へ連れて行かれるような、人がまだ水の中に暮らしていた頃ころを思い出すような。

　ここではないどこかへ繫つながる感覚。

「……こいつら、食えるのか？」

「……しょくようクラゲもいたはず」

「……プルプルしてそうだな」

「……うん、てんねんゼリー」

「……でも、毒あるよな」

「……あるね」

「……まあ、いいか」

「……まあ、いいよ」

　ぼうっとクラゲの動きを目で追いかける。

　熱心に見詰めているというわけでもないのに、気付けば時を忘れてしまう。

　どれぐらい、クラゲたちを見ていただろうか。

「キリカ？」

「…………んぅ、なぁに、ソージ」

　とろりとろり、うつらうつら、こくりこくり。

　宗そう司じに抱かれてクラゲを眺めているうちに、キリカは睡魔に囚とらわれてしまっていた。

「疲れたのか？」

「んぅ、だいじょーぶ」

　とは言うが、声は眠たげだ。

　十歳児サイズに巻き戻ってしまった体では燃料不足なのだろう。

　よしよしとあやすように軽く揺すってやると、キリカの目ま蓋ぶたは自然に下りて、とろんとした青い瞳ひとみを覆って行く。

「ちょっと休むか」

　返事はなく、顔を覗のぞき込むと既に半分眠っていた。

　起こさないようにそっと、宗司はキリカを抱っこしたまま進み、休憩用ソファーに腰を下ろした。

　膝ひざ枕まくらをして、キリカが白いワンピースの上に着ていたダウンジャケットを脱がして毛布代わりにかけてやる。

「……うにゅぅ…………」

　小さな唇からは小さな寝息が零こぼれ、宗司の膝の上をごろりと転ころがる。

「……やれやれ」

　溜ため息いきを一つ、片手でキリカが落ちないように支えながら、ふわふわの銀髪に指を絡め優しく撫なでる。

　その寝顔は、天使のような、と形容するほどに無む垢くで。

「イルカショーは、見られそうにないな」

　安らぎに満ちていた。




「あ、あれ？　もしかして、ねちゃってた？」

　やっと目を覚ましたキリカが、宗そう司じの膝ひざから跳ね起きる。

　そこは水族館外のベンチの上で、潮の匂においのする風が吹き、眩まぶしいほどに赤い夕ゆう陽ひが二人に降り注いでいた。

「うにゃっ」

　キリカは突然の赤さに驚き、反射的にぎゅっとシャンプーが苦手な子どものように青い瞳ひとみを閉じた。

　その仕草が可愛かわいらしくて、宗司は思わず微笑を浮かべてしまう。

「おはよう、キリカ」

「……起こしてくれてよかったのにぃ」

「寝顔があんまり可愛くてな、起こせなかった」

「ううー、そういう言い方は、ずるいなーってキリカさん思う」

　キリカが目を開ける。

　二人の姿は夕焼けに──炎のような赤さに包まれていた。

『煉獄カサルテイリオ』の彼女を連想させる、そんな赤さだった。

「えい、やっとっ」

　ぴょん、とキリカがベンチからジャンプした。

　今は赤く照らされたふわふわの銀髪が揺れ、純白のワンピースがなびく。

　危なげなく、キリカは着地する。

　両腕を広げ、長い影を引ひき摺ずり背中を向け十字架のように立っている。

「今日はありがとっ、すごく楽しかった。とちゅう、眠っちゃったけど」

「おれも楽しかったよ」

　背中に向けて、宗司は微笑ほほえんだ。

「だったら、キリカさんもうれしいなっ」

　さして嬉うれしそうでもない声、数秒の沈黙があり、再び小さな唇は言葉を紡つむぐ。

「気がついてると思うけど、わたしね、『道化師の栄光バツドジヨーク』使えない」

「ああ、気付いてたよ」

　そもそも、『道化師の栄光バツドジヨーク』が──『変身』の異能が使えるならば十歳児サイズでいる必要などないのだ。

　誰かを背負うには、今のキリカは小さすぎる。

「もしも、わたしが、ずっとこのままで」

　青い瞳ひとみが赤い空を見上げる。

　潮を含んだ風が銀の髪を揺らして雲を流す。

　空も、大地も、海すらも、全すべてが夕ゆう陽ひの中──




「わたしが『道化師の栄光バツドジヨーク』じゃなくても、好きでいてくれますか？」




　見えないとわかっていながら、宗そう司じは、キリカは、悲しげに微笑ほほえんだ。

「そんなことに、何の意味もない」

「それでも、わたしは聞きたい」

　だから、宗司は答えた。

「おれに必要なのは『道化師の栄光バツドジヨーク』で、おれが好きなのは沢さわ村むらキリカだよ」

　その言葉が望んだものだったかはわからない。

　けれども、それは呪のろいを解く魔法の言葉のように。

「あっ──」

　キリカは自分自身に力が満ちるのを感じた。

　疲れ果てて眠っていた何かが目を覚ますように、キリカは目覚める。

「空笑え──」

　虚こ空くうに手を伸ばし、名前を叫ぶ。

「欺あざむく影絵『道化師の栄光バツドジヨーク』！」

　名前が力を定義し、定義された力は活動する。

　幼く、か弱く、始まってしまった瞬間の彼女が、時を経て強くなった彼女へ戻る。

　十七歳、幾度もの死を乗り越えた姿で再び『敵』の前に立つ。

「ソージラブー、沢村キリカさん、ふっかーつっ！」

　ひどく嬉うれしそうに、勢い良く振り返って、好きな人の顔を見る。

「おかえりキリカ──って、おい待て！　急に動くと──！」

　忠告は間に合わなかった。

　十歳から十七歳へ成長した体、着ていたのは十歳児サイズに合わせた白いワンピース。

「……え？」

　丁度、振り返り終わったその瞬間。

　ぷちぷちと糸が切れる音がし、宗司の眼前で、白いワンピースは弾はじけ飛とんだ。

　銀の髪に青い瞳ひとみ、たゆんと豊かな胸に、くびれたウエスト──

「うっきゃああああああああ！」

　赤く染まった世界にキリカの悲鳴が響き渡り。

　それもやがて消えた。




　因ちなみに、この後キリカさんは『道化師の栄光バツドジヨーク』で無む理り矢や理り服を作りました。













日誌　七　偽りの星空






　体の上に重みを感じて、宗そう司じは目を覚ました。

　冬の朝に鳴く雀すずめの声、カーテンから漏れる光を閉じた目ま蓋ぶた越しに感じて眉み間けんを寄せる。

「ん、うう……誰だよ」

「うなー」

「……なんだ、フェルか。また人の布団に忍び込みやがって…………てぇ？」

　眠気でしばしばする目を開けて、瞬間、眠気が吹き飛んだ。

　上に乗っている少女──長い髪、ぴょこんと生えたネコミミ、感情の見えない瞳ひとみ。

　ただしその瞳は虹にじ色いろをして、ネコミミもただのカチューシャだ。

「おはようございます、兄さま」

「リリリリリリ、リ、リ、リ、リリス？」

　浮気がばれた亭主の勢いでうろたえる宗司、フェルとリリスの声を間違えたことが気まずいのもあるが、それ以上に。

「素敵な素敵な黒猫リリスです、にゃん」

　虹色の瞳を僅わずかに細め、誘うような声で彼女が言った。

　背中に流した長い髪にネコミミカチューシャを、すらりとした体に透ける程に薄い黒のベビードール。引き締まった足にはガーターベルト付きの黒ストッキングをはいている。

　その大人びた美び貌ぼうに相応ふさわしく、リリスはまさに妖よう艶えんな黒猫だ。

「似合いますか、兄さま」

　うろたえる宗司に向けて、リリスは文字通り誘うような猫なで声で問う。

　その妖あやしさに、宗司はごくりと唾つばを飲んだ。

「に、似合ってるな、確かに」

「はい、頑張りました。兄さまにそろそろ間違いを起こしてもらおうと思いまして」

「ま、間違い？」

「リリス的には正解ですが」

　ちろりと赤い舌を覗のぞかせて、黒猫リリスは悩ましげに体を揺らす。

　宗司の上で揺れた髪からは甘い、香水の香りがした。

「さあ、兄さま……リリスといけないことをしましょう」

「さすがに待って、落ち着いてマイシスター、色々耐性ついたパワーアップお兄ちゃんでもこのシチュエーションはない、困る、受け入れ難い！」

「安心してください兄さま」

　つつつ、黒猫リリスは指先で宗そう司じの胸板をなぞる。

「リリス、頑張ってリードしますから」

「遠慮します」

「この日のために、関連書籍で勉強してきました」

「その関連書籍には非常に興味があります」

「実践経験はありませんが、きっと上う手まくできると思っています」

「色々と過程を飛ばしすぎですよリリスさん！　そうだ、まず交換日記から始めるのはどうだろう！　お兄ちゃん、超オススメ！」

「嫌です」

「お願いだからそろそろブレーキ踏んで下さい」

「残念ながら、リリスにはアクセルしかありません」

　愛らしく、彼女は唇に人差し指を当ててウインクをした。

「ちょっとドキッとしたけど、明らかにまずいよねこれ」

　抗議の声を聞き流し、黒猫リリスは宗司の上に乗ったまま顔を寄せる。

　端整な顔に黒猫のカチューシャ、リリスの顔が近付き、虹にじ色いろの瞳ひとみに愉ゆ悦えつが宿る。

「ずっと、兄さまとこうなりたかった」












　熱く濡ぬれた吐息が唇から落ち──ぴたりと、リリスの動きが止まった。

「……リリス？」

「……失礼します」

　突如リリスが身を翻ひるがえす。ネコミミカチューシャを載せた長い髪を揺らし、黒猫リリス（後ろ姿は初見だが、ちゃんと尻尾しつぽもあった）が部屋から逃げ出した。

「え？　お、おい、どうしたんだ？」

　宗そう司じは思わず、リリスを追って部屋を出る。

　リリスは部屋のすぐ外で、蹲うずくまり、自分の体を抱えて震えていた。

　寒い？　ああ違う、怯おびえている。

　宗司は跪ひざまずきリリスの細い肩に触れようとして、気付く。

　リリスの体が、二重に見える。

　ピントの狂ったカメラで覗のぞいているように、輪郭がぼやけている。

「……どうやら、今のリリスでいられる時間は、もう少ないようです」

　俯うつむくリリスがどんな表情をしていたのかはわからず、宗司は迷うように空中で手を動かし、結局、触れはしなかった。

「そうか、二人に戻るのか」

「わかっていたことではあります、今のこの状況は、引ひき摺ずられたようなものです。代償は支払われなければならない」

「そうだ、それはとても正しい」

「兄さま、お願いがあります」

「なんだい？」

「デートをしてください、リリスと」

　一度、言葉を切り、続けた。

「今の、このリリスなら、妹でなく、恋人として、見てもらえるでしょうから」

「……意味はないぞ」

「ですが無価値ではありません」

「リリスが望むなら、おれは喜んでそうしよう」

「約束してくれますか」

「約束する」

「やりました！」

　ぐるりっと回ってリリスが勢い良く立ち上がる。

　ネコミミカチューシャを載せた長い髪がなびき、腰につけた尻尾が揺れる。

　拳こぶしを握りガッツポーズ、普段は表情に乏しい顔に満面の笑みを浮かべて叫ぶ。

「兄さまとのラブラブデートです！」

「あっれー、おれ、騙だまされてねえ？」

「気のせいです」

「何だ気のせいか」

「はい、ですがこんなこともあろうかと思い、既にお弁当の準備は完了、行きたい場所も選定済み、後は着替えて出発するだけですので兄さまも急ぎ支度をお願いします」

「何だこの罠わなにかけられた気分！」

　言葉を遮るように、リリスは宗そう司じの唇を人差し指で塞ふさいだ。

「駄目ですよ兄さま」

　少し冷たく、少し遠く、見み惚ほれるほど綺き麗れいに、彼女は微笑ほほえむ。

「約束、守ってくれないと」

　綺麗な笑顔をそのままに、突然、虹にじの瞳ひとみから光が消えた。

「リリス、何をするか、わかりませんよ」

　ぞわりと宗司の背に悪寒が走ったのは、きっと季節のせいで。

　リリスの顔が、余計な全すべてを削そぎ落おとしたみたいに綺麗だったからでもある。

「喜んでデート致しますよ、ボクの大事なお姫さま！」

「いやだ、兄さまってば調子が良いんですから」

「ハハハ、リリスが綺麗すぎるのがいけないのさ」

「いやんいやん、そんなに褒ほめられたら恥ずかしいです」

　ベビードールにガーターストッキング姿のまま、リリスはくねくねと身を捩よじらせた。

　解ほどいた長い髪と、猫尻尾しつぽが一緒に揺れるのがちょっと可愛かわいらしい。

「……しかし、おれは普通に頼まれても普通にオーケーしたと思うんだが？」

「それは簡単です、リリスは別に、最初の段階で兄さまが間違いを犯してくれても一向に問題ありませんでしたので」

　なるほど、二段構えだったわけだ。

「これは嵌はめられたと言わざるを得ない」

　宗司は盛大に溜ため息いきを吐ついた。




　こうして騒がしい朝が過ぎ、宗司とリリスはデートに出掛けた（無断欠席二日目）。

「どこに行くんだ？」

「動物園です」

「水族館？」

「動物園です」

「なるほど」

　バスに揺られること二時間ほど、郊外の『動物園前』という停留所で降りた。

　平日昼前ということもあり、降りたのは宗そう司じとリリスだけだった。

　ぐるりと柵さくで囲われた広い敷しき地ち、正門の柱はキリンと鼻を上げた象を模していて、駅の改札のように出入り口とチケット売り場がくっついている。

「では行きましょうか」

「はいよ」

　チケット売り場に向かいリリスが歩き出し、宗司も並んで歩く。

　今日のリリスは裾すその長いセーターと色を合わせたロングスカート、朝方と同じ黒いストッキング。隠れて見えないガーターベルトもそのままらしい。

　シンプルな服装、背筋をぴんと伸ばして美しく歩き、その背中ではポニーテイルが僅わずかに揺れている。

　宗司の方はパーカーにジーンズという普段着で、リリス手製の昼食などを入れたリュックを背負っていた。

「兄さま、失礼します」

　チケット売り場が近付くと、急にリリスが宗司の腕に抱きついた。

「え？　え、なに？」

　戸惑いの声を無視し、リリスは半ば無む理り矢や理りチケット売り場へ宗司を引っ張って行き、売り子の女性に向けて言う。

「大人二枚、恋人割引でお願いします」

「はい、かしこまりました」

　売り子の女性が、営業スマイルを浮かべて答えた。

「それでは恋人同士だということ証明していただけますか」

「わかりました」

　宗司が口を挟めないまま、事態はあっという間に進行してしまう。

「それでは、『宗司』、お願いします」

「恋人同士の証明……だと……」

　戦慄わななく宗司の眼前で、リリスは虹にじ色いろの瞳ひとみを閉じ少しだけ背伸びをした。

　顔の高さを合わせるように、そして、何かをねだるように。

　何を要求されているのか理解できないほど、宗司はもう馬ば鹿かでも鈍感でもない。

「恥ずかしいので早くして下さい」

　顎あごを上げて目を閉じたおねだりポーズのまま、リリスが言う。

「お、おお、じゃ、じゃあ、やるぞ」

　セーターに包まれたリリスの細い肩に手を置くと、宗司は覚悟を決めて身を屈かがめた。

　リリスの頰ほおは僅かに赤く、宗司は僅かどころではないほど赤く。

　二人の鼓動は相手に聞こえてしまいそうなほどに激しく高鳴り。

　そして、二人の間で、小さな音がした。

「……」

「……」

　遠ざかる顔、無言のまま、どちらからともなく恥ずかしげに目線を逸そらす。

「恋人同士だと確認しましたので割引を適用させていただきますね……本当は頰ほおでも良かったんですけどね」

「うえええ！」

　宗そう司じが変な声を上げリリスを見た。

「まさに、リリスの計算どおりです」

　虹にじ色いろの瞳ひとみに悪戯いたずらな光を宿し、平然とリリスは答えた。

「……お見事」

「ありがとうございます、それでは宗司、行きましょうか」

「かしこまりました、お姫さま」

　宗司が腕を差し出して、リリスは自然とそれに抱きついて、二人は動物園に入場した。




　門を潜くぐったすぐ正面には、フラミンゴの池がある。

　その名の通り、柵さくで囲まれた浅い池の中に色鮮やかなフラミンゴたちがいる。

　この動物園なりの出迎えなのかもしれないが、平日昼間とあっては客足もまばらでフラミンゴたちも所在なさそうに──何な故ぜか片足立ちでキョロキョロしていた。

「素直に両足で立てよ！」

「兄さま、反射的にツッコミを入れないでください。それも動物相手に」

「え？　あれってツッコミ待ちじゃないの？」

　因ちなみに、体温調節のためである。

「……ん、もう『宗司』って呼ばないんだな」

「何だかむずがゆいので、戻しました」

　ぷいと顔を背そむけ、素っ気無く言った。

「へー、ほー、ふーん。まったく、リリスはカワイイなー」

　宗司がにやにやと意地悪に笑った。

　実際、背けたリリスの顔は恥ずかしさで真っ赤になっていた。

「ど、どこから回りましょうか、なかなかに広いので計画的に回りたいところです！」

　物もの凄すごく強引に話題を変え、リリスは近くにあった案内板を読み上げる。

「アジア、アフリカ、オーストラリア、小鳥のドームに世界のおもしろ動物。お楽しみふれあいコーナー、北の国の動物たち──北の国コーナーにはペンギンもいるそうです」

「赤いのか！」

「兄さま、さすがに普通の白黒だと思いますが」

「そうか……赤くないのは良いことだ。うん、赤じゃないなら白でも黒でも紫でも良いが、見に行くか？」

「リリスはから揚げの材料に興味はありません」

　どうやら、宗そう司じの妹はペンギンがお嫌いらしい。

　単にペンギン二号ことリアが嫌いなだけかもしれないが。

「じゃあ、どこに行きたい？」

「北の国コーナーです」

「よろしい、まずは三十秒前の自分のセリフを思い出そう」

「ペンギンはどうでもいいのですが、アザラシに興味があるのです」

「アザラシか……」

　宗司の脳裏に、白くてもふもふ、丸っこくて可愛かわいらしいアザラシの図が浮かぶ。

「うん、ちょっと楽しみだな」

「では早速、向かいましょう」

　恋人同士のように腕を組み、人ひと気けのない園内を北の国コーナーへと向かった。

　北の国コーナーは、人気が少ないなりに人が多かった。

　要するに、少しはいたということだ。やはり、ペンギンやアザラシは人気なのだろう。

　アザラシのプールを見下ろしているのも、宗司たちだけではなかった。

「ここがアザラシか」

「はい、そのようです」

　転落防止用の柵さくに手を乗せて、宗司とリリスは並んでアザラシのプールを眺める──　今の二人は、リリスがそう望んだようにどこから見ても動物園でデートを楽しむ恋人同士の姿に見えただろう。

「ふぅん……」

　アザラシ用のプールは、水族館で見たペンギンたちのコーナーと良く似ていた。

　深く掘り下げたプールと、白い岸。水族館では横からだが、動物園では上からという視点の違いはあるにせよだ。

　何匹ものアザラシたちがそのプールの中を元気に泳ぎ、また別のアザラシは岸に上がって日光浴……置物のようにどべーっと寝ね転ころがっていたりと、思い思いに過ごしている。

　宗司は観察するように、特にそのどべっと寝転がっているアザラシを見ていた。

　灰色がかった抱き枕まくらのような体に、ちょこんと生えた短いひれ、目は小さくて口の周りに白い髭ひげが生えた何とも愛あい嬌きようのある顔だ。

「……アザラシ？」

「アザラシです」

「なんかこう、想像と違うんだが。アザラシって、もっと白くてふわふわした毛が生えてるんじゃないのか？」

「それは子どものアザラシです兄さま。成長すると毛が抜け灰色になります」

「……なんかちょっと、お兄ちゃん夢が壊れた」

「よしよし、兄さま、元気を出してください」

　柵さくに手を付いて肩を落とした宗そう司じを、リリスがよしよしと優しく撫なでた。

　背も髪も伸びた大人リリスがそれをすると、どっちが年上だかわからない。

「お兄ちゃん、何だか元気が出てきた！」

　きらーんと白い歯を光らせ宗司は華麗に復活した。

「ま、想像とは違うけど、これはこれでカワイイな」

「はい、兄さま。見てください、あのアザラシさんが歩く姿を」

　たった今、プールから上がったアザラシが短いひれを使って、赤ん坊が這はうようにのたのたと一生懸命に進んでいる。

「カワイイな！」

「カワイイです、リリスはちょっとアザラシさんを枕まくらにしてみたいです」

　恐らくアザラシを気に入ったのだろう、声が普段よりほんの少し弾んでいる。

「抱き枕、か……」

　宗司は想像する──場所はよくある一般家庭の居間、こたつからちょこんと顔だけ出したリリスとリリス（十三歳双子バージョン）が、間にアザラシを挟んですやすやと眠っている、そんな平和な光景。

「リリスカワイイ！　よっしゃ、お兄ちゃんアザラシを一匹貰もらってくる！」

「落ち着いてください兄さま！　家ではアザラシは飼えません！」

　アホが転落防止用の手すりに足をかけ、リリスがすかさず宗司の体に手を回し抱きつくようにして押し留とどめた。

「くっ……なんてことだ、折せつ角かくカワイイリリスにアザラシをプレゼントしようと思ったのに。妹の『アザラシを抱き枕にしてみたい』という願いすら叶かなえられないなんて、おれは兄失格だ！」

　本気で悔しそうに歯は嚙がみをし、宗司はがんがんと手すりを叩たたいた。

「も、もう兄さまってば……気持ちは嬉うれしいのですが、リリスはどちらかといえば、兄さまの抱き枕が、キャッ、言っちゃいました、リリスってば大胆」

　自分で自分の台詞せりふに照れたのか、頰ほおを僅わずかに染めたリリスがぱたぱたと意味もなく両手を振っている。

「そうか、おれがアザラシの着ぐるみを装備してリリスの抱き枕になれば良いのか！」

「着地する場所を間違えていますが、おおむね間違えてはいません！」

「よし、今すぐ売店に行ってアザラシの着ぐるみを買おう」

「はい、兄さま。リリスは何ど処こまでも兄さまについて行きます」

　手を繫つないでルンタッタルンタッタ、軽い足取りで宗そう司じとリリスが歩いて行く。

「ハハハハ、リーリス」

「ウフフフ、あにさーま」

　二人の世界に入り込み──数少ないながらも存在する他ほかのお客を全力で無視し──甘ったるい幸せオーラを撒まき散ちらす。

「……きゅー？」

　プールサイドに寝そべるアザラシは、小さな瞳ひとみで二人を見送り首を傾かしげた。




　数分後。

「まさか、売店にアザラシの着ぐるみを売ってないとは……」

「まさしく盲点でした」

「くそっ、アザラシグッズは結構あったのに」

「仕方ありません兄さま、気を取り直して動物園巡りを続けましょう」

　当たり前の事実に直面し挫折した二人が、動物園巡りを再開した。

　一応、この動物園にも順路（おすすめルートに近い）があるので、今度はそれに沿って動物たちを眺めて行く。

　鹿しかにキリンに、象といかにも動物園らしい動物たちも悪くはない。

「いやー、キリンの首は長かったなー」

「はい、長いとは知っていましたが実物を見るのは新鮮です」

「ここは、猿山か……ん？」

「お猿さんが沢山ですね……どうかしましたか、兄さま？」

「いや、あの変な動きしてる猿は何してんのかなと思って」

　と、宗司が猿山の隅っこを指差し、リリスもそちらを見た。

　そこには確かに、奇妙な動きをしている猿がいた。

　動きに乏しいダンスのような、寒さに震えているような……

「ん、あれ、二匹いるな」

　よくよく見れば、それは二匹の猿だった。

　一匹が一匹を組み敷いて、上になっている方が能動的に体を揺すっている。

　つまり交尾だ。

「キタァアアアアアアアアアアア！」

　リリスが叫んだ。宗司が驚いた。たまたま通りすがった他のお客も驚いて二人を見た。

「兄さまの遠まわしのお誘い、リリスは確かに受け取りました！」

　ずい、と宗そう司じに詰め寄るリリス。

　心なしか息も荒く、瞳ひとみはキラキラと言うよりギラギラ輝いている。

　誰もが振り返るほどに端整な美び貌ぼうは、誰がどう見ても明らかなほど興奮していた。

「い、いや、それは多分、受け取り方を間違えてる。誤配送された荷物を自分のものにするぐらい間違えてる」

　既に腰が半分逃げている宗司が、上うわ擦ずった声で落ち着かせようと試みるが。

「リリス、都合の悪いことは一切聞こえません」

「便利な耳してんなおい！」

「さあ、兄さま！」

　ずいずいずいと詰め寄るリリス、宗司は後ずさりするがすぐ後ろは柵さくで逃げられない。

　宗司は助けを求めるように視線を周囲に走らせた。

　背後には猿がいる、だからどうした。数少ない他ほかの客、もういない逃げた。

　今この瞬間に隕いん石せきが振ってきて何もかも壊れる確率、低すぎる。動物園の時計──

「そうだリリス！　もうすぐお昼だし食事にしよう。リリスが作ってくれたお昼ごはんをお兄ちゃん楽しみにしてたんだ！」

　矛先を逸そらすための台詞せりふだが、楽しみにしていたのは本当なのだろう。

　リリスもそれを感じ取ったのか、素直に半歩後ろへ体を引いた。

「もう、兄さまってば……そんなに楽しみにされていたのでは、お昼ごはんにするしかないじゃないですか」

「そうさ、お兄ちゃんはリリスの手料理が食べられないような世界なら滅んじゃえと思うぐらい楽しみにしてるんだ、こんなボクって、変かな？」

　きらりと白い歯を輝かせ、必殺のハニースマイルで駄目押しする。

「いいえ兄さま、凄すごく、リリスは嬉うれしいです」

　効果は抜群だ。リリスの頰ほおは赤く染まり、虹にじ色いろの瞳が僅わずかに潤うるんだ。

「さあ、行こうお姫さま。確か、向こうに休憩所があったから」

「はい、兄さま」

　すかさず、だがさり気なく宗司はリリスの肩を抱き、背中を押すように歩き出し。

　そのまま休憩所にリリスを連れ込んだ。

　休憩所は東あずま屋やのような小さなもので、エアコンと自販機、テーブルぐらいしかない。

　もっとも昼食持参の二人にはさして関係ない。テーブルに着き、宗司はずっと背負っていたリュックからリリスお手製の昼食を取り出した。

「兄さまが楽しみにしているところ悪いのですが。時間がなかったので簡単なサンドイッチです。一応、温かい紅茶を入れた水筒もあります」

「ハハハ、良いんだよ。リリスが作ってくれた、それだけでボクの心はとても温かく、幸せな気持ちで満ちるんだ。これって、愛なのかな？」

「ああん、兄さまぁ。リリスはもうランチの前におなかいっぱいになりそうですぅ」

　甘ったるい台詞せりふに答える甘ったるい声が東あずま屋やに満ち、宗そう司じは取り出した大きなランチボックスの蓋ふたを開けた。

「へえ、カワイイな」

　プラスチックの串くしに刺した一口サイズのサンドイッチが沢山入っている。中には丸めたパンを団子のように三つ串に刺したものもある。

　串で刺したのは彩いろどりのためだけではなく、形崩れ防止と手を汚さず食べるためだ、簡単ではあるが意外と手が込んでいた。

「ありがとうございます」

　嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、リリスは水筒の蓋を裏返したコップに温かい紅茶を注ぐ。

　保温機能は抜群のようで、紅茶から柔らかな香りがふわりと立ち昇る。

「……いけません。リリスはうっかりしていました。コップがこれ一つです」

「二人で使えば良いんじゃないか？」

「それは間接キ──いえ、何でもありません。そうしましょう兄さま！」

「よし、じゃあいただきます」

「はい、いただきます」

　二人は手を合わせて言うと、串に刺したサンドイッチを取る。

「リリス、あーん」

「兄さまも、あーん」

　当たり前のようにサンドイッチを食べさせ合う二人。

「ううん、美お味いしいな。リリスの愛を感じるよ」

「はい、兄さまへの愛をたっぷりと込めています。ああ、まるでリリスが兄さまに食べられているようです」

「それは困った、食べ終わったらリリスはいなくなっちゃうのかい？」

「もう兄さまってば、食べられちゃってもリリスはずっと一緒と決まっています」

　……ストレートのはずの紅茶がひどく甘ったるく思える食事の光景だった。

　この東屋に他ほかのお客がいなかったのが、せめてもの幸いだ。




　昼食を終えた午後、二人はまたのんびりと動物園を散策し、時折面白そうな動物を見かけては足を止めるということを繰り返した。

　最初は計画的に回ろうと言っていたくせに、気がつけば総当りで足の向くままだ。

　まあ、それはそれで面白いのだろう。

「何だこの鳥、目付きが只ただ者ものじゃねえぞ……」

「こちらをじっと見たままぴくりとも動きません……」

　今、二人は『世界のおもしろ動物』コーナーでハシビロコウという鳥に見入っていた。

　一メートル半程度の背の高い鳥で、三分の二が足というバランスの悪さ。

　珍妙な鳥だ。目付きが殺し屋のように鋭く、子どもが見たら泣きそうなほど怖い。

　しかもただの怖い鳥ではない。この鳥、やたらとクチバシが大きく、顔の一・五倍ぐらいある。そのせいで怖い顔が妙にユーモラスなのだ。

　きりっと鋭い目つきと無駄に大きなクチバシ。人間に喩たとえるならば、漫画に登場するカミソリの如ごとき目をしたスナイパーをひどいたらこ唇にした感じか。

　おまけにこの鳥、とにかく動かない。じーっと立ったまま宗そう司じたちを睨にらみ返かえすように檻おりの外を見詰めている。

「ハシビロコウか……世の中には変な生き物がいるもんだな」

「はい、一応、かなり珍しい鳥のようですが」

「ううむ、貴重な鳥なのか、いやそれにしても変な鳥だ」

　ハシビロコウを眺めていた宗司はふと思いつく。

「リリス、ちょっとこっち向いて」

「どうかしましたか兄さま」

　言われて、素直にリリスが振り向くや宗司は。

「ハシビロコウの真ま似ね」

　きりっと真剣な顔をして、唇だけ精一杯尖とがらせた。

「……兄さま、それではただの変な顔です」

　大人びた美び貌ぼうに相応ふさわしい素っ気無さだが、よく見ると唇がぷるぷる震えている。

「威い嚇かく」

　真面目まじめくさった顔のまま、両手と片足をゆっくり広げる。

「だ、だから、兄さま、それでは変な顔だと……」

　唇どころか、肩までぷるぷるし始めた。

「第三弾、求愛」

　と、宗司がネタを披露しようとした瞬間、ハシビロコウが動いた。

「フガアアアアアアアア！」

　激しい鳴き声と共に大きく翼を広げ、大きく白目を剝むいた！

　翼を広げたハシビロコウは大迫力で、体が倍に膨れ上がったように見える。

　のだが、白目を剝いているため、そこはかとなく間抜けな感じもした。

「くうう、おれの負けか。まさか白目を剝いてくるとは……」

「兄さま、そこは悔しがるところではありません」

　そんな具合にハシビロコウを堪たん能のうした二人は、更に歩き今度は『お楽しみふれあいコーナー』に足を運ぶ。

　まあそのままのコーナーだ。ウサギ等の小動物や、子羊などがいる柵さくと屋根だけの簡素な小屋で、動物の餌えさ売りを兼ねた係員が一人ついている。

「……むう？」

　ウサギに赤いのが混ざっていないことを確認していた宗そう司じが、ふと首を傾かしげた。

　一匹、ウサギの群れにやたら大きなのがいた。

　ブタウサギとでも呼ぶべきか、顔はウサギっぽいが体は丸々としていてブタっぽい。

　茶色くごわごわした毛並みで、耳と四本の足は短く尻尾しつぽもなかった。

　宗司はしゃがみ、まじまじとその顔を観察する。

　鼻が大きいが目は綺き麗れいだ。

「ううむ、ブサイクなんだが愛あい嬌きようがあるな」

　人になれているのか逃げもせずむしろ興味深げに小さな瞳ひとみで見詰め返している。大人しいというか、のんびりした動物のようだ。

「カピバラの子どもです、兄さま。大人はこの倍ほどあります」

「詳くわしいな」

「先ほど、係員の方に聞きました」

　すっ、リリスが音もなく宗司のとなりにしゃがみ込む。

　カピバラは新しい人の存在を確かめるように視線をリリスに向ける。

「どうぞ、カピバラさん」

　こっちを向いたカピバラの鼻先に、リリスは細長く切ったニンジンを差し出した。

「キュルゥー」

　カピバラは嬉うれしそうに喉のどを鳴らし。かりかりとニンジンを食べ始める。

「買ったのか、餌」

「はい」

　リリスは頷うなずき餌を食べているカピバラを撫なで始めた。

　その横顔は美しく、成長してなお表情に乏しい。

　乏しいが、宗司には楽しそうに見えた。

「……ふぅん」

　アザラシにカピバラと、リリスは太った丸っこい動物が好きなのかもしれない。

「これは新しい発見だな」

　呟つぶやき、宗司は静かにその場を離れた。

　………………

　…………

　……

「おかえりなさい、兄さま」

「ただいま、リリス」

「どちらへ行っていたんですか」

「アザラシの着ぐるみを置いてなかった、品しな揃ぞろえの悪いお土産コーナー」

　ふれあいコーナーに戻って来た宗そう司じは、軽く抱えられる程度の紙袋をリリスに渡す。

「……これは？」

「プレゼント。今日の記念……ほれ、折せつ角かくの、デートだしな」

「ありがとう、ございます」

　一瞬だけ驚いたように虹にじの瞳ひとみを見開いて、リリスが言った。

　紙袋の中には、アザラシとカピバラの可愛かわいらしいぬいぐるみが入っていた。

「気に入ってくれたら、嬉うれしいよ」

「はい、とても、気に入りました……リリスは嬉しいです」

　はにかんで、リリスがぎゅっとぬいぐるみたちを抱きしめた。

　するりと、余計なものが抜け落ちたような、シンプルな言葉。

　今更ながら気恥ずかしくなって、宗司が頰ほおを搔かいて視線を逸そらす。

「あ、あー。帰りも二時間かかるし、そろそろ引き上げるか？」

「リリスは、最後に寄りたい場所があります」

「良いぜ、どこに行く？」

「プラネタリウムです」

「ここ、動物園だよな？」

「はい、ですが園内地図によると存在します」

　元々は動物園、植物園、博物館を併設した一大施設を作る予定だったが資金難その他で計画が頓とん挫ざ。結果、動物園とプラネタリウムという妙な組み合わせが残ったのだ。

　地図の通り行ってみれば、確かにプラネタリウムはあった。

「……マジであるよ、凄すごい違和感だな」

「丁度、次の上映が近いようです。入りましょう」

　プラネタリウム内部はすり鉢状のホールになっており、中央に黒く丸い機材が置いてあった。機材を囲むように並ぶリクライニングシートの一つに二人は腰を下ろした。

　上映を待つ間、宗司はちらと隣に座るリリスを見た。

　白しろ崎さきリリス、十三歳。今はとてもそうは見えないほど美しく成長している。

　じっとスクリーン──天井を眺める虹色の瞳、長く伸びた髪にすらりと伸びた手足、端整な顔の中に僅わずか残った悪戯いたずらっぽい幼さ。

「……」

　沈黙するその横顔に、憂いの欠片かけらを見たのは考えすぎか。

　ブザーが鳴って照明が落ち、中央の機材が低い音を立てて駆動する。

　宗そう司じもまた、天井を見上げた。

　現実に決してありえぬ満天の星空が広がっていた。

「所しよ詮せんは、偽物です」

　地上の明かり、空の濁にごり、何一つ存在しないが故ゆえの美しい星空だ。

『それでは、星座の解説を始めさせて頂きます』

　ホールに備え付けられたスピーカーから響くナレーション。

　天井のスクリーンに、星と星の間にラインを引いて有名な星座を描いていく。

　やがて解説が、春のおひつじ座から始まる十二星座に触れた。

　構成する星、見られる季節。

『ギリシャ神話にはおひつじ座に関するエピソードがあり──』

　リリスが何も言わないので、宗司もあえて口を挟まず星座の話を聞いていた。

　やっとリリスが口を開いたのは、十二星座も終わる頃ころ。

『魚座は、リボンで繫つながった二匹の魚を描いています。ギリシャ神話によると──』

　ナレーションに先んじて、リリスが続けた。

「二匹の魚は美の女神アフロディーテと、その息子、愛の神エロスです」

「へえ」

　相あい槌づちを打ち、横目でリリスを見た。

　静かな横顔、虹にじ色いろの瞳ひとみは偽りの星空を見上げたまま動かない。

「川のほとりで開かれた神々の宴会に突如として怪物が乱入して来たのです。神々は大慌てで逃げ出しました。その中でアフロディーテとエロスは魚に変身し、川に飛び込んだ」

　ガチャン。

「その際、離れ離れになってしまわないようリボンで互いを繫いだ。それが魚座です」

「なるほど……で、それと、おれの手首にはまってる手て錠じようと何の関係があるのかな？」

　リリスが手錠で、自分と宗司の手首をさっきいきなり繫いだのだ。

「神話に倣ならって、兄さまを逃がさないように繫ごうと思いました」

「むしろ、何で手錠なんて持ってるのかと聞きたい」

「こんなこともあろうかと常備しています」

「そこまでするか」

「……リリスは兄さまの妹です」

　何を今更言うのかと、宗司は訝いぶかしげに首を傾かしげる。

「ですが、偽物の妹です」

　間違いではない、だから、何も言えない。

「リリスは何なのでしょうか？　厳密に言えば妹ですらないのに妹で、友人にも恋人にもなれない、それどころか……」

　憂いを帯びた横顔、虹にじ色いろの瞳ひとみはひどく遠くを見ていた。

「時折、自分の立ち位置がわからなくなります」

　ポニーテイルにまとめた長い髪を揺らし、リリスが宗そう司じを見た。

　美しくも悲しく、彼女は微笑ほほえみかける。




「愛しています兄さま」




　静かで、強い言葉だった。

「リリスにとって確かなことは、それだけです」

「そうか」

「はい、だから偽物の妹で我慢しています」

　手て錠じように繫つながれた腕、指を絡ませ手を繫ぐ。

「これだけが、確かなものだから、リリスは絶対に……離しません」

　たとえ──あなたを苦しめても。

「怖い妹だ」

「知らなかったのですか兄さま、妹には兄の全すべてを搾さく取しゆする義務があり、兄に全てを捧ささげる権利があるのです」

「本当に怖い妹だ」

　宗司が小さく苦笑して、リリスはくすりと面白そうに笑う。

「兄さまが道を踏み外してしまうまで、何度でも言ってあげますね」

　偽物の空の下、鎖で繫いだ手、リリスは長い髪をかき上げ宗司の上に覆おおい被かぶさる。

「愛しています兄さま」

　リリスの唇は、甘い毒の味がした。




　その翌日のこと。

「おはようございます、兄さま」

「おはようございます、兄さま」

　表情に乏しい幼い顔立ち、十三歳の華きや奢しやな体、石せつ鹼けんの匂においがする真っ白な肌。

「……おはよう、リリス」

　目覚めた宗司は、両側に寝ていたリリスとリリスに向かって言った。

　枕まくら元もとにはアザラシとカピバラのぬいぐるみが並んでいて。

　宗司の両手首に嵌はまった手錠がじゃらりと鳴った。













日誌　八　遊園地に行こう






「うーす、なんかこの挨あい拶さつするのも久しぶりだが遅くなった──わお」

　ある日の放課後、宗そう司じが部室のドアを開けると一いち乃のが拗すねていた。

　何な故ぜか、犬耳つけて。

「ぐるるるるー、がうがう！」

　椅い子すに座った一乃は赤い瞳ひとみを吊つり上あげて、威い嚇かくするように喉のどを鳴らす。

　長い黒髪の上に犬耳カチューシャ、見慣れた黒いセーラー服、何故か両隣に『えこ贔ひい屓き反対』というノボリが立っている。

「……ごめん、普通にわからない。リアクションが取れない、でもそのイヌミミはとてもキュートで素敵だよハニー」

「やだもう、今日のあなたもクールで素敵よダーリン──って違うわよ！」

　一乃はいやんいやんと嬉うれしげに照れていたが、思い出したように大きく首を、長い黒髪を振り席を立った。

「両隣にわかりやすく『えこ贔ひい屓き反対』と書いたのぼりを立てているじゃないの。それも二本。つまり二回のえこ贔屓、心当たりは……全然関係ないのだけれど」

　一いち乃のはいきなり話を変える。

「えこ贔屓を『エコ贔屓』と書くと、色々ブラックな感じがするわよね」

「いきなり過ぎるにも程があるだろ！」

「ペットボトルのリサイクルは新品作るよりコストがかかり地球に優しくないとか、家電や車両を買い換えている段階で膨大な──」

「はいストッッッッップ！　何万人が言ったかわからないような駄だ洒落じやれで、色んな方面に喧けん嘩かを売るな！」

「ウープス、一乃さん的ブラックジョークでした」

　宗そう司じが慌てて遮るも、一乃はクールに肩をすくめるだけだった。

「ああ、実にブラックだったよ。ブラック過ぎて笑えないところまで含めてブラックだったが話を戻すぜ。えこ贔屓が何だって、二回分？」

「そう」

　びしり、一乃が指差す。

「ヒントは水族館と動物園よ！」

「それ答えっす一乃さん！」

「どうやら、理解できたようね」

「はい、キリカやリリスと遊びに行ったのがばれたということは理解できました」

「浮気は死刑」

「浮気違うよ」

「言い訳も死刑」

「あんたどこの暴君だ」

「土下座すれば許してあげるかもしれないわ」

「ふざけるな！　おれにもプライドってものがあるんだ！　土下座すれば許してもらえるんですねすいません！」

　実に軽やかに、宗司は正座して頭を下げた。

「ふふっ、良い格好ね」

　赤い瞳ひとみは冷たく傲ごう然ぜんと見下ろして、さり気なくハイヒールに履き替えて這はい蹲つくばるその背をぐりぐりと踏みつける。

「ぐおおおおおお、や、やめろ、新世界に辿たどり着つきそうになるからあああああ！」

「止やめて欲しければ、私もどこかに連れて行きなさい。遊園地が良いわね」

「あの、さすがに、ボクも懐ふところ具合が厳しい、のです、がぁあああああ」

「聞こえないわね。さあて、どこを踏んであげようかしら。ふふっ」

「わ、わかりました、わかりました。次の週末なんてどうでしょう」

「あら、懐ふところ具合が厳しいのではなかったの？」

「ふっ、この白しろ崎さき宗そう司じ、キミのためならいかなる犠ぎ牲せいを払おうともっっっっつ、ひ、人が格好をつけてる最中に強く踏むなよ！」

「安心なさい、踏まれている段階で格好のつけようがないわ」

「……ぬう、それは確かに」

「だから安心して踏まれて良いのよ、ほら、ここが気持ちよいのでしょう、ほら！」

「いやあああああ、やめてええええええええ！」

「ふふっ、素敵よ宗司、もっと惨めな声を私に聞かせて、もっと無ぶ様ざまに鳴きなさい！」

　愉ゆ悦えつと嗜し虐ぎやくを宿して一いち乃のは歓喜の声を上げた。

　一乃が満足するまで、宗司はただひたすら踏み付けられているしかなかった……

　やがて、満足したのか飽きたのか、一乃が宗司の背から脚を下ろす。

「ふぅ、今日はこのぐらいにしておいてあげるわ」

　スポーツを楽しみ汗を流した後のように、スカッとした表情で彼女は言った。

「ご満足いただけて、なによりです」

　よれた宗司が立ち上がり、服の汚れを払い溜ため息いきを吐つく。

「ああ、ひどい目にあった」

「自業自得よ、バァカ」

　ふんと鼻を鳴らし、犬耳カチューシャをつけた長い黒髪をかき上げた。

「と、いうことで宗司、週末はわたしと遊園地に行くわよ」

「了解しました、お姫さま」

「くれぐれも、他ほかの連中には──」

　がらり、がらっ、かぽっ。

「遊園地なんて久しぶりだよっ」

「リリスは実に楽しみです」

「うなー、ゆうえんち、ゆうえんちだー、わーい」

　ドアから、窓から、床の下から。

　キリカが、リリスが、フェルが出現して言った。

「……なん、だと」

「……なん、ですって」

「いや、あれだけ大騒ぎしてて、何で気付かれないと思ったの？」

　揃そろって驚きよう愕がくしている宗司と一乃に、キリカが呆あきれたような声で言った。

「それは盲点だった」

「ええ、まさにその発想はなかったわね」

　やはり揃そろって額の汗を拭ぬぐう仕草をする。

「リリスが言うのもなんですが、」

「せめて部室以外の場所で誘うべきでしたね森もり塚つか一いち乃の」

「うなうな、かべにみみあり、しょうじにめあり、ゆかにフェルありー」

「……まあ仕方ないわね」

　一乃は立ち上がり、しゃらりと優雅に長い髪をかき上げキリカたちを見る。

「良いわ、全員揃って遊園地に行きましょう！」

「イエーイ！」

「いえーいです」

「いえーやー」

「……まあ、ばれちまったから仕方ないわな」

　置いてけぼりにしようものなら、どんな反撃が来るかわかったものではない。

　何やら盛り上がっている女性陣を他よ所そに、宗そう司じは小さく苦笑する。

　かくてゲーム同好会一同は、なし崩し的に遊園地へ行くことになった──

「言い忘れていたのだけれど、キリカ、リリス」

　珍しく、一乃はそれとわかるほどに優しい微笑を浮かべて。

「おかえりなさい」

　彼女たちに言った。

　キリカはキリカの姿に、リリスはリリスとリリスに。

　戻って、ここにいた。

　………………

　…………

　……

　そして週末、遊園地の入場口前にゲーム同好会の会員が勢ぞろいしていた。

「……ペンギーワールド、か」

　宗司が遊園地の名前を読み上げる、入場口に掲げられた看板には名前の他ほかにマスコットキャラクターらしきコミカルなペンギンのイラストが描かれていた。

「まさか遊園地までペンギンとはな……」

「あら、マスコットキャラクターのペンギー君がどうかしたの？」

　まじまじと看板を眺めていた宗司を不思議に思ったのか、一乃が声をかけて来た。

　視線を看板から一乃に移す、当たり前だが私服だ。ストレートの長い黒髪、詰襟のシャツと黒いロングワンピース、シンプルかつシックな姿がどこかシスターを連想させる。

「いや別に大したことじゃない。ただペンギンに縁があると思っただけだ」

「アハハハ、ソージは変なこと気にするねっ」

　暢気のんきに言って肩をすくめるのはキリカだ。銀髪碧へき眼がん、活発な彼女に良く似合うニットのセーターとショートパンツ、それにハイソックスと体のラインが出る格好をしている。

　特にニットのセーターにたゆんと豊かな胸の組み合わせは、その丸みを強調するようで宗そう司じの目線が思い切り吸い寄せられてしまうのだが……

「あーにーさーまー、」

「また、デレデレと」

「痛い痛い、やめて、肘ひじをつねらないで」

　リリスとリリスがぷくりと頰ほおを膨らませて、宗司の肘を抓つねる。

　お揃そろいの彼女たちはお揃いの春めいたピンクの上下を着ていた。

　上のブラウスはシンプルに下のスカートはフリルをあしらって可か憐れんに。いかにも少女的な可愛かわいい装いはリリスの幼い姿にひどく似合っている。

「兄さまの浮気には困ったものです、」

「リリスはぷんすかぷーです」

　最後にぎゅっと強く抓り、やっと宗司の肘から指を離した。

「……お兄ちゃん、浮気した覚えとかないんだけどなあ」

　小声でぼやきながら、宗司は痛む肘をさする。

「寝言は寝て言いなさい」

「死んでいいよっ」

「兄さまの屑くず」

「うなー、そーじ、すくいようがねーなー」

　見事な全方位攻撃。ふと気がついたようにフェル（ワンピースの上にポンチョを着ている）は硝子がらす球だまの瞳ひとみで女性陣を眺め。

「うなー、ちゅーもーく」

　ぴょこっと、両手を挙あげた。

　言葉通り、全員の注目がフェルに集まる。一いち乃の、キリカ、リリスは面白くなさそうに一瞬だけ顔をしかめた。

　一乃より長いストレートの鮮やかな赤毛、普段はぴょっこりネコミミが生えているが人目のある状況なので収めている。体はリリスと同じぐらいに小柄なくせに、その胸だけはキリカと同じぐらいに豊かな丸みを帯び。下にグレープフルーツでも仕込んでいるのかと思うほど見事にワンピースとその上に羽織ったポンチョの胸元を押し上げている。

　自分と微妙に被かぶっているところが、他ほかの女性陣には面白くなかったのだろうか。

　しかしフェルは少しも気にせず言葉を続けた。

「だいじな、おはなしがあります。でも、そうじは、あっちいけ」

「ハハハ、女の子同士の内緒話かい。良いともお兄さんはあっちに行っていよう」

　きらんと爽さわやかスマイルを浮かべ一いち乃のたちを無意味にときめかせ、少し離れる。

　それを確認してフェルは言った。

「ていあんが、あります。せっかくのゆうえんちなので、きょうは、あらそいごとは、なしが、いいんじゃないかなー」

「つまり、抜け駆け禁止ということね」

「んー、キリカさんは構わないよ」

「リリスも賛同します」

「うなー、きまりーだねー。そーじ、もういいよー」

　かくて、停戦協定は結ばれ彼と彼女たちはペンギーワールドに入場した。

　……停戦協定があるからといって、宗そう司じが平穏に過ごせる保障はどこにもないが。




　まだ午前中とは言え、週末のペンギーワールドはそこそこ賑にぎわっていた。

　うっかりはぐれてしまう程ではないが、待ち時間なしでアトラクションに乗れる程でもない。あちらこちらに家族連れの姿があり、マスコットのペンギー君と、その派生キャラクターのイラストや看板が見られる、いかにも遊園地らしい遊園地だ。

　着ぐるみのペンギー君たちも園内をうろうろしており一緒に写真を撮ったりも出来るそうだ、門を潜くぐってすぐのところにも一匹エメラルド色のペンギン（ペンギー君の派生キャラらしいが、宗司にはわからない）が子どもたちに風船を配っていた。

　結構な人気ぶりのようで、殆ほとんど子どもたちに囲まれている。

「で、どこに行くんだ？　おれは特に希望がないからおまえたちに合わせるぜ」

　宗司が額をつき合わせてパンフレットを覗のぞき込んでいる一乃たちに問う。

「決まったわ。まずは『臨りん死しなる愉ゆ悦えつのペンギーくん絶叫コースター』に乗るわよ」

「何その名前！　っていうか、いきなり絶叫系かよ」

　なお、パンフレットを読めば分かるが、ペンギーワールドのネーミングセンスは全部こんな感じである。一応、売り……というか、特徴、名物の一つである。

　欠点は名前が長すぎて覚え辛づらいことだ。

「まあ、だからって乗り物自体は普通だろうし」

　気にすることもないか、と思い一乃たちと連れ立ちジェットコースターへ向い。

　コースターの実物を目にした瞬間、己おのれの考えの甘さを呪のろった。

「……なんだ、あの、のたうち回る蛇は」

　一体何回転するのか数えるのも嫌になるほど、コースターは頑張っていた。

　まだ列に並ぶ前、遠くから見ただけなのに宗司の顔は引きつり、逃げ腰になる。

「おれ、待ってるから。おまえらだけで乗って……」

　世にも情けない台詞せりふを言いかけた瞬間、彼女たちは動いた。

「宗そう司じ」

　ぎゅっ、宗司の右腕に一いち乃のが抱きつく。

「ソージ」

　ぎゅぎゅっ、左腕にキリカが抱きつく。

「あーにさま」

　ぺったり背中にリリスとリリスがくっ付いて。

「うなー」

　ぴょこん、肩車の要領でフェルが乗っかった。

「ぬふぅうううううう」

　宗司が思わず変な声で呻うめいた。

　右はロングワンピース越しの控え目で仄ほのかな膨らみに触れ、左はニットの柔らかな優しさに挟まれる。

　背中に感じるのはブラウスの生地と小さくも熱い吐息、頭の上にはポンチョで包装された芳ほう醇じゆんな果実が乗っていた。

　この全方位幸せ攻撃に耐えられる男がいようか、いやいない。

「の、脳がオーバーヒートしそうだ、ぜ……」

　ぷしゅーと湯気が出そうな勢いで宗司の顔は赤い。

「さあさあ、行くわよ宗司」

「アハハハ、レッツゴーだよソージ」

「参りましょうか兄さま」

「すすめすすめー、ばしゃうまのごとくー」

　ふらふらー、何も考えてない、否いや、考えられないほど蕩とろけた頭で、宗司は彼女たちに促うながされるまま進んでしまった。

「気がついたらジェットコースターに乗せられていた！　しかも最前列だと！」

　気がつけばコースターのシートの上、転落防止用のバーが体の前に下り、もはや逃げられない状況だ。

「ふふっ、気がつくのが遅かったわね」

　隣の席に座る一乃が、赤い唇を吊つり上あげて嫣えん然ぜんと笑う。

　ジリリリリ──ベルが鳴り、がたんごとんとコースターが動きだす。

「さあ、楽しみましょう」

「ひっ、ひぃ……」

　宗司の顔は青くなり、体の前のバーを摑つかむ掌てのひらがじっとりと汗で濡ぬれる。

　ゆっくりとコースターは最初の坂を上り、蛇のようと喩たとえられたそのコースが──

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ！」

　牙きばを剝むいた。

　強烈な風圧、通りすがる轟ごう音おん、体がふわりと浮かぶ錯覚におぼつかない足元。

　カーブにループに急降下、緩急とりまぜ縦じゆう横おう無む尽じんに、蛇はうねる。

「いやあだあああああああああ、おろしてくれええええええ！」

「ああ宗そう司じってば、下ろされたほうが大変なことになるのに」

　隣席の一いち乃のは、絶叫する宗司を何な故ぜかうっとりと熱っぽい瞳ひとみで見詰めていた。

　嫌と言うほど絶叫し、スピードの恐怖を叩たたき込まれるも、程なくコースターは終わりを迎えた。実時間にすれば大したことはないが、宗司の体感ではひどく長く、苦しい時間であった。

「…………初めて乗ったが、コースター、こんな、えぐい、乗り物、だったか」

　シートから下りた宗司は既にふらふらで、足元が怪しい。

「兄さま、しっかりして下さい。どうぞ、手を」

　リリスに手を引かれて、何とかその場を離れ、朦もう朧ろうとしている間に、さり気なく別のアトラクションへと連れて行かれた。

　宗司は気付かない。

　弱った宗司を見詰める一乃たちの瞳は妖あやしく、情欲に似た光で濡ぬれていることにすら。

「ふふっ、絶叫系がこんなに苦手だったのね」

「よろよろのソージがカワイイよー。生まれたての子こ鹿じかみたいにぷるぷるだよっ」

「ああ、兄さまを慰なぐさめてあげたいです、」

「リリスの肉体で身も心も癒いやしてさしあげたくてたまりません」

「うなうな、そうじ、がんばれー。がんばればがんばるだけ、いじめてあげるからー」

　どうも女性陣、揃そろって新世界に目覚めてしまったようである。

「さてと、着いたわよ」

「お、おう、次は、何に、乗るん、だ？」

「『戦わないペンギンは奈な落らくへ落ちるしかない断だん罪ざいのフリーフォール』だよっ」

「相変わらず、名前が、ひどい、なっ──フリーフォールって、二連続絶叫系じゃね？」

　宗司に拒否権はない。

「さあ、行きましょう宗司」

「一緒に乗ってくれるよねーソージッ」

　ふー、左右の耳に一乃とキリカが息を吹き込む。

「ぬほっぁあっっ、だ、だが……」

　耳の中を直接くすぐられるような感覚を我慢して宗司は逃げようと。

「兄さまー、」

「リリス兄さまが一緒じゃないと、いやー」

　すりすり、リリスとリリスが甘えるように背中に頰ほおずり。

「うなー、いっしょにいかないと、ぎゅーっとするよー」

　ぎゅー、フェルが思い切り宗そう司じの頭を抱きしめる。殆ほとんど、その胸部に包み込まれるように後頭部が埋まってしまう。

「わかったよ、乗れば良いんだろうが乗れば！」

　半泣き気味に宗司が叫んだ。

「素敵よ宗司、覚悟を決めてくれたのね」

「カッコいいよ、さ、乗ろっ乗ろっ」

「それでこそリリスの兄さまです……くすり」

「ふふふふー」

　宗司の情けなさが、彼女たちの『新世界（比ひ喩ゆ表現、別名は嗜し虐ぎやく癖）』を刺激するのか、口元には意地悪な笑みが浮かんで一いち乃のたちは宗司をフリーフォールへ引っ張って行く。

「ハハハ、子猫ちゃんたち、ボクは三十秒前の自分の発言を心底後悔してるよ」

　引っ張られて行く宗司の脳内にはドナドナの物悲しいメロディーが鳴り響いていた。

「ふふっ、知ってる？　ここのフリーフォールは凄すごいのよ。見晴らしのよさが何と観覧車と同じレベルなの」

「それ凄く高くまで昇りますって意味じゃん！」

「うん、ソージ大正解っ！」

「おめでとうございます、兄さま」

「しょうひんは、おんなのこにかこまれて、ふりーふぉーるにのる、ぎむです」

「権利ですらないんだ」

　乗る前から脅おどかされ、列に並び、そして実際に体験してみれば。

「いやだああああああああああああ！　死ぬぅううううううううううううう！」

　予想通りというべきか、ジェットコースターに負けず劣らず強烈であった。

　落ちる夢を見たことがあるだろうか、あの感覚を短時間に凝縮したような、落下の恐怖を宗司はたっぷりと味わった。

　因ちなみにこれは宗司がヘタレなだけであり、好きな人にとってはスリルたっぷりの良いアトラクションである。

「も、もう、嫌だ。絶叫系は、嫌、だ……」

　フリーフォールから解放された宗司が、弱々しい声で哀願する。

「今まであえて黙っていたのだけれど……午前中は、絶叫系オンリーの予定よ」

「死刑宣告ですね」

「まーまーソージ、仕方ないんだよっ、ほら、ランチの後に絶叫系はキツイもん」

「確かに下へ手たしたら吐くな」

「従したがって、午前中は絶叫系なのです」

「お兄ちゃん納得した」

「じゃー、つぎも、ぜっきょう、しようーぜー」

「おうよ！　って、あれ、何かおかしくないか、今のやり取り？」

「何もおかしくはないわ」

　そもそも無理して絶叫系に乗る必要はないという論理は彼方かなたへ忘れ去られ、宗そう司じは流されるままに絶叫系を味わうこととなった。




「兄さま、『血塗られた手でしか摑つかめなかったペンギー君のバイキング』ですよ」

「とぶぅううう、おれがとんでしまうぅうう！」

　因ちなみにバイキングとは、大きな船型の箱に乗せられ激しい振り子運動を体感するという絶叫マシーンである。昇りと下りが恐ろしい速度で繰り返されるのが特徴の、超速度高高度ブランコだと思えば良い。




「ええとー、そうじ、このあとらくしょんのなまえ、よんで」

「なになに、『誰かの掌てのひらで踊らされていることを知りながら踊るしかないペンギー君ホイール』……深いのか浅いのかさっぱりわからんネーミングセンスだな」

　これまたわかりやすく、大きな円盤の縁にある席に座り、ひたすらぐるぐるぐるぐる回されるというマシーンだ。

「うぬおおおおおおお、遠心力が、遠心力がああああああ！　胃があああ、胃が出るぅううううう！」

「うなー、ふぇる、とんじゃいそーだぜー、おもしろー」




　更に二つの絶叫系アトラクションをこなすと、時刻は昼に近付いていた。

　乗る時間は短いのだが、やはり移動と行列に時間がかかってしまう。

「ランチの前に、最後の一乗りと行きましょうか。これは予約を取っておいたからすぐに乗れるわよ」

「……もう、かんべんして、ください」

　まだやる気の一いち乃のに、心なしか頰ほおがこけて見える宗司が弱々しく哀願する。

　安心させるように、一乃は宗司の肩を軽く叩たたいた。

「大丈夫よ、午前最後は大人しい乗り物だから」

「ほ、本当か？」

「ええ、もちろん」

　赤い瞳ひとみに深い慈じ悲ひを宿して、ゆっくりと一乃が頷うなずき、その手は暖めるように優しく宗司の頰ほおを撫なでる。

「今まで辛つらかったでしょう。でも、もう平気よ」

「おお……」

　その姿はまさに神秘的、詰襟のシャツに黒いロングワンピースの清楚な姿と相まって、追い詰められた宗そう司じの目には一いち乃のが人類愛に満ちたシスターの如ごとく映っていた。

「ソージって、根本的な部分でちょろいよね」

「そんな抜けているところも兄さまの素敵なところです」

「うなー、へんなさぎに、ひっかかりそうだよねー」

　きっと、キリカたちの目には一乃の背中に悪魔の羽と尻尾しつぽが見えていたのだろう。

　どちらが正しいかは、言うまでもない。

「それで一乃、午前最後はどんな平和的で安全なアトラクションなんだ？」

「『動けなくなったものから死んでいくペンギー君のペンギーランドクルーズ』よ」

「ごめん、枕まくら詞ことばがひどすぎてどんなアトラクションなのか一ミリも想像できない」

「んーとね、ペンギー君の住むエンシェント南極を流氷型の船に乗って……川下りって言えば良いのかな？　ペンギー君たちの模型とかを眺めるの」

「あれっ、凄すごく普通っぽい！」

「要するに世界観説明ですね。実に平和的なアトラクションです」

「全くだ、やっと安心して乗れる」

「……にやりってわらうべきなのかなー」

　嬉うれしそうな宗司に聞こえないように、フェルがぽつりと呟つぶやいた。




『ようこそ、エンシェント南極に！』

　ペンギーランドクルーズはそんなナレーションから始まった。

　スピーカーから流れる声と共に宗司たちの乗った流氷型の船はゆっくりと動き出す。

『それでは、エンシェント南極で楽しく暮らすペンギー君と愉快な仲間たちを紹介していきます。おや、早速あそこにいるのはペンギー君のパパとママですね』

「平和や、何て平和なアトラクションなんや！」

　流氷型の船、やっぱり最前列に乗せられた宗司は感動のあまり関西弁で叫ぶ。

　だが気付かなかったのだろうか、この平和的な、子供向けとも思われるアトラクションに子どもが一人も乗っていない。

『ペンギー君のライバル、エメラルドペンギー君が──』

　ナレーションを遮るように、銃声が鳴る。

「な、なんだ？」

『ヒャッハー、ペンギンは皆殺しだああああ！』甲かん高だかい男の声がスピーカーから響く。

『エマージェンシー！　エマージェンシー！　後方より犯罪組織『デビルシャーク』のエージェント『七色シャチ』のジョニーが迫ってきました！』

「どんな世界なんだよペンギーワールド！」

　反射的にツッコミを入れる宗そう司じを他よ所そに、流氷船はニトロでも積んでいたのかと思う勢いで急激に加速した。

「ぎゃああああああああああ、またかああああああああ！」

　水面を切り裂く船と共に、宗司の悲鳴が響き渡った……

　因ちなみに、一いち乃のたちはその悲鳴をうっとりとして聞いていた。




　不意打ちのダメージは大きく、ランチになっても宗司は立ち直れずにいた。

「……おれはもう駄目だ」

　場所はペンギーワールド内にあるレストラン……実際はフードコート的な軽食屋と言うべきだろう。ペンギー印のホットドッグがメインである。

　ふわふわのパンにシャキシャキのレタスを敷いて、スクランブルエッグと熱々のソーセージをサンド。マスタードとケチャップはお好みでたっぷりとどうぞ。

　シンプルながらも食欲をそそる香りが漂うホットドッグと新鮮オレンジジュースが目の前にあるというのに宗司はテーブルに突っ伏してピクリとも動かない。

　同じテーブルには当然、一乃、キリカ、リリスにリリス、フェルがいる。

　さすがの彼女たちも心配そうで、ホットドッグにも殆ほとんど手をつけていなかった。

　もっとも、宗司を追い込んだのも彼女たちなのだが、

「宗司……元気を出しなさい。ほら、午前中頑張ったご褒美に、一乃さんがこのホットドッグを舐なめるようにいやらしく食べてあげるから！」

　実際にホットドッグを手に取り、黒いロングワンピースに包まれた薄い胸の辺あたりで構えるも宗司の反応はなかった。

　突っ伏したまま、死んだ魚のような瞳ひとみをちらと向けただけだ。

「キ、キリカ！」

「え？　わたし、えっと、セ、セーターを脱げばいいかなっ！」

　体にぴったり張り付いて豊かな胸を強調するニットセーターに手をかけるが、それでも宗司は反応しない。

「兄さま大好きっ、」

「だから元気出して！」

　ブラウスにフリル付きのスカートと少女趣味な服装のリリスがきゃるんと可愛かわいらしくおねだりしてみるが、それでもなお無反応。

「うなー、ええと、フェルはー」

　ワンピースの上のポンチョでくるりと頭を包み、ぴょこんと顔を出す。

「いっぱつげい、フェルまんじゅう」

「……」宗そう司じの反応はない。

「なんてこと……宗司がツッコミすらしないなんて」

「ランチの後は、本当に絶叫系以外しか回らないからさっ！」

「そうです兄さま、ある意味ここからが本番ですよ」

「フェル、ごほうびあげるよ、だから、がんばろー」

　ゆらり、宗司が起き上がり一いち乃のたちは安あん堵どの息を吐き──すぐにぎょっとする。

　宗司の目は完全に据わっていた。死んだ魚を思わせる濁にごった瞳ひとみだ。

「次に絶叫系に乗ったら、トラウマになるぐらい酷ひどいことしてやるからな。『零白夜ラスト・エレメント』を駆使して全力でだ」

「宗司、それはつまり……ご褒美？」

「何な故ぜうっとりしてやがる！　ええい、瞳を潤うるませるな熱っぽい溜ため息いきを吐つくな」

　思わずいつものテンションでツッコミを入れてしまった。

「だって、そんな、激しくえっちぃお仕置きをするなんて、もうご褒美じゃない」

「ちょっと待って、キミは受け取り方を間違えてる」

「アハハハ……キリカさんも、ちょっと、同じことを」

「リリス、ぞくぞくしてきました。楽しみです」

「どきどきだぜー、なにを、されちゃうのかなー」

「揃そろって頰ほおを赤らめるな、照れたようにちらちらこっち見んな！　期待するな！」

「期待しないわけないじゃない！」

「やかましい。ああもう変更だ、絶叫系に乗ったら何もしねえぞ！」

「それだと、ごごも、ぜっきょうけい、おんりーたいむ、だぜ？」

「しまった、どう転ころんでもおれが死ぬ！」

「いや、さすがに午後は乗らないって。食べた後はきついし」

「はい、普通に無理です。以前にもそう言ったはずですが」

「……だ、だよな。よし、食べるぞ。おまえらも食え、間違えても絶叫系に乗れないぐらいに腹いっぱいに食え！」

　率先して、宗司はホットドッグにかぶりついた。

「はーい」

　妙に可愛かわいらしく返事をして、一乃たちもホットドッグに手をつける。

「む、普通に美う味まいな、このホットドッグ」

　せっかく遊園地に来たのだからと気持ちを切り替えるように呟つぶやき、おかわりもした。




　美お味いしいホットドッグをたらふく食べて、少し眠くなりそうな昼食後、一いち乃のたちが選んだ最初のアトラクションは。

「『夢見る乙女を守るのがペンギー君の役目だメリーゴーラウンド』よ！」

　列に並んで順番を待つ一乃たちの前で、ファンシーな飾り付けをされた馬の模型がこれまたファンシーなメロディーに合わせてぐるぐるとゆっくり回っていた。

　どこからどう見ても、メリーゴーラウンドだ。

　実際に乗っているのも列に並んでいるのも幼い子ども連れ、あるいはカップルで、この客層なら絶叫マシーンはないだろう。

「相変わらずネーミングセンスがいかれてるのはさておき、確かに普通のメリーゴーラウンドに見える……急加速とか空飛んだりとかしないよな？」

「アハハハ、すっかり疑心暗鬼だねっ」

「おかげさまでね！」

　宗そう司じの不安を他よ所そに、メリーゴーラウンドは何事もなく終わった。

　列が進み、もうすぐ宗司たちの番がやって来る。

「ところでご存知ですか兄さま、このメリーゴーラウンドはタンデムも可能なのです」

「すまん、タンデムって何だ？」

「ふたりのり、のことー」

「なるほど、それで妙にカップルの姿が……おい、いきなり嫌な予感がしたぞ！」

　宗司が一乃たちを見ると、彼女たちは額をつき合わせてじゃんけんをしていた。

「勝ったわ！　私が一番最初ね」

「ううー、キリカさん最後だよっ」

「二番手ですか、リリスも良しとしましょう」

「うなー、さんばんめ、びみょうないち」

「……もう予想ついてるけど一応教えて、それ、何の順番？」

「え？　当然、あなたとタンデムする順番よ」

「何回メリーゴーラウンドに乗るつもりなんだおまえらは！」

「わたしたちは一回ずつだねっ。ソージはファイトッ」

「くそっ、かわいく励ましやがって」

「ご安心を兄さま、メリーゴーラウンドは混雑するアトラクションではありません」

「ほかのあとらくしょんにも、ちゃんと、いくぜー」

「何の慰なぐさめにもなっていませんよ？」

　確かに絶叫系ではなかったが、別の意味でメリーゴーラウンドも心臓によくなかった。

　因ちなみにタンデム中に何があったのかは、ダイジェストでお送りいたします。




「タンデムだもの、落ちないようにしっかり摑つかまらないとね……ふー」

「み、耳に息を吹きかけるな。ワンピース越しに当てるな」




「兄さまの腰に手を回してぎゅーです」

「くすぐったいから、背中に、こすり付けないで、欲しい、なあ、そのブラウスの生地、あんまり厚くないからね」




「かぷかぷー」

「やめろ、こら、首筋を嚙かむな。肩の上に顎あごを乗せるな」




「アハハハ、ソージの背中、広いんだねっ」

「ああっ、ニット越しにすっごい柔らかい！」




　メリーゴーラウンドは宗そう司じの精神を、下へ手たをすれば絶叫系アトラクション以上の勢いで削り取って行った。

「……お願いします。次は全員が一緒に楽しめて、かつ絶叫系でないアトラクションにして下さい。何度も同じのに乗ってると結構疲れるんです」

　消耗して行く宗司の願いは聞き届けられた結果。

「やって来ました。『真実はなく惑まどい続けるしかないペンギー君のミラーハウス』よ」

　こうなりました。

「そうじのりくえすとを、かんぜんに、みたしているぜー」

「ナイスチョイスだよねっ」

「はい、兄さま、大喜びですし」

　左右と天井のほぼ全すべてに鏡が張り巡らされたミラーハウスの通路で、一いち乃のたちは少し先にいる宗司に優しい視線を向けていた。

「うおおおお、すっげえ、え、なにこれ。おれがめっちゃ長い、こっちだと太い、あっちなんておれが五人に増えてるじゃねえか、すげえ、鏡ぱねえ！」

　あちらこちらの鏡に映る虚像は縦に引き伸ばされていたり、横に押しつぶされていたり、幾重にもだぶって見えたりと、宗司はその不思議さに大感動、小学生のように瞳ひとみを輝かせて大はしゃぎである。

「良いわね、ああいう宗司も」

「うん、カワイイね」

「ああ、兄さま。リリスが撫なで撫でしてあげたいです」

「うなー、そうじ、たのしそう」

　珍しいほどのはしゃぎぶりに、母性本能でも刺激されてしまったのか。

　まさしく慈じ母ぼのように穏やかで、見守る彼女たちの姿は春の柔らかな日差しのように美しかった……

　その優しさを注がれている男は、気付きもせずに遊びに夢中でいる。

「おおおお、どうやったんだ。おれがエスの字に曲がってるぜ。ありえねえー」

　一人見事に先走っていたが、ふと、一いち乃のたちがいないことに気付いた。

「おーい、何してんだ。おまえらもこっち来いよ。面白いぜ、ここ」

　子どもっぽいながらも非常に快活な笑顔を浮かべ、宗そう司じは大きく手を振り呼んでいる。

　一乃たちは顔を見合わせ、それから宗司の傍そばまで歩いて行った。

「ごめんなさい、遅くなったわ」

「いやいや、気にするなって、おれが先に行き過ぎたんだから。しっかし、面白いなミラーハウスって、これだけで来た甲か斐いがあるってもんだぜ」

「ふふっ。気に入ったようね」

「ああ、最高だ」

　何ともあけすけに、宗司は笑う。

「しかし、ミラーハウスってこんなアトラクションだったんだな。おれ、大きな部屋の四方八方が鏡張りとか、そんなのを想像してた」

「馬ば鹿かね。そんなのあるわけないわよ、だって」

　一乃は唇をくすりと吊つり上あげ、黒いロングワンピースの裾すそを軽く持ち上げた。

「床まで鏡だと、見えてしまうでしょう」

「……あ、そうすね、すいません」

　はしゃいでいた宗司も、今のはさすがに気まずかったのか視線を逸そらす。

　その態度に何かを思い付いたのか、一乃は赤い唇を意味あり気に吊り上げた。

「実はね、宗司」

　悪戯いたずらっぽく、一乃が持ち上げたワンピースの裾を左右に揺らす。

「私、今日、はいてないの」

「なん……だと……」

　まず間違いなく噓うそだ、と、思いながらも宗司の視線は軽くたくし上げられた一乃のロングワンピースに、覗のぞいた白い足首に、引き寄せられる。

「実は、キリカさんも、ね？」

　ぽよんと豊かな胸を包んだニットの下、足にはいたハイソックスの上、その内側は見えないはずなのに、ショートパンツを見詰めてしまう。

「内緒ですが、リリスも、」

「スカートの下が……ですよ」

　春めいたブラウスとフリルのスカート、リリスとリリスは風に揺れる花のように、あるいは惑まどわすようにふわりと揺らした。

「フェルの、ひみつ、おしえて、あげよっか」

　ポンチョをまくり上げ、下に着ているワンピースのスカートを小さな掌てのひらで握る。フェルがその掌でスカートを押さえるのか、それとも、自分でめくってしまうのか……

　宗そう司じは顔を赤くして、言葉を失い金魚のようにぱくぱくと口を動かしている。

　さらに一いち乃のたちは畳み掛けた。

「キリカとリリスは噓うそをついているわ。本当にはいてないのは私とフェルよ」

「キリカさんは噓を吐ついてないよっ。でも私の両隣にいる人は噓を吐いてる」

「噓つきはこの中に二人います」

「フェルと、きりか、どっちがか、うそつきだぜー」

「何でこの展開で論理クイズになる！　つうか、正解をどうやって確かめるんだ！」

「実際にめくってみれば良いじゃないの」

「よくねえよ！」

「え、ソージめくりたくない？」

「力強くめくりたいに決まってんだろうが！」

「正直ですね」

「ありがとうございます！」

「でも、じっさいに、めくるどきょうはー？」

「ありません！」

「ヘタレね」

「ヘタレだよねっ」

「ヘタレです」

「やーい、へたれー」

「うるせえ、おれがヘタレじゃなかったら、どんだけ危険なことになってると思ってんだ、感謝しやがれ！」

　大変に本末転倒な台詞せりふを叫ぶ宗司。

　相変わらず、どれだけ設定を積み上げても女性陣の玩具おもちやになる運命から逃れられないようで、実に、いつもどおりの光景だった。

　………………

　…………

　……

「んーっ！　今日は沢山遊んだねっ。キリカさん楽しかったよっ！」

「名残惜しいですが、そろそろ帰らなければなりませんね」

「ゆうやけ、まっかだね」

　色々と遊ぶうちに時は過ぎ、空は赤く染まっていた。

　出口へと向かう人の姿も多く、その中には背中に遊びつかれて眠ってしまった子を背負う姿もちらほらとあった。

「そうだな、遊び疲れたし帰るとするか」

　がしっ──不意に、誰かが宗そう司じの腕を摑つかみ。

「こっちよ、来なさい！」

　風のように、一いち乃のが長い黒髪をなびかせて走り出した。

「あっ、イチノが抜け駆けしやがったよっ！」

　背中に、そんな声を聞きながら、宗司と一乃の姿は雑踏の中を走り抜けて行く。






日誌　九　二人の夕暮れ






　夕焼けで赤く染まった観覧車の中、宗司と一乃は二人きりで向かい合っていた。

「……とりあえず、どういうことか説明してくれ」

　いきなり腕を摑まれ、無む理り矢や理り連れて来られた宗司が溜ため息いき混じりに問う。

「だって……」

　ぷくりと、一乃が頰ほおを膨らませる。

「キリカとリリスは二人きりでデートだったのに、私だけ『みんなで遊園地』なのよ。ずるいじゃない」

　冷たい美び貌ぼうにも詰襟のシャツに黒いロングワンピースというシックな格好にも嚙かみ合あわない子どもっぽい仕草が妙に可愛かわいらしく、真面目まじめに文句を言う気が失うせてしまう。

「ずるいっておまえ……」

「だって、ずるいんだもんっ」

　ますます子どもっぽく、唇まで尖とがらせて一乃が拗すねる。

　このままでは、観覧車の中でじたばた暴れて駄だ々だをこねそうだ。

　観覧車はゆっくりと、だが確実に、沈む夕ゆう陽ひに口付けでもするように昇っている。

　一いち乃のがだだを捏こねて観覧車が揺れたとしよう、中にいる宗そう司じとしては嬉うれしくない、っていうか怖い。

「わかった何も言わない。とりあえず、こいつが一周するまでゆっくりしようか」

「そうね、とは言ってもこんな密室ではやることもないのだけれど」

「おいおい、男と女が密室でやることと言ったら一つだろう」

　落ち着き払った態度で宗司が渋い笑みを浮かべ、一乃が夕焼けの中でもそれと分かる程度に頰ほおを染めた。

「……ええ、わかるわ」

　赤い瞳ひとみが濡ぬれて、唇が綻ほころぶ。

　その手はロングワンピースに包まれた薄い胸に触れ、なぞるように襟元へ。

　詰襟のフックを、そっと外す。

　真っ白な襟元を覗のぞかせて、彼女は背筋を撫なでるような甘い声で言うのだ。

「──しりとりよね」

「そこは山手線ゲームだろ！」

「……あら？」












「……むう？」

　一度顔を見合わせ、二人は表情を引き締めた。

「ふふっ、まさかあなたが『罪深き山手線』派だったとは知らなかったわ」

「ふんっ、おまえが『穢けがれに沈むしりとり』教団に所属しているとはな」

　敵を見つけた戦士のように、森もり塚つか一いち乃のは愉ゆ悦えつを滲にじませ謳うたう。

　獲物と相対した狩人かりうどの如ごとく、白しろ崎さき宗そう司じは静せい謐ひつを宿して呟つぶやく。

「第三位階《ル攻めの女王《サークル・オブ・クイーン》》森塚一乃よ」

「ランク五＝四《こじつけ師アンチ・デイクシヨナル》白崎宗司だ」

「今こん生じように別れを告げる準備は出来て？」

「這はい蹲つくばり命乞いをする覚悟は出来たか？」

「さあパーティーを」

「始めようか！」

「……」

「……」

「……ここからどうしましょうか」

「……しりとりと山手線ゲームで争うのは無理があったな」

「両方足すのはどうかしら、山手線ゲームにしりとりの要素を混ぜるの」

「連想しりとりか、難易度がえげつないな」

「と、いうか、あなた馬ば鹿か？　観覧車の中で何を下らないことを言っているのよ」

「始めたのはおまえだ」

「そんな昔のことは覚えてないわね」

　宗司の冷たい視線を無視して、一乃がしゃらりと長い黒髪をかき上げ席を立つ。

　ロングワンピースの背に零こぼれ落ちた髪を揺らして、ほんの一歩、反対側に座っている宗司の隣にふわりと腰を下ろした。

「どうした？」

「疲れたのよ、肩をかしなさい」

　返事も聞かず、ぽすりと一乃は宗司の肩に頭を預けて寄りかかる。

　しゃらしゃらと絹のような黒髪の感触、淡い花の香り、体の重み。

　熱と、言い訳のような台詞せりふ。

「なるほど、疲れたんじゃ仕方ないな」

「ええ、疲れたのだから仕方ないのよ」

　眠るように一乃が赤い瞳ひとみを閉じる。

　その横顔をちらと見て、宗司は肩にかかる黒髪を一ひと房ふさ手に取り、指先で弄もてあそぶ。

「んぅ……くすぐったいわ」

　ぎゅ、強く抱きつくように一いち乃のの手が宗そう司じの胸元を摑つかんだ。

「やめないぞ」

「……好きになさい」

「ああ、好きにするさ」

　冗談めかして言いながら、撫なでるように梳すくように黒髪を指に絡める。

　視線を何気なく窓の外へ向ければ、観覧車は頂点に近付き遠い町並みが見えた。

　世界の果てまで炎で焼かれているように、夕焼けは降り注ぐ。

「窓の外が綺き麗れいだな」

「興味ないわ」

　子猫が甘えるように、一乃は頰ほおを擦こすり付ける。

「こうしている方が良いの」

「襲われても知らねえからな」

「それはそれで悪くないわね」

「冗談だよ」

「あなたは、いつもそれで逃げるのね」

「便利な言葉だろ」

「そうね──」

　静かに、一乃が赤い瞳ひとみを開けて身を離した。

　宗司が赤い世界から一乃に視線を戻す。

　見えたのは、立ち上がり拳こぶしを振り上げた一乃の姿。

「ああ」少し微笑ほほえみ。

　宗司はその拳を受けた。

　突き刺さるような重い拳、ぐらぐらと揺れる観覧車、椅い子すから転ころがり落ちた宗司は殴られた頰を撫でる。

　口内を切ったのか、唇の端から血が流れていた。

　見上げる宗司を、一乃が燃える炎の色に似合わぬ冷たさで見下ろしている。

「そんな目で見るなよ。これ以上、おまえを好きにさせないでくれ」

「嫌よ、狂うまで好きになりなさい」

「それは無理だ。狂えるほどまともじゃない」

　ゆらりと宗司が立ち上がる。

　頂点を越えて下る観覧車の中、燃えるような赤光しやつこうに照らされて、二人は対たい峙じする。

　罪を裁くものと、罰を受けるモノのように。

　他人よりは近く、恋人よりは遠い距離で。

「あなたに問うわ。偽りを交まじえず答えなさい」

　遮るような黒髪と射抜くような赤い瞳ひとみ。

　息苦しさすら覚える圧迫感と、冬を焼く熱量。

　どれほど、彼女はそれを知りたいのだろうか。

　どうして、屹きつ然ぜんとした彼女が泣きそうに見えるのか。

「あなたの望みは？」

「変わらないさ、おまえたちを救うことだ」

「その台詞せりふは以前も聞いたわ」

「当たり前だ。偽りなく、何度聞かれてもそう答えるしかない」

「ええ、私もその言葉を噓うそだとは思ってないの。だから、」

　問い方を変えましょうと、彼女は言う。

「私たちを救って、あなたは、何を得るの」

　一瞬、宗そう司じの顔から全すべての表情が消えた。

　能面で、がらんどうで、空虚で、真っ白な無表情。

　見てしまった一いち乃のの胸にすら、寒々したものが過よぎる。

　だがそれもすぐに消え、彼はいつものように笑う。

「ボランティアだ、って言ったら信じてくれるか？」

「信じないわ。世界を端から端まで引っくりかえしても、純粋な善意なんてものは存在しない。子どもでも知っていることでしょうに」

「困ったな、いや、本当に困った」

　本当に困ったように、宗司はがりがりと頭を搔かく。

「言いたくねえんだよ、実際、詰まらないぞ、ありがちだし、あと、恥ずかしい」

「女性にもてたい、とか、長生きしたい、なんて人間味溢あふれる目的だったら逆に褒ほめてあげるわ。キスぐらいはしてあげる。態度次第ではその先もありね」

「惜しいな、でも、ちょっと違う」

「殺されてしまいたい、なんて理由だったら死なない程度に殺してあげる」

「惜しいな、でも、ちょっと違う」

「そう」

「おれはね、おまえたちが好きだよ。一乃に、キリカに、リリス。愛していると言っても過言じゃない。はっきりと言ってしまえば愛している」

「不思議ね、ずっと聞きたかった台詞なのに、全然嬉うれしくないわ」

「構わないさ。愛の全てが双方向性である必要はどこにもない」

「『そんなことに、意味はない』でしょう」

「『そうあるものは、そうあるもの』でしかない」

「まるで虚無ね。何もないから全てを詰め込める。ひどい逆説」

「全すべてに意味がなく、そう在あるように在り続けるしかない、ああ実に虚無的だ」

　そして──

「その虚無こそを、永遠と呼ぶのさ」

「ひどい逆説。飛び切りに『悪い冗談バツドジヨーク』だわ」

「そうだな、だからこそ」

　彼は言葉を切り。

　赤い瞳ひとみをじっと見詰めて、ひどく穏やかな声で、ひどく静かに告げるのだ。

「おれは、愛のために死ぬと、決めているんだ」




　夕焼けのハレーションが、赤く白く、二人を遮り。

　すぐ近くにいるのに、相手の顔すら見えなかった。

　すぐ近くなのに、繫つながりがなければ、見失うしかなかった。






日誌　十　『無限の世界と一人の道化』──結末へ至る恋の病






　観覧車の夕暮れから幾日か過ぎた、とある夜。

　場所は荒あら谷や学園第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室。

　月のない夜にか細い星の光だけが彼女たちを照らしていた。

「まずはお礼かな。わたしの呼び出しに応じてくれてありがとう──」

　一人は、キリカ。微かすかな光にも輝く銀の髪、見慣れたブレザー姿で開け放たれた窓の傍そばに立っている。

　可愛かわいらしいと評されるべき顔は静かで表情はなく。

　その青い瞳は、じっと、星明かりの届かない暗がりを見詰めていた。

「──ありがとう、フェル」

　足音もなく、もう一人の少女、フェルが暗くら闇やみから星明りの中へと姿を見せる。

　長く重たげな赤毛とその上にちょこんと生えたネコミミ、小柄ながらも発育の良い体をセーラー服に包み、何一つ真意を見せない硝子がらす球だまの瞳でキリカを見詰め返す。

「フェルに、なにを、させたいのかな」

　いつもの鳴き声もなく、とらえどころのない発言でもなく、ストレートに告げる。

「うん、簡単だよ」

　キリカもまたストレートに応じて、




「イチノ裏切って、わたしと組もっ」




　ランチに誘うような気軽さで、誘いをかけた。

　フェルはその発言に表情一つ変えない、ネコミミもぴくりとも動かさない。そう言われるのを予期していたような無反応を返す。

「どうかな、悪い取引じゃないと思うんだ」

「……たしかに、わるくない」

「でしょっ」

　ぱちん、豊かな胸の前で、キリカが手を叩たたいた。

「『煉獄カサルテイリオ』──形なきものを焼く浄化の炎なしでは『零白夜ラスト・エレメント』を殺せない。でもイチノがソージ相手に本気で殺しにかかるってのも難しいよね」

　だから、裏切りだ。

「キリカは、できるの？」

「アハハハ、そんなの決まってるじゃん」

　彼女は造ったような笑顔を貼り付ける、何かを隠す仮面のように。

「出来ないし、やりたくない、でも、やる──それが、わたしとソージの最初の約束」

　その言葉を聞き、フェルの纏まとう空気が変わる。

「理解した。ならば、我ら『煉獄カサルテイリオ』は決断しよう」

　流りゆう暢ちような言葉、表情のない硝子がらす球だまの瞳ひとみには赤い焰ほのおが宿り煌こう々こうと燃ゆる。

　開け放たれた窓から吹き込む夜風に燃える長い赤毛が、不器用に着こなしたセーラー服のリボンが、大きくなびいて翻ひるがえる。

「第一罪が命ず、第三罪《獅子スイモス》、第五罪《狼アプリストス》、『煉獄カサルテイリオ』より離脱せよ。汝なんじらは『道化師の栄光バツドジヨーク』に──」

　ざりっ。

　命令を下そうとした、その瞬間、床から生えた剣がフェルを貫いた。

「──ッ！」

　反射的に臨戦態勢を取りキリカが大きく跳ぶ、剣が抜かれフェルが崩れ落ちる。

　一瞬遅れ、キリカが立っていた場所にも剣が生えた。

　床の上、星明かり、微かすかに反射する鏡の欠片かけら。

　無数に、いつのまに、あるいは最初から、ばら撒まかれていた。

「リリス、『第一世界シユレデインガー』！」

「その通り、」

「『第一世界シユレデインガー』白しろ崎さきリリスです」

　僅わずかにドアの開く音がして、当たり前のようにリリスとリリスが姿を見せた。

　手には『第一世界シユレデインガー』──鏡の剣が握られ、表情のない顔には隠せない、否いや、隠すつもりなど一つもなく殺気を滾たぎらせている。

「正直、ちょっとなめてた。まさか本気で殺しに来るのは予想外だよっ」

　苦い声で告げ、キリカの青い瞳ひとみが床に転ころがるフェルを見た。

　暗がりで細かいことはわからないが、少なくとも、動く様子はない。

「殺しちゃうなんて、予想外だよ」

「死んでませんよ、忘れているのですか？　あれは炎です、」

「炎は殺したって死にません。しばらく動けない程度でしょう」

「うなー、ばれてたかー、ふいうちは、だめそうだねー」

　床に転がっていたフェルが少し顔をあげ、どこか暢気のんきな声で言う。

「さすがにリリスも殺人は禁止です、」

「兄さまが嫌いますから」

「アハハハ、わかりやすい理由だねっ」

「そもそも、兄さまを殺そうとしている沢さわ村むらキリカに、」

「非難される謂いわれはありません」

「あ、やっぱり、キリカさんの邪魔をしに来たんだ」

　じゃあ仕方がないねと、彼女は大げさに肩をすくめて。

「空笑え──欺あざむく影絵『道化師の栄光バツドジヨーク』！」

『変身』の異能を持つ、割れた仮面をその手に摑つかむ。

「訂正してください、」

「リリスは兄さまを守りに来たのです」

　切っ先を掲げ、リリスとリリスが鏡の剣を構えた。

　淡い星明かりの下、月の無い夜の中、『道化師の栄光バツドジヨーク』と『第一世界シユレデインガー』は対たい峙じする。

　切り裂くように冷たい風が吹き。

　水底のように静かな青い瞳と、不可視の深遠を宿した虹にじの瞳は互いを見る。

　その奥底にあるものを探るように、互いを見る。




「わたしはねソージが好きだよ。だからソージの願いを叶かなえるって決めたんだ。その願いが、どれだけ最悪で悲しくても、叶えてあげるって決めたんだ」

『道化師の栄光バツドジヨーク』沢さわ村むらキリカは願いを語る。

「無限に永久に永えい劫ごうに、続き続けるしかないあの人を、終わらせてあげる」




「リリスは妹です。だから、理不尽に我わが侭ままに傲ごう慢まんに、リリスはリリスの望みを叶かなえると決めたのです。その望みが、兄さまを踏ふみ躙にじり兄さまを苦しめようと求めます」

『第一世界シユレデインガー』白しろ崎さきリリスが望みを語る。

「笑って死ぬなんて許さない、リリスは、ハッピーエンド以外を認めない」




「あの人に安息を」それが願いで、

「あの人に幸福を」それが望みだ。






日誌　十一　二人の夜






　ピン、ポーン──その夜、一いち乃のの部屋のインターフォンが鳴った。

「はい……あら、宗そう司じじゃない。どうしたのこんな時間に」

　ドアを開けると、部活が終わり何時間も前に別れたはずの宗司の姿があり一乃は思わず首を傾かしげる。

　宗司は制服姿で通学鞄かばんを片手に持ったままだ、家に帰らなかったのだろうか。

　訝いぶかしげな一乃に向けて、宗司は軽く手を上げて言った。

「悪いんだが今晩泊めてくれないか？」

「………………え？」

　──やったー突然のお誘いゴールイン大丈夫こんなことなら可愛かわいい下着をつけておくんだったどうしよう困る嬉うれしい逃げよう冗談殴ろうとりあえず罠わなの可能性戦場では油断した奴やつから死んでいくドッキリ靴下メイド服スクール水着婚姻届式は教会神社純黒ウェディングドレス純白──まとまらない、だが膨大な思考が脳のう髄ずいを埋め尽くし目の前が白くなる。

　オーバーフローを起こしながらもマルチタスクに思考を処理していく。

「…………あれ？　おーい、一いち乃の？　どうした？」

　だが宗そう司じには、一乃が気の抜けたような声を漏らしたかと思ったら突然動かなくなったようにしか見えない。

「おいしっかりしろ！　急に固まって、おい！」

　呼びかけるも反応は無く心配になり、玄関先で固まった一乃の肩を揺さぶった。

　がくがくと揺れるも反応はなく、何か起きたのかと宗司は一乃の姿を観察した。

　普段はストレートに流している長い黒髪はアップにし後頭部で纏まとめている。湯上りなのか湿り気を帯び首筋の後れ毛が艶つやっぽくシャンプーの香りがした。

　既に制服ではなくパジャマ──着古した（サイズが大きく、ボタンの代わりに安全ピンで前を留めた）カッターシャツとショートパンツに着替えている。

　とりあえず、目に見えて変な所はない。

「まさか……病気か！　いや、魔女の呪のろいで突然永遠の眠りに！　遂ついにメインストーリーが始まりおれに旅立ちの時が訪れたというのか！」

　一乃の反応はない。

「ぬう、渾こん身しんのボケをスルーされてしまうとは……仕方ない、危険だがあの手を使うか」

　顔を背そむけ、本当に、本当に小さな声で宗司は呟つぶやく。

「あ、あんなところに巨乳が落ちてる」

「危ない、それは敵よ！」

　思わず叫び、一乃は我に返る。

「あ、あら？　私、何をしていたのかしら。何か、とてつもなくありえない台詞せりふを聞いたような気がするのだけれど」

「巨乳って単語がここまで効くとは……まあ、戻って来てくれて助かったぜ」

「そ、そうね……それで、その、悪いのだけれどもう一度言ってくれないかしら。あなた、今晩どうしろと？」

「だから、泊めてくれ」

　今度は、一乃が宗司をまじまじと見詰めた。

　いつもの制服姿、冗談を言っている風でもない真顔、いつもどおりの白しろ崎さき宗司。

　だからこそ、戸惑ってしまう。

「理由を説明するとだな。まず家の鍵かぎを忘れたんだ、でもまあリリスがいるから大丈夫だろうと家に戻ったらリリスがいなかった。携帯に電話しても留守電になってて繫つながらない、しばらく待ったけど帰ってこない。携帯の充電は切れるし腹は減るし日が暮れて寒いし、財布の中身は八十二円でジュースも買えないしと、もう色々手詰まりなので助けを求めてやって来たわけだ」

「大体理解したわ。不幸と不注意が見事に重なったわけね」

　少し呆あきれたような顔で、一いち乃のは相あい槌づちを打つ。

「正直、ここまで重なるとちょっと面白いだろ」

「ええ実に愉快だったわ。そんなあなたのために、心優しく慈じ悲ひに溢あふれた私が恵んであげましょう──ダンボールを！」

「よっしゃあ！　ダンボールがあれば寒さに震えずにすむぜ！　早速、この部屋の前にダンボールハウスを設立だ」

「やったわね宗そう司じ、あなたも一国一城の主あるじよ」

「一国一城……か」

　カチリ、宗司の中で爽さわやかスイッチが入った。

「駄目だ、おれの王国には、足りないものがあるな」

「あら、何が足りないと言うの？」

「ボクが王だ、それなら」

　言って宗司は一乃の顎あごに片手を添える。

「キミという女王が必要だろ？」

　白い歯を光らせ微笑ほほえむと、一乃の頰ほおがぽっと赤く染まった。

「もう……馬ば鹿かなことばかり言うのはよしなさい」

　ぺしこんと一乃が宗司の額を叩たたくが、口元が緩んでにやけていては世話がない。

　宗司もまた、芝居がかって大おお仰ぎように天を仰ぐ。

「ああ、なんてむごいのだろうか。ボクの王国はキミがいないばかりに空虚な抜け殻、見捨てられた廃はい墟きよになってしまった。最高の美酒も天に届くほどの財宝も、キミの不在を埋められず、ボクの心は水に沈む葉のようにゆっくりと朽ちていくのだ……なんてな」

「バァカ、いくらなんでも気き障ざすぎるわよ」

「わーお、結構自信作だったんだけどな」

　呆れたように、でも少し嬉うれしそうに一乃の指先がつんと宗司の額を突く。

　悪戯いたずらに失敗した小僧のように、宗司はぺろりと舌を出す。

　二人は顔を見合わせると、揃そろって肩をすくめた。

「まあ、入りなさい。私は夕食をすませたけど冷蔵庫の余りもので何か作ってあげる」

「さすが一乃だぜ！　いよっ、聖女、天使、女神さま！」

「調子が良いわね、まったく」

　ドアを閉め、靴を脱ぎ、宗司は一乃の部屋に上がった。

　部屋は二間続きで手前が小さなキッチン（横にトイレとバス）、奥がベッドのあるメインの部屋になっている。

「あなたは向こうで待って……」

　言いかけて、一いち乃のが宗そう司じの頰に触れた。

　何時間も屋外でリリスの帰りを待っていたという先の話どおり、恐ろしく冷たかった。

「先にお風ふ呂ろに入りなさい」

「え、いや、そこまで甘えるのは」

「あら……それは私の体で温ぬくもりたいということかしら」

　一乃は赤い唇を吊つり上あげて、舌先でちろりと唇を舐なめ、ボタンがとれたカッターシャツを留める安全ピンに手を伸ばす。

「待て待て待て、そうじゃなくてだな、あれだよ、着替えがないし！」

「それなら私の服を貸してあげるわ」

「おれに女装しろと！」

「冗談よ」

「噓うそだっ！　絶対本気だった！」

「貸してあげるのは本当、以前あなたにコスプレをさせた時の服が残っているもの」

「ああー、確か道着とか軍服とか着たな」

「そうあれ、下着の類たぐいは私が洗ってあげる。遠慮はなしよ、洗濯機に入れてスイッチを入れるだけなのだから」

「ううむ、もう風呂に入らない理由がないな」

「そういうことね、風邪を引かないうちに温まりなさい」

　ぐいぐいと背中を押されて、宗司は半ば強引に脱衣所へ押し込められた。

　若干抵抗を感じるものの、諦あきらめて服を脱ぎ浴室に入る。

　浴槽の湯はまだ温かく、洗面器で体を流すと宗司は湯に浸つかった。

「ああ……」

　心地よさに思わず溜ため息いきが出る、冷え切っていた体が温まり赤みを帯びる。

　一度浸かれば風呂に入れて良かったと素直に思えた。

「一乃に感謝だな、こりゃ」

「あら、呼んだ？」

「うえええっ！」

　一瞬ぎょっとしたが、一乃は浴室の外、脱衣所にいるだけのようだ。すぐに洗濯機を動かす音が聞こえ始めた。

「焦った、いつもみたいに乱入して来るのかと思ったぜ」

「その発言は遠まわしなお誘いと考えるべきなのかしら？」

「断じて違う！」

「全力で否定することもないでしょうに、まあゆっくりしなさい」

　くすりとからかうような声を残して、一乃が脱衣所から出て行った。

　宗そう司じは大きく溜め息を吐つき、いつのまにか緊張していた体を緩めた。

「ん……待てよ、もう湯が入っててしかも温かいってことは」

　この湯は一いち乃のが浸つかった後、それも殆ほとんど時間が経たっていないということだ。

「やべえ、意識しちまった。おれもいい加減慣れろよ、こんなんで動揺してたらこの先どうするんだっての」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、目を閉じる。外から聞こえる洗濯機の低い駆動音を聞きながら何かの修行のように無心で湯に浸かり続けた。

　やがて風ふ呂ろから上がり、用意されていた道着（白の胴衣と紺の袴はかま、以前コスプレに使ったものだ）に着替えて脱衣所から出る。

　続きのキッチンには鼻歌交じりに料理をしている一乃の後ろ姿があった。

　アップにまとめた長い黒髪から覗のぞく白い首筋は眩まぶしく、カッターシャツの裾すそで隠れた腰が鼻歌のリズムに合わせて左右に揺れていた。

　ごくりと、宗司は思わず息を吞のむ。自然体の、当人が無意識にやっているからこその色気を醸かもし、強烈な誘引力を発し──欲情を搔かき立たてる。

　ふらふらっと、火に誘われた蛾がのように宗司は近寄ってしまう。

「あら、あがったのね、ごはん、もうすぐ出来るわよ」

　その気配に気付いて、一乃がくるりと宗司の方へと振り向いた。

　普段より少しだけ楽しげな顔、手にはお玉を、体に真っ白なエプロンを。

　はたと宗司は我に返り、気恥ずかしそうに視線を逸そらす。

「あ、ああ、ありがとう」

「ふふっ、やっぱりその道着、似合うわね」

　宗司の胸中も知らず、一乃はお玉を口元に当てからかうように言った。

「そ、そうか、ええと、うん、手伝うことあるか？」

「バァカ、もうすぐって言ったでしょ。大人しく待ってなさい」

「……はい」

　どぎまぎとする心臓を押さえながら、宗司はキッチンの奥にあるメインの部屋へ入る。

　壁際にベッド、逆側に三段棚。埋め込み型のクローゼットに、ベランダへ続く窓、低い音を立てて駆動するエアコン。宗司は床にあぐらをかいて白いテーブルに着く。

　道着に袴と、時代を遡さかのぼったような格好は妙にさまになり、そのまま頰ほお杖づえを突き、キッチンで料理をしている一乃の姿を眺める。

　美う味まそうな出だ汁しの香り、聞こえる鼻歌、揺れる腰と白い首筋。

「あれえ、何だこれ、あいつこんな可愛かわいかったか、いや、可愛かったけどよ……」

　強烈にアピールされているわけでもないのに、何な故ぜか落ち着かない。

　ほどなく、エプロン姿の一乃がお盆に載せて料理を運んで来た。

「簡単なものだけれど、召し上がれ」

　小さな音を立てて白いテーブルに置かれたお盆、上には親子丼とすまし汁、温かいお茶の入ったマグカップが並んでいた。お茶だけは二人分、一いち乃の自身の分がある。

「凄すごいな……これで簡単なのか」

　卵の黄色も鮮やかな親子丼、短冊切りのにんじんにねぎを散らしたすまし汁、お茶がマグカップなのはご愛あい嬌きようだ、湯飲みがないのだろう。

「いただきます」

　手を合わせて箸はしを取り、今にも鳴りそうな腹の虫を抑えて親子丼に手をつける。

　ふわりとした卵に包まれた柔らかい鶏とり肉にく。鶏肉はどうしてもぱさぱさとしてしまうが、多目の出だ汁しがそれを感じさせない。店で出しても通用しそうな出来だ。

　美う味まいのは勿もち論ろん、空腹だったのもあり、宗そう司じは親子丼をガツガツと勢い良く食べる。

　合間合間にすまし汁とお茶を飲み、そのまま、あっという間に平らげてしまった。

「ご馳ち走そうさまでした……ああ、美味かった」

「ふふっ、お粗末さまでした」

　一乃の赤い瞳ひとみは優しく何な故ぜか嬉うれしそうで、宗司はまた落ち着かない気分になり、誤ご魔ま化かすように道着の合わせを直す。

「ねえ宗司、他ほかに何か言うべきことがないかしら？」

「他……ああ…………言わないと、駄目か」

「駄目よ、それが楽しみで夕食を作ってあげたようなものだもの」

　赤い瞳でじっと宗司を見詰め、逸そらさない。

　宗司は一つ咳せき払ばらいをして、その赤い瞳を見詰め返して言った。

「美お味いしかった。きっと、良いお嫁さんになれるよ」

「ありがとう、嬉しいわ」

「……おれは恥ずかしくてたまらん、まあいいや、洗い物ぐらいはやらせてくれ」

「そう？　ならお願いするわね」

　逃げるようにお盆を持ちキッチン側へ、そのまま冷たい水で洗い物を済ませ、心を落ち着かせてまたメインの部屋に戻る。

　一乃はテーブルで温かいお茶を飲んでおり、宗司もその正面に腰を下ろし茶を──

「あなたと同どう衾きんするなんて、さすがの私もドキドキだわ」

　いきなりすぎる台詞せりふに危うくお茶を噴くところだった。

「い、いい、いや、泊めてくれは冗談だから。そろそろリリスも家に戻って、る、はず」

「確証はあるの？」

「……一乃の部屋に行ってますって書置きを郵便受けに入れてきた」

「リリスなら、間違いなく私の部屋まで乗り込んでくるわね」

「……床で良いんで泊めてくれますか」

「冬に床？　風邪を引きたいのかしら」

「じゃあダンボールハウスで！」

「正気？」

「すいませんでした」

　結局他ほかに選択肢がないことを悟り宗そう司じが口をつぐむ。一いち乃のは静かにお茶を啜すすっている。

　沈黙と共に、奇妙な空気が部屋に流れた。

　飲み干されたマグカップが白いテーブルに置かれ、一乃が席を立つ。

「そろそろ、眠りましょうか」

　しゅるり、アップに纏まとめていた髪を解ほどく。

　しゃらり、長い黒髪が零こぼれ落ち背中をなぞり落ちて行く。

「そうだな」

　火に吸い寄せられる羽虫のように、ふらりと宗司も立ち上がり。

　一ひと掬すくい、宗司はその黒髪を手にとって香りを嗅かいだ。

　彼女の黒髪は淡く甘い花の香りがする。

「『時よ止まれ、おまえは美しい』」

「ふふっ、あなたには似合わないわよ、そういうの」

　するりと一乃は身をかわし、ベッドの上に正座して彼を見る。

「宗司」

　彼女が思い出すのは夕暮れの観覧車で聞いた言葉。

　愛のために死ぬと言えても、愛のために生きるとは言わなかった男を憐あわれみ。

　ひどく、儚はかなく、散る間際の桜のように微笑ほほえんで──

「不束ふつつか者ものですが、よろしくお願いします」

　そっと、三つ指をついて頭を下げた。

「ああ──」

　ごく自然に、宗司は一乃の肩に触れ、そのまま──

　ベッドに、押し倒した。

「……んっ」

　微かすかに、押し倒された一乃が声を漏らす。

　白いシーツの上にはらりと長い黒髪が広がり、ベッドは二人の重みにぎしりと軋きしみ。

　安全ピンで前を留めたカッターシャツの隙すき間まからは白い肌が覗のぞく。

　拒もうと思えば、きっと、拒めただろう。

「……」

　だが一乃は、静かに赤い瞳ひとみでじっと宗司を見上げている。

　宗そう司じの瞳ひとみには迷いが浮かんでいた。

　何をすべきかわかっていながら、それが本当に正しいのか迷っている顔だった。

「良いのよ、好きになさい」

　全すべてを赦ゆるすように、彼女は静かに目を閉じる。

　ぎしり、またベッドが軋きしむ音がして。

「ペーンッ！」

　それとは全く無関係に、パーンパーンパーンとクラッカーの音が鳴り響いた。

「……はい？」

　きょとんと一いち乃のが目を開けて、宗司が振り返り、背後を見た。

　ペンギン、ひよこ、タライ入りマンボウ、子犬、ミニ象、ウサギ。

　フェルを除いて勢せい揃ぞろいした『煉獄カサルテイリオ』の獣けものたちがいる。

　いつの間にそんなものを用意したのか、壁には『一乃さん、おめでとう』という垂れ幕がかかり、ティッシュで作った花も飾られていた。

「ペペーンッ」

　さらにペンギンの合図でミニ象が（これまたどこからか取り出した）バイオリンでムーディーなメロディーを奏で出し、ひよこがお香に火をつける。

　犬とウサギがクローゼットからメイド服を取り出し、マンボウは……何もせずタライの中でぽけーっとしていた。












　最後の一匹はともかく、雰囲気を盛り上げようとしているのだろうが。

「って、ぶち壊しじゃああああああああああああああああああ！」

　絶叫に驚き、獣けものたちの動きがぴたりと止まった。

　なお、一いち乃のは完全にフリーズしている。色々な努力が盛大にぶち壊されたショックから立ち直れていないようだ。

「ペーン？」

「可愛かわいらしく首傾かしげてるんじゃねえぞ、てめえら、絶対わかってやってるだろう！　ちょっと助かったと思わなくもないけど！」

「ペンッ！」

「なに、それどころじゃない？」

「ペペペン、ペン、ペペン」

「ふむふむ、『煉獄カサルテイリオ』と一乃は繫つながってるから、今どんな状況か大おお雑ざつ把ぱにだけどわかっちゃう？　それがどうしたんだ？」

　宗そう司じはいまいちピンと来ないらしく首を傾げ、ペンギンは若干焦ったように両手（羽）をぱたぱたと振る。

「ペーン、ペンペンペン！」

「言われてみれば、フェルがいねえな」

「ペン」

「ああ、フェルはキリカにリリスと一緒にいんのか……え？」

　悪い予感に、宗司の顔は蒼そう白はくになる。

　聞こえた名前に、一乃がぴくりと眉まゆを寄せる。

「マンボウ」

「……今、フェルが、キリカとリリスに、現状を、ちくった、だと……」

「そう──それは、面白くなったわね」

　ゆらり、一乃がベッドから立ち上がった。

　赤い瞳ひとみを炎のように煌こう々こうと輝かせ、しゃらりと長い髪をかき上げる。

　同時に、ベランダへ続く窓が割れ、玄関のドアが切り倒される。

「ソージ！」

「兄さま！」

「うなー」

　ベランダより白い翼を生やしたキリカが、ドアより鏡の剣を握ったリリスとリリスが、ついでにフェルが何な故ぜかベッドの下から出現した。

　間髪いれず、一乃は虚こ空くうに手を伸ばし己おのが異能の名を呼んだ。

「罪を焼け──赤き贖あがない『煉獄カサルテイリオ』！」

　虚空より燃える槍やりを引き抜き、一いち乃のもまた闘争に臨む。

「ペーン！　（日本語訳・総員退避ー！）」

　闘争の匂においを嗅かぎ取り逃げ出す獣けものたち。

　一乃は、キリカは、リリスは、自らの恋こい敵がたきを見据えて静かに歩む。

　狭い部屋の中央、彼女たちは武器を手に額がぶつかり合うほどの距離で火花を散らす。

　ゲーム同好会史上最大級の修しゆ羅ら場ばが──

「あー、ちょっと良いかな」

　盛大に水を差された。

「……何よもう！」

「悪いけど、後にしてくれるかなっ」

「はい、決着をつけねばなりません」

「うなー？　なに、なに？」

　睨にらみ合っていた三人と、そんな三人を『面白くなってきやがったぜ』的に眺めていたフェルの視線がいっせいに集まった。

　ベッドに座っていた宗そう司じは刺とげ々とげしい視線にたじろぎ腰を浮かしかけるも、それを抑えて一つ咳せき払ばらいをする。

「この毎度の展開を懐かしいと思いつつも、おれは若干の疑問を抱いて──」

「回りくどい説明は止やめなさい。それとも、ある種の焦じらしプレイのつもりかしら」

　ならば、と、宗司は彼女たちに問うた。

「おまえら、おれが、憎くはないのか？」

　揃そろって、彼女たちは微妙な顔をした。

「……あなた、馬ば鹿か？」

「……ソージ、バカ？」

「……兄さま、馬鹿？」

「……うなー、ばか？」

　呆あきれているのか驚いているのか、救い難い愚か者を見ているような表情だ。

「ちょ、ちょっと待って。もしかして忘れられてる？　ほら、ボクってラスボス的なポジションですよ、あなたたちの敵で、諸悪の根源で、しかもそれを隠してたんですよ！」

　何な故ぜか焦った様子で、宗司は懸命に訴えるも。

「で？」返答は冷たかった。

「ボ、ボクを倒して異能のない平和で平穏な生活をゲットしよう！」

「と、被告は言っているわ」

　いつ裁判になったのかはともかく、一乃がキリカとリリス、フェルの顔を見た。

「……んー、微妙」

「リリスは兄さまがいるのなら、平和にも平穏にもこだわりません」

「うなー、『煉獄カサルテイリオ』なくなったら、フェル、きえちゃうしー」

「と、いうことらしいわよ」

　向き直り告げると、宗そう司じは顔を引きつらせて乾いた笑い声を上げた。

「ハ、ハハ……一いち乃の、おまえは？」

「私はそうね」

　宗司を哀れに思ったのか、一乃は真面目まじめに答えようと赤い瞳ひとみを閉じた。

　出会ったのは夜の公園、救いたいと言ってくれた人。

　憎んでいた、異能を、運命を、世界を。

　恐れていた、異能を、運命を、世界を。

　独り、暗い部屋で涙を流した。

　そして、契約のための契約──ただの理由作り──を交わし。

　日常を過ごした。

　目を開ける。

　キリカを見て、リリスを見て、フェルを見て、宗司を見る。

「今は、結構楽しいから、満足よ」

　見み蕩とれてしまうほどに優しく、一乃の口元には柔やわい笑みが浮かんでいた。

　ベッドに腰を下ろしたままの宗司は、その微笑から逃げるように自らの顔を掌てのひらで覆い隠し呻うめき声を漏らす。

「……何な故ぜだ。おれは何を間違えた。おれは何ど処こで間違えた」

　亡者の呪じゆ詛そに似て声は響く。

「憎悪が何故消える、消える筈はずがない、消える理由はない、続くはずだ、血より星より時よりも永く死のように」

　呟つぶやく男を、彼女たちは見下ろす。

　赤く、青く、虹にじの、硝子がらすの、少女たちの瞳に理解と憐れん憫びんの色が宿った。

　目の前にいる男はずっと──彼女たちと最初に出会った、その瞬間から、ずっと。

「あなた、何処にも、行けていないのね」

　──『停止』していたのだ。

　彼女たちを変えた男だけが、皮肉にも何一つ変わらない。

　彼女たちは顔を見合わせて、小さく頷うなずき合う。

　代表するように、一乃が宗司の肩を叩たたく。

「宗司、あなたの間違いを指摘してあげるわ」

「……」無言で、宗司が顔を上げた。

　表情の消えた軀むくろの如ごとき虚うつろな相そう貌ぼう。それがまた彼女たちの胸をひどく締め付ける。

「うんうん、えーとね、物事には優先順位ってものがあるんだよ」

「はい、兄さま以上に憎むべき存在が、すぐ傍そばにいるのです」

「いわゆる、らぶえねみー」

「──なるほど」

　宗そう司じの瞳ひとみに炎が宿る。

「つまり、この四角だか五角だかわからん状況をどうにか収めれば、おれはちゃんとラスボス的存在として認知される、と……うむ、道理だ！」

「その通りよ宗司、素晴らしい理解力だわ！」

「うんうん、じゃあソージ、どうやって決着をつけるか一緒に考えよっか」

「はい、これは難題です。あちらを立てればこちらが立たず、どころではありません」

「しっぱいすると、ばっどえんど、かくじつー」

　活力を取り戻した宗司に、彼女たちは惜しみない賞賛の拍手を贈る。

「ふっ……任せろ、おれには勝利への道筋が見えている」

　拍手を受け立ち上がる脚は力強く、彼女たちが見詰めるその相貌は自信に満ち、




「全員まとめて、おれのものにすれば良い！」




　言葉には微み塵じんの揺らぎもなかった。

　百パーセントの本気だと、聞いている誰だれにだって理解できただろう。

「そうじ、はーれむ？」

「イエス！　誰か一人を選べないならもう全員を選べば良いじゃないか！　凄すごいぞおれ、これこそまさに逆転の発想だ！」

　かつてなく頭の悪い宣言と共に、

「ふふっ、とりあえず宗司を殴りましょうか！」

「アハハハ、賛成っ！」

「はい、リリス、手加減は一切しません！」

「うなー、ぶちころせー」

　ゲーム同好会史上最大級の修羅場……でもない気がする何かが始まりを告げた──

「よろしい、全て受け止めてやる。かかって来い！」






硝子がらす瓶びんに囚とらわれた太陽の囁ささやき（あとがき）






「ククク……そう、我輩こそが（前略）（中略）（後略）ということであるぞって、何だこの省略の連続は！　一ページに渡る我輩の名乗りと三ページに渡る暗黒神への祈りが丸々削除されておるではないか！」

「担当編集権限でカットしました。っていうかあとがき四ページを丸ごと自分の趣味で潰つぶさないでください」

「フッ、趣味に走るなとは無理な相談だ。我輩は『仕事は自由に、財布は堅実に』という暗黒神の教えに従い生きておるのだからな！」

「……随分と暗黒神らしくない教えですね。普通、暗黒神と言えば『汝なんじが為なしたいように為すが良い』とかそんな感じでしょうに」

「ククッ、そこが我が暗黒神の奥深いところである。何せ暗黒神であるからな」

「まあそれはさておき──」

「暗黒神は良いぞ。何せ暗黒であるから黒い、あと黒いし、何と言っても黒い。我が担当編集も思い切って暗黒神の信徒となるが良い。今ならば暗黒神印の超黒い石せつ鹼けんもついておる。マジオススメ」

「それはさておき！　ドラマＣＤのおまけシナリオ、あれの投票結果が出ましたよ！」

「おお、なれば早さつ速そく我輩にも見せるが良い……ふむ、一位はやはり一いち乃のさんか」

「そこは中間発表どおりでしたね、二位は逆転してリリスです」

「キリカは僅きん差さで三位になってしまったか、しかし、どちらが勝ってもおかしくない良い勝負であった（キリカ用に考えておいたネタどうしよう）」

「投票自体も多かったですし、期待に応こたえる為にも頑張らないといけませんね」

「うむ。さすがは我が信徒たち。その祈りの熱心さは我輩をも驚かせる……っていうか担当さん、なんでこれ、ボクにも結構な票が入ってるんですか？」

「洒落しやれで投票項目の中に入れてみました」

「クックックッ、我輩が言うのもあれだが、我が担当編集も相当フリーダムに仕事をしているようだな。立派な暗黒神の信徒になれる素質があるぞ」

「お断りします。それとキャストも決まりました。はいキャスト表です」

「ううむ、まさか我がキャラクターたちに声がつくとは……ほう、信仰と探求と思いつきに明け暮れ世事に疎うとい我輩でも聞いたことのある名だな」

「かなり豪華なメンバーが集まってますよ、やりましたね」

「ククク、落ち着くが良い担当編集よ。我輩には分かる、これは罠わなだ。きっと我輩と担当編集が喜んでいるところにドッキリのプラカードを持った超編集が現れるに違いない」

「そのネタは六巻あとがきでやりましたよ」

「いやだってあれですよ担当さん……シナリオ書いたの私ですよ？　見事なぐらいに平常運転なシナリオですよ？　私基準で」

「大丈夫です、危険なところはカットしますから」

「おお、さすがは外付けモラル判断装置こと我が担当編集。なれば安心であるな」

「キャストに関してはドラマＣＤのプロデューサーさんも頑張ってくれたそうです」

「何とそうであったか。これは我輩も感謝せねば」

「はい、だからおまけシナリオの原稿を早く書いてくださいね」

「…………暗黒神の加護とかではダメか？」

「ダメです」

「…………暗黒神の加護マジ最強、背がぐんぐん伸びて彼女も出来る」

「ダメです」

「…………シナリオ、頑張ります」

「では恒例アンケートのコーナーに行きましょう」

「はいわかりました──クハハハハハ！　だが残念だったな担当よ。今回はぶっちゃけアンケートコーナーはなしだ。葉は村むらポイント（集める意味はない）も出さぬ！」

「なるほど、それが遺言ですか」

「待って、話は最後まで聞いて担当さん。即死刑とかクールすぎるヨ！」

「冗談です。確かに前巻のアンケートはドラマＣＤに関連し『○○に喋しやべってもらいたい台詞せりふ』がメインでしたからね」

「クククッ、まったく我が信徒たちにも困ったものだ。いつになく熱のこもった、芳かんばしい欲望に満ちた祈りが多かったぞ」

「実際に、ドラマＣＤのシナリオで使ったんですよね」

「ククッ、それが暗黒神の宣託である。本来なら採用者に葉村ポイントをくれてやるべきなのだが、ここで台詞を晒さらしてしまうのは興ざめであろう？」

「聞いてのお楽しみ、ということですか」

「うむ。そういう理由がある故ゆえに此こ度たびのあとがきでは触れぬ。実際に聞き『あ、これボクの送った台詞だ』と思った者はこっそり喜んで良いぞ」

「因ちなみに、一キャラにつき三つほど採用しました」

「ところで我が担当編集よ、暗黒神を信仰すればこの暗黒プロ野球観戦チケットも──」

「それはもういいです！」




　二〇一二年冬『アンケートがスマホ対応したらしい』





葉は村むら・ガラケー・哲てつ→
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